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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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　──ある日、人生初のひと目め惚ぼれをした。







　それは二十一歳の夏休みのことだった。

　関東にある大学の工学部に通っているぼくは、この夏、インターンシップで北陸にあるＭＭ自動車という会社へ行くことが決まっていた。

　ぼくはちいさい頃ころから車に興味があり、車の仕事に就つくために工学部へ入ったし、とくにＭＭ自動車の車は個性的でずっと憧あこがれていた。だから参加が決まったときには跳とびあがるほど嬉うれしかった。

　参加予定者は、ぼくと友人のふたり。

　けれど直前になってから、ひとりしか受け入れられないと会社から連れん絡らくが来たんだ。期間中は会社の寮りように泊とまることになっていたんだけど、手て違ちがいがあったようで、部屋がひとつしか空いていないのだという。

　そんな理由で諦あきらめることはできないので食いさがると、宿しゆく泊はく先の問題さえクリアすればふたりとも受け入れ可能ということだった。

　これはなんとかなりそうだと、ほっとした。

　というのもぼくには碧あおいという名の五つ年上の兄がいて、ちょうどこの春に北陸へ転勤したんだ。ＭＭ自動車のある市の、となりの市に住んでいると聞いていた。

　独身のひとり暮らしで、住まいは２ＤＫのマンションらしいから、ぼくが泊まるスペースぐらいはあるだろう。

　そう思い、急いで兄に電話をした。

「あの、兄貴、朱あか里りだけど」

『おう。どうした』

「じつはお願いがあって。突とつ然ぜんで悪いんだけど、夏休みの三週間、兄貴んちに泊めてもらえないかな」

『あ？』

「えっと、じつは──」

　兄はぶっきらぼうだし愛あい想そもないけど、面めん倒どう見みがよく優やさしい人だ。きっと快く受け入れてくれるだろうと疑いもしなかった。だが事情を聞いた兄の反応は鈍にぶかった。

『そうか……あー……んー……』

　いいとも嫌いやとも言えず、困っている様子である。

　気弱で引っ込み思案で流されやすいぼくとは違ちがい、兄は俠おとこ気ぎがあって、はっきりした性格の人だ。それがこんなに言いよどんでいるのはめずらしい。

「だ、だめ？」

『だめじゃないんだが……』

「あの、泊まっているあいだは洗せん濯たくも掃そう除じもするし、できるだけ迷めい惑わくかけないようにするから。あ、もちろん自分のぶんの食しよく費ひや光熱費は払はらうよ」

『光熱費を払えなんて、言うわけないだろ。いや、そういうことじゃなくてさ。泊めてやりたいんだけど、同居人がいて……狭せまいし。近くのホテルにでも──って、三週間もホテルじゃ、金がかかりすぎるか』

「そんなお金ないよ」

『そうだよなあ』

「あ……もしかして、同居人って女の人？」

『いや』

　渋しぶる本当の理由は恋こい人びとと同どう棲せい中で泊めにくいのかなとちらりと思ったが、そうではないらしい。

『男だけど。でもふたりいるから』

「ふたりもいるの？」

『ああ。なんつーか……ちょっと変わったやつらでさ……だいじょうぶかな』

　普ふ段だんのぼくは自分の主張を押し通すことが苦手で、こんなときは諦めてしまうことが多い。だけど今回はどうしても折れることができなかった。なにしろ憧れのＭＭ自動車なのだ。

「どんな人でも仲よくするからっ。廊ろう下かのすみにでも置いてもらえればいいし、夏だから布ふ団とんもいらないし、床ゆかに段ボール敷しけば眠ねむれるから。ぼく、どうしてもその会社に行ってみたいんだよ。だから兄貴、お願いっ」

　携けい帯たいを握にぎりしめ、相手に見えるはずもないのに深々と頭をさげ、必死に頼たのみ込むと、まもなく兄が嘆たん息そく混じりに言ってくれた。

『……わかった。ふたりにも話しておく』

　よかった！

「ありがとう兄貴！」

　ということで、兄のマンションへ下宿することが決まった。

　兄の家へむかったのはインターンシップのはじまる前日の火曜日。最も寄より駅に到とう着ちやくしたのは夕方で、大きなボストンバッグを抱かかえて改札を出ると、誰だれもいない待合所で兄が待っていてくれた。

　電車の到着時刻はおおまかに伝えていたが、迎むかえに来てくれるとは思っていなかったし、約束もしていなかったから驚おどろいた。

「わ、迎えに来てくれたんだ？」

「おう。長旅お疲つかれ」

「なんで。仕事は」

「今日は早く終わった」

　兄と会うのは正月以来だけど、あいかわらず格好よかった。

　アーモンド型の三白眼や口角のさがった口元が特とく徴ちよう的な顔立ちで、本人は人相が悪いと思っているようだ。無愛想なのも手伝って、たしかにちょっと怖こわそうな感じもする。でもそこがすごく男っぽくて格好いいと思う。

　スタイルも抜ばつ群ぐんで、いまも、Ｔシャツにデニムというなんでもない格好がさまになっている。

　対するぼくはといえば、いかにも内面の気弱さを表しているちいさな目や口、細い顎あご。身長は百六十四センチしかなく、ＳサイズのＴシャツの肩かたがずり落ちるほど貧弱な身体からだつき。いまだに女の子と間ま違ちがわれることがたまにある。

　兄は父親似でぼくは母親似なだけで、血の繫つながりはたしかなのだけれど、本当にこの兄と兄弟なのだろうかと疑いたくなることがしばしばだ。

　ついでに兄は優等生タイプではないのに、スポーツも勉強もできる。ぼくにとって、昔から憧れの存在だった。

　誤解のないよういちおうつけ加えておくと、兄への感情はあくまでも憧れと家族愛で、恋れん愛あい感情じゃない。

　ぼくは女性に興味がまったくなくて、どちらかといえばたぶん、同性愛者なのだと思う。でも兄みたいな格好いい人がそばにいたせいか、つきあってみたいと思えるほど惹ひかれる男性に出会ったこともない。つまり、交際歴も性体験もゼロだ。

　まわりの友人たちも年ねん齢れいイコール彼女いない歴のやつらばっかりだから、そんなに焦あせって恋人を作る気分にもならず、目下のところ、将来のためにひたすら勉強をがんばる日々。それはそれでべつにいい──と、思っていた。このときまでは。

「でも兄貴、バイクでしょう？　荷物多いから、ぼく、タクシーで」

「あれ、言ってなかったか。俺、車買ったんだよ。雪国じゃ必要だから」

「わあ、ほんとっ。いいな、なに買ったの」

　喋しやべりながら歩きだし、駅舎から出る。

「中古なんだけど、フィ──……フィッツ!?」

　兄が前方へ目をむけ、驚いたように声をあげた。なにごとかとその視線の先をたどると、数メートル先の歩道に、ひとりの男性がたたずんでいた。

　いまふうな感じの七三に髪かみを整えた、柔にゆう和わで大人な雰ふん囲い気きの紳しん士しで、歳としは三十代ぐらいだろうか。背は兄よりも高く、麻あさのシャツにコットンパンツを上品に着こなしている。

　鼻び梁りようが高く、口元は品よく口角があがり、顎がしっかりしている。男らしく整った顔立ちだが、やや垂れ気味な目め尻じりが全体の雰囲気を和やわらげ、かつ、大人の色気を醸かもしだしていた。

「やあ碧、こんなところで奇き遇ぐうですね。そちらは──」

　兄にむかってにこやかに片手をあげながら近づいてきて、ぼくに顔をむける。

　目があった。

　瞬しゆん間かん、彼は衝しよう撃げきを受けたように目を見開き、足をとめ、息を吞のんだ。まじまじとぼくを見つめる顔が、ほのかに紅潮しだす。それからどこか夢ゆめ心地ごこちのような面おも持もちでふらりと歩きだし、近づいてくる。

「フィッツ、おっまえな、いまは姿見せるなって……」

　憤ふん慨がいしたようになにか言いかけた兄が、ぼくを意識したように慌あわてて口をつぐむ。

「碧。こちらが、朱里？」

　低く艶つやめいた声。

　彼はぼくの前まで来て立ちどまると、兄に話しかけながらも兄のほうには目もくれず、まるで目を離はなせないといったように、一心にぼくを見つめた。

　ぼくも、彼の瞳ひとみから目をそらすことができなかった。

「そうだ」

　となりにいるはずの兄の声が遠く感じられる。

「はじめまして。私はフィッツといいます。お兄さんの同居人です」

　そう言って、彼がはにかむようにふわりと微笑ほほえむ。

　まなざしが、優やさしく甘い輝かがやきに満ちて降り注ぐ。そのとき、ぼくの胸にこれまで感じたことのない甘かん美びな衝撃が走った。

　世界のすべてが停止する。

　この人の笑え顔がおしか、見えなくなる。

「写真と実物では、ずいぶん印象が違うのですね」

「え……そ、そうでしょうか」

　深みのある声で思いがけない感想を告げられ、頰ほおがかあっと熱くなり、心臓の鼓こ動どうが速まった。

「荷物、重そうですね。運びましょう」

「あ」

　手にしていたボストンバッグをさりげなくとられ、ロータリーに一台だけとまっている車のほうへエスコートされる。

　背を押され、ぼくはなにも考えることができずにふらふらとついていった。

「おい、フィッツ。おまえ、このあとどうすんだよ」

　彼が車の後部座席へバッグを入れたとき、兄の声が背中に届いた。

　ふり返ると、ぼくたちのあとについてきた兄が、顔をしかめていた。

　フィッツが楽しそうに目を細める。

「勝手なことをして失礼しました。私はちょっと用があるので、あとから家へ戻もどります。ですので、ここでお別れということで」

　兄をなだめるように、大人の余よ裕ゆうある表情でそう言うと、ぼくを見おろした。

「また、のちほど」

　ひときわ甘い声でささやかれ、腰こしが砕くだけそうな気がした。

　駅の改札へむかう彼の背を、ぼくは放心したように見送った。

　どうしよう。まだ、胸が熱い。

　ちょっと言葉を交かわし、笑顔を見ただけだ。それなのに頰が熱くなり、胸がどきどきするなんて。

　相手はたぶん、ぼくよりも十歳は年上だろう。兄の同居人らしいということ以外、素す性じようも性格もなにも知らない。

　なのにこの人だと思ってしまった。目を離せなかった。

　どうしよう。どうしよう。

　どうしようもこうしようもなにもないのだけれど、胸がどきどきして、落ち着いていられない。

　はっきりと、恋こいに落ちたのを、ぼくは自覚した。

　恋って理り屈くつじゃないんだ。

　ひと目め惚ぼれって、本当にあるんだ。

　生まれて初めてのことに気持ちをふわふわさせていると、兄に呼ばれた。

「朱里、行くぞ」

　はっとして車のほうへ顔をむければ、兄は運転席の扉とびらを開け、乗り込むところだった。ぼくも慌てて助手席に乗り込む。

「あ、これ、兄貴の車？　あれ？　これ、フィッツ？」

　コンパクトなセダン車の車名はフィッツだ。大手メーカー製の、女性に人気の大衆車。

「……さっきの方も、フィッツさんだったよね」

　話題にするのもなんとなく緊きん張ちようをはらみ、声がちいさくなった。

　名を口にするだけで、耳が赤くなりそうだ。

「あー、そうだな。偶ぐう然ぜんってやつだ」

「本名なの？　日本人っぽかったけど、ハーフとかクォーターとか？」

「あー……そんな感じかな。それよりおまえ、急に近づいてきた男に、あんなに簡単に荷物渡わたすなよ。あいつは本当に俺の知人だったけど、スリだったらどうするんだ」

　兄が苦々しげに言い、車を発進させる。

「う、うん。そうだよね。なんか、気づいたら渡しちゃってた」

　彼に見み惚とれていたのと、とても自然な仕草だったので、つい渡してしまった。その後のエスコートもとてもスマートで、慣れている様子だった。

「フィッツって、ああいうのはうまいんだよなあ。スリの素質あるんじゃないかな」

「ああいうのって？」

「相手に警けい戒かい心しんを抱いだかせずに、親しげにスルッと近づけるっていうか。おまえも自然にエスコートされただろ」

　これまでにも見てきたような口ぶりだ。

　ということは、自分だけでなく、誰だれにでもああいう笑顔を見せているのだと気づき、すこしだけ落らく胆たんしたというか、冷静になれた。

　そうだよね、あたりまえじゃないかと思う。あんなに素す敵てきな人なんだから、恋こい人びとだっているだろう。

　きっとモテるんだろうなあ。

　ぼくなんかじゃ、相手になるはずもない。彼から見たらぼくは子供だろうし、しかも男だ。

「そういえばぼく、まともにあいさつもしなかった。そうだ、兄貴にも。これから三週間、お世話になります」

　運転する兄にむかって、ぺこりと頭をさげる。

「おう」

「フィッツさん、同居人って言ってたよね。あとでちゃんとあいさつしなきゃ」

　冷静になった、にもかかわらず、彼と三週間いっしょに暮らすのだと思うと、また胸が高鳴り、声がうわずりそうだった。

「もうひとり、いるんだよね」

「ああ。家で待ってる」

「ふたりとも兄貴の友だち？　なにしてる人？」

「……会ってから説明する」

　同居人がどんな人なのか事前に知っておきたかったが、兄はなんだかあまり話したくない感じだ。気のせいかな。前方の車道で、白いランニング姿の老人がふらふらと自転車をこいでいるのを見て「危ないなあ」なんて呟つぶやいているから、そちらに気をとられていただけかもしれない。

　県道をしばらく進み、途と中ちゆうにあったスーパーに立ち寄って買い物をし、マンションへ到とう着ちやくした。

　兄がスーパーの買い物袋ぶくろを片手に、玄げん関かんの扉を開ける。すると奥からダダダッと青年が駆かけてきた。

「碧さん、お帰りなさい！」

　肩かたまで伸のばした黒くろ髪かみに、褐かつ色しよくの肌はだ、灰色の瞳ひとみを持つ、エキゾチックな雰ふん囲い気きの青年で、歳としは二十代なかばぐらいか。Ｔシャツにぴったりしたデニムを穿はいている。

　顔もスタイルも抜ばつ群ぐんで、雑誌か映画から抜ぬけだしてきたかと思うほど異い彩さいを放っていた。

　この人がもうひとりの同居人ということなのだろうけど、フィッツといいこの人といい、格好よすぎる。

「グレープシードオイル買ってきたぞ」

「ありがとうございます！」

　エキゾチックな容姿とは裏腹に、やけに体育会系な喋しやべり方だ。

　兄が荷物を青年に渡し、中へ入る。

「それからこいつが弟の朱里。よろしくな」

　兄の友人たちの、予想外のイケメンぶりに啞あ然ぜんとしていたぼくだったが、紹しよう介かいされたので慌あわてて玄関の中へ入り、頭をさげようとしたら、青年がぼくに突とつ進しんしてきた。

「あのっ！　俺、隼はやぶさといいます！　あ、荷物持ちます！　俺、力はあるんで、いつでも使ってやってください！」

　隼と名乗る彼はぼくの手からひったくるように荷物を奪うばうと、それをいったん廊ろう下かへ置き、ぼくの手を両手でぎゅっと握にぎった。そして頰を紅潮させ、目をきらきらと輝かせ、興奮した面おも持もちでいきおいよく話し続ける。

「俺、お兄さんの碧さんには朝も夜も大変お世話になっていて、碧さんのご家族にはいつかごあいさつできたらいいと思っていたので、今回こうして朱里さんにお会いできてとても光栄です!!　どうか俺のことも、家族と思ってもらえたら嬉うれしいですっ」

「はあ……ええと、こちらこそ、どうぞよろしくお願いします」

　今度こそちゃんとあいさつしようと思っていたのだが、いきおいに吞のまれてタジタジになってしまう。

　兄が靴くつを脱ぬいで廊下へあがりながら突つっ込みを入れる。

「隼、朝も夜もって、日本語が変だぞ」

「変でしょうか。事実、朝も夜もほぼ毎日あなたと──ぐおふっ」

　言葉がそこで途と切ぎれたのは、兄が隼の尻しりに膝ひざ蹴げりを食くらわせたからだ。

「おまえ、いまなに言おうとしやがった！」

　なぜか兄は赤くなっていた。

「言葉を選べといつも言ってるだろっ」

「うう、選んだつもりなのですが……」

　隼は主人に怒おこられた忠犬のような情けない顔をして、蹴られた尻をさする。

「おまえは朱里の前でよけいなことを喋るな。朱里、あがってくれ」

　兄と隼が廊下を歩いていく。

「う、うん。お邪じや魔まします」

　ぼくも靴を脱いであがったとき、玄関の扉が開いた。

　ふり返ると、フィッツが入ってきた。

　どきんと心臓が高鳴る。

「ただいま。おや、ふたりもいま帰ったところですか？」

「あ……はい。スーパーに寄ったので、いまになりました」

　といっても長時間買い物していたわけではない。

　あのあと、フィッツは電車に乗るのだろうと思っていたから、こんなに早く再会するとは思わなかった。運行本数のすくなそうなローカル線である。電車に乗ったのならばこんなに早く戻もどれるのはおかしい気がした。電車に乗ったわけではなかったのか。

「えと、フィッツさんはどちらへ行っていたんですか」

「ええ。ちょっと用があってね」

　大人の笑え顔がおでさらりと流された。訊きいてはいけないことだったのかもしれない。

「ところで朱里。私のことはフィッツと呼んでください」

　フィッツが靴を脱ぎ、真横に立って見おろしてくる。彼がいままでどうしていたかなんて疑問は、その甘いまなざしによって吹ふっ飛んだ。距きよ離りの近さにどきどきする。

「フィッツさんじゃなく、フィッツ。そのほうが早く親しくなれそうな気がしませんか」

「え、でも」

「馴なれ馴れしいのは嫌いやですか？　私は勝手に朱里と呼んでしまっていますが」

　初対面の目上の人を呼び捨てにするのは抵てい抗こうがある。だが親しくなりたいという申し出は心が躍おどるほど嬉しかった。

「わかりました。じゃあ……次からそう呼びます」

「いま、呼んでみてください」

「え……」

「練習です」

　いつのまにか、彼の手がぼくの腰こしに添そえられている。

　やっぱり外国人の血が流れているのか、それとも実際外国暮らしの経験があるのか、彼の挙動にはエスコートし慣れている男のさりげなさを感じる。ふつうの日本人の男じゃこうはいかない。

　彼はぼくをじっと見つめ、名を呼ばれるのを待っている。

　このまま黙だまっていたらもっと密着されそうな気がして、ちいさな声で呼んだ。

「え、と……フィッツ」

　恥はずかしくて彼の瞳を見つめ返すことができず、頰ほおを染めてうつむく。

　名を呼んだら解放されると思ったら、もう一方の手が反対側から伸びてきて、腕うでの中に囲われてしまった。

　あれれ？

「あ、の」

　強く抱だきしめられているわけではないが、身体からだが密着する。

　厚くて広い胸むな板いたやたくましい二の腕の感かん触しよくに動どう揺ようし、心臓が爆ばく発はつしそうだった。

「もう一回、呼んでみてください」

　蕩とろけそうなほどいい声にささやかれ、見あげると、甘いまなざしがすぐそこに。

　目を、そらせなくなった。

　ひと目め惚ぼれしたことが初めてならば、誰だれかにこんなふうに抱き寄せられ、甘くささやかれたことも初めてで、どうしたらいいのかわからない。

　素す直なおにもういちど名を呼んだら、キスでもされてしまいそうな雰囲気だ。

　どうしよう。

　キス、されちゃうのかな……。

　彼の瞳を見つめながら、誘さそわれるように口を開きかけたとき、奥のほうから兄の声が飛んできた。

「こらフィッツ！　朱里をからかうなよ」

　短い廊下の先にダイニングキッチンらしき部屋があり、そこから兄がこちらを見ていた。　>>>♥

「からかっているわけではありませんよ」

　フィッツがぼくから手を離はなし、笑いながらそちらへむかう。

　たったいままで感じていた甘い空気は、幻まぼろしのように跡あと形かたもなく消えてしまった。

　なんだ……からかわれていただけか。

　本人はからかってないって言ってるけど、その余よ裕ゆうの滲にじむ態度からして、兄の指し摘てきの通りなんだろう。

　ほっとしたようながっかりしたような、複雑な脱だつ力りよく感かんを心身に覚えながら、彼のあとに続いた。

　そしてダイニングキッチンに入ったら、今度は面めん食くらってしまった。

　男所帯なのにキッチンがきれいだとかそんなことじゃなく、なんだこのイケメンチーム、と思ったんだ。

　フィッツも隼も兄もそれぞれみんな格好いいのだが、三人がそろうと、三人三様の個性が際きわ立だち、存在感がとんでもない。

　モデル事務所でも開くつもりなのか、それともここはなにかの撮さつ影えい現場なのかと尋たずねたい。自分の場ば違ちがいさ加減が際立っていかんともし難がたい。

　気き後おくれしているぼくの前で、フィッツが兄に説明する。

「名前を呼び捨てにしてくれとお願いしただけですよ。仲よくしたいと思って」

　それを聞いた隼が、身を乗りだすようにしてぼくに言う。

「おお俺も！　朱里さん！　俺のことも隼と呼んでくださいねっ。俺はそこの中古車と違ちがって、朱里さんのことはさんづけしますけどっ。碧さんのご家族には敬意を払はらいたいのでっ」

「そこの出で戻もどりバイク。ちょっと興奮しすぎでうるさいよ」

　出戻りバイクって……。

　そういえば、兄はバイクに隼って名前をつけていたな。

　ふたりとも、兄の車とバイクとおなじ名前なんだ……。

　どういうことだろう。

　互たがいに中古車だの出戻りバイクだの言いあっているのは、兄の所有車に引っかけての皮肉なんだろうけど、彼らの名前は本名じゃなくて、あだ名ってことなのかな。

　ふしぎに思うぼくの目の前では隼とフィッツがなにやら言い争っている。

　というか、正確には隼が一方的にわめいていて、フィッツに軽くあしらわれている感じだ。

　兄はふたりを放置し、先ほど買ってきた食材を冷蔵庫へしまっている。

　しばらくして、片付けを終えた兄が仲ちゆう裁さいに入った。

「フィッツ、その辺にしとけ。隼も、おまえのことは俺がよくわかっているから、いいだろ。それより俺、おまえの淹いれたコーヒーが飲みたい。おまえのコーヒーうまいから、朱里にもふるまってくれ」

「わかりましたっ」

　隼がぱっと顔を輝かがやかせてキッチンに立ち、コーヒーを淹れる準備をする。

「朱里、その辺に適当にすわって」

　兄に言われて、テーブルセットの四脚きやくある椅い子すのうち、手前に腰をおろした。

　フィッツがとなりにすわりながら兄に言う。

「駄だ犬けんの機き嫌げんをとるのも大変ですねえ碧」

　それから隼の手元へ目をむけ、聞こえよがしに嫌いや味みを言う。

「この暑いのにホットですか。私ならばアイスコーヒーを淹れるとか、冷えた飲み物を用意するとか気を利きかせるところですけど」

「っ！」

　隼がふり返り、フィッツを睨にらんだ。

　本人もフィッツの指摘が正しいと思ったのか、言い返せないようでわなわなと唇くちびるをかみしめる。そして悔くやしそうに兄へ訴うつたえた。

「碧さん！　俺にアイスコーヒーの淹れ方を教えてくださいっ！」

「わかったわかった」

　兄と隼が並んでキッチンに立つ。

　ちらりととなりを見ると、フィッツはそんなふたりを眺ながめていた。

　たったいままで隼に意地悪なことを言っていたのに、ふたりの背を見つめるまなざしは優やさしく、ほのぼのとしたものだ。

　フィッツは隼のことを、からかってかわいがってるって感じなのかなあ。

　ぼくはくすりと笑ってしまった。

「どうしました」

「仲がいいんだなあと思って。兄とは以前からの友だちなんですか」

「私はけっこう最近ですね。それと碧とは、友だちというのとはちょっと違うような気もする」

「というと」

　フィッツが首をかしげる。

「うーん。主人と下僕の関係というか」

「え」

　兄はいったいどんな交友関係を築いているのだ。

　若じやつ干かん引いていると、グラスに氷を入れていた兄がふり返った。

「フィッツ、そいつは素直でなんでも信じちまうんだから、変なことを吹ふき込むなよ」

　ああ、冗じよう談だんか。そうだよね。

　できあがったグラスを隼が運び、ひとつをぼくの前に置いた。

「どうぞ。初めて淹れてみたので、おいしくなかったらすみません」

「いえ、ありがとうございます」

　兄がむかいの椅子にすわり、そのとなりに隼がすわる。みんなが着席したのでぼくはぺこりと頭をさげた。

「ええと。三週間お邪じや魔ましますが、よろしくお願いします」

　フィッツと隼から興きよう味み津しん々しんといった感じで注目され、ぼくは緊きん張ちようしながら改めてあいさつし、話題をふった。

「おふたりは、お仕事はなにをされていらっしゃるんですか」

「碧の足に踏ふまれること？」

「碧さんのために尽つくすことです」

　フィッツも隼も真顔だ。

　兄が飲みかけていたアイスコーヒーでむせた。

「だからおまえら、そういうのはやめろっ」

　フィッツと隼が心外そうに眉まゆをあげ、声をそろえる。

「事実じゃないですか」

　……事実なんだ……？

　驚おどろくぼくの顔を見て、兄が顔をしかめる。

「朱里、信じるなっつの。あー、このふたりは……芸術家なんだ。んで、いまは夏休み中で、ここに遊びに来てるんだよ」

「芸術家っていうと」

「芸術家は芸術家だ」

　芸術家とひと口に言っても、彫ちよう刻こく家だったり画家だったりいろいろあると思うのだが、兄は説明を拒こばむようにアイスコーヒーを飲む。フィッツたちも説明しようとしないことから、どうやら立ち入ってはいけないことらしい。

　その話題はやめ、もうひとつ気になっていた、名前の疑問を尋ねることにする。

「あの、おふたりのお名前って、あだ名なんですか」

「本名ですよ」

「そうなんですか。じゃあフィッツさ──フィッツ……は、名字も横文字な感じですか」

「いや。名字はないんですよ」

　え？

　どういうことだろうと目をぱちくりさせていると、兄が焦あせったように口を挟はさむ。

「朱里。あまり立ち入ったことは訊きかないでやってくれるか。その……こいつらは業界ではとんでもない有名人なんだ。ここに雲くも隠がくれしてることがばれたらまずいから、本名は教えられないんだ」

「あ……ごめんなさい」

　そういう事情なのか。

　ぼくは芸術方面なんてとんと疎うといから知らないけど、これほど格好いい芸術家なんて、騒さわがれて当然だ。プライベートの夏休みぐらい、静かに過ごしたいだろう。

　名前も仕事も秘密だなんて、謎なぞの多いふたりだけど、しっかり者の兄の知人ならば、身元のたしかなちゃんとした人たちなのだろうと思う。

　でも、ぼくはばらしたりしないのにな。

　教えてくれないということは信用されていないということで、ちょっと悲しい気もしたけれど、初対面だから信用されなくてもしかたないのかな、とも思う。

　これから信用されるようになれたらいいな。

　しょんぼりしていると、兄が腕うでを組み、眉根を寄せてぼくを見ていることに気づいた。

「おまえは素す直なおだから平気かな……でも常識人だからな……」

　なにか迷うように呟つぶやいている。

「なんのこと」

　尋たずねたら、「いや」と首をふられた。

「ええと、なんだ。明日あしたからインターンシップだろ。こいつらみたいな変なやつらがいたとしても、ちゃんと仕事できるかなと心配しただけ」

　ごまかすように話題を変えられる。

「ところでおまえ、免めん許きよは持ってるんだよな」

「うん」

「じゃあ会社へ通うのに、フィッツに乗るといい」

「フィッツに乗る？」

　フィッツと言われて思わずとなりの紳しん士しへ視線をむけてしまったが、兄の言ったのは車のことだと遅おくれて気づいた。

　うーん、ややこしいな。

　フィッツがその言葉に乗り、妖あやしく流し目を送ってくる。

「いいですね。朱里が私のアクセルを踏んで、私のシフトレバーを握にぎってくれる……」

「やめろ。おまえが言うと猥わい談だんに聞こえる」

「車、ぼくが借りていいの？」

「ここから通うのは、車がないときついだろ。俺はバイクがあるから」

　車は冬場の雪対策に買ったから、いまは必要ないという。

　隼が挙手した。

「あの！　朱里さんは車の仕事をすると伺うかがったのですが、車に興味があるんですか？　バイクはどうですか？」

　しばらくぼくの話や車の話題になり、夕食になった。

　アイスコーヒーもそうだったけど、夕食も、フィッツと隼はほとんど手をつけなかった。なんでも、ぼくが来る前に食事をしちゃったのだとか。

　それから浴室を使わせてもらい、寝ね間ま着き代わりのＴシャツと短パンに着き替がえて脱だつ衣い所から出ると、バスタオルを手にしたフィッツとはちあわせた。

「あれ、タオルの用意がなかったかと──」

　タオルを持ってきてくれたらしい彼は、ぼくの格好を目にするなり息をとめた。

「朱里……その格好……」

　呟いて、目のやり場に困るといったふうに耳を赤くして横をむいてしまう。

　なに？

　どこかおかしいだろうかと、自分の身体からだを見おろした。

　Ｔシャツは白地で生き地じの薄うすい、柔やわらかな素材のもので、短パンも短めだ。寝ねる場所は気にしないが、寝間着はこれでないと眠ねむれない。

　夏だし、特別変な格好でもないと思うのだが。

「なにか変ですか？」

「いや……」

「どうしたんです朱里さん」

　廊ろう下かにいるぼくたちの声がキッチンに聞こえたらしく、隼が顔を覗のぞかせた。そしてフィッツを見るなり、奇き妙みようなものを見るような、怪け訝げんな顔をした。

「フィッツが照れてる……？」

「隼、ぬかが落ちたよ」

「あっ」

　ぬか漬づけの仕込みをしていたらしく、隼の手はぬかまみれだった。フィッツに言われて、隼は慌あわててキッチンへ戻もどる。

　彼の背を見送ると、フィッツは咳せき払ばらいをし、なにごともなかったようにぼくに微笑ほほえんだ。

「そこ、ちょっといいですか。これ、棚たなに補ほ充じゆうしたいので」

「あ、すみません」

　フィッツって、ぼくや兄には敬語なのに、隼にはタメ口をきいたりもするんだな。

「朱里ー」

　フィッツがタオルを置きに脱衣所へ入ったとき、奥の部屋にいた兄に呼ばれた。

　ダイニングキッチンの奥には部屋がふたつあるのだが、ベッドや机が置いてあるほうの部屋だ。

　机の上には四し反たん田だ家の家族写真のほかに、彼ら三人でいっしょに撮とった写真が飾かざられていた。本当に仲がいいんだな。

「おまえの布ふ団とん、これな」

　部屋へ入ると新品の布団の入った袋ふくろを渡わたされた。

「え。兄貴、買ってくれたの？」

「いくらなんでも段ボールってわけにはいかないだろ。安物だぞ」

「わー、ごめん。いろいろありがとう」

「寝る部屋は俺といっしょでいいよな。んで、隼」

　キッチンにいる青年にむかって、兄が呼びかける。

「おまえは今日からむこうの部屋に──」

「はっ!?」

　すべて言いきる前に隼がものすごい形相で駆かけ込んできた。

「ちょっと待ってください！　それってフィッツといっしょに寝ろってことですか？」

「ああ。部屋、ふたつしかないんだし。朱里がいるあいだはそうしてくれ」

「朱里さんがいるあいだずっと？　三週間もっ？」

「そうだ」

「嫌いやです！」

　隼は両手を大きく動かし、身み振ぶり手振りと必死な表情の合わせ技わざで言い募つのった。

「フィッツといっしょなんて嫌ですっ。俺は碧さんといっしょがいいです！　三週間もだなんて、俺、耐たえきれなくて死んでしまうかもしれません！」

「大げさだな。わがまま言うなよ」

　どうやら普ふ段だんは兄と隼が同室で、フィッツがひとりで部屋を使っているらしい。

　隼、なんでそんなに兄と同室がいいんだろう。

「あの、ぼくはべつにどこでも……」

「私も隼といっしょより、朱里といっしょのほうがいいですね」

　フィッツも騒ぎを聞きつけてやってきた。

「おまえら……」

　兄に困ったような目をむけられたので、ぼくはこくこくと頷うなずいた。

「ぼくは本当にどこでもいいから。フィッツが嫌じゃないなら、そっちにお邪じや魔まさせてもらう」

　そんなひと悶もん着ちやくがあり、フィッツが布団を運んでくれ、となりの部屋へ移動した。

　そちらの部屋は家具がなく、部屋のすみに畳たたんだ布団が置かれている。

「すみません。兄弟でいっしょのほうがよかったですよね」

　部屋にふたりきりになると、フィッツが言った。それから、ちょっといたずらっぽく微笑む。

「でも私は朱里といっしょの部屋になれて、嬉うれしいです」

　その微笑の甘さにときめいてしまい、とっさに声が出なかった。

　頰ほおを赤くしてうろたえていると、彼がぼくの布団を袋からだし、床ゆかに敷しきはじめる。

「あ。自分でやります」

「じゃあいっしょにやりましょうか」

　シーツをふたりで広げて整えると、ついでにフィッツの布団もいっしょに敷いた。

「朱里の布団、碧と私でいっしょに買いに行ったんですけどね、買ってきたのは敷き布団と肌はだ掛がけだけなんです。肌掛けだけでだいじょうぶかな。夜中寒かったら言ってくださいね。あと、枕まくらがないんだ」

　枕の代用にとクロゼットからタオルを数枚だしてくれる。

「エアコン入れてないんですけど、室温はこのくらいでだいじょうぶですか。部屋の空気、入れ替かえたほうがいいかな」

「あ、だ、だいじょうぶです」

　フィッツは常に優やさしい笑え顔がおで、あれこれと気を配ってくれる。

　意識している相手にこんなに優しくされると、どうしたらいいのかわからなくてへどもどしそうだ。

「ところで朱里。その格好で寝るんですか」

「え、はい。そのつもりですけど」

「そう……」

　困ったように目をそらされた。

「なにか」

「いえ、いいんです。いいんですけどね……透すけるほど薄いし……下も、お尻しりが見えそうなほど短いし……いくら夏でも、明け方は寒いんじゃないかなと思っただけです」

　なるほど、寒そうに見えるか。風ふ呂ろあがりのときもそれが言いたかったのかな。それほど言いにくいことでもない気もするけど。

「寒くなったらなにか着ますから、だいじょうぶです。あの、フィッツは、いつも何時頃ごろに寝るんですか」

「いろいろですね。私も居い候そうろうの立場なので、気を遣つかわなくていいですよ。私がいて寝ね付つけないようだったら遠えん慮りよなく言ってください。朱里は明日あした、初仕事でしょう。今日は長時間の移動で疲つかれているでしょうし、早く休んだほうがいい」

　穏おだやかな低い声で優しく言ってくれる。

　細やかな心こころ遣づかいと落ち着いた大人の態度に、包み込まれるような安あん堵ど感かんと、同時に胸のときめきを覚えた。

　出会ってまだ数時間だというのに、ひと目め惚ぼれしただけでなく、その人ひと柄がらにも急速に惹ひかれていくのを自覚する。

　この人とおなじ部屋で寝ねるだなんて。

　ぼく、眠ねむれるかな……。

　顔の火ほ照てりはさっきからずっと収まらない。

　いつもよりもせわしなく鼓こ動どうする心臓を落ち着かせようと、胸むな元もとをぎゅっと握にぎりしめた。







　　　　二







　寝る前は緊きん張ちようして眠れないかもと思ったけれど、疲れていたせいかすぐに眠れて、目が覚めたら朝になっていた。

　となりを見るとフィッツは眠っていた。

　カーテンの隙すき間まからこぼれる薄うす明あかりの中、彼の寝ね顔がおは美しく見えた。

　前まえ髪がみをおろし、目を閉じているせいか、起きているときよりも若く見える。

　まつげが長い。筋の通った鼻や顎あごのラインが男らしく、また美しくもある。わずかに開いた唇くちびるが色っぽくて、さわりたくなる質感をしている。

　クリーム色の長なが袖そでのパジャマはひよこの柄がらがプリントされていて、格好いい大人の男なのにそういうパジャマをチョイスするセンスがかわいく、好ましく思えた。

　起きているときはどきどきしてしまって細部まで見られないが、眠っていると思うと遠慮がなくなり、ついじっくりと観察してしまった。

　いつまでも見ていたい誘ゆう惑わくに駆かられたけど、仕事があるから起きないと。

　フィッツは仕事があるわけでもないし、食事はそれぞれ好きなときに勝手に食べるらしいので起こさずに部屋を出ると、ダイニングキッチンに兄と隼がいた。

　兄はパンと目玉焼きを食べていて、隼は飲み物を飲んでいた。

　あいさつをし、ぼくもパンをもらって食べ、手早く身み支じ度たくをする。

　通勤に時間がかかるぶん、ぼくのほうが兄よりも出勤時刻が早い。家の合い鍵かぎと車の鍵を預かり、先に玄げん関かんへむかった。

「じゃ、行ってきます」

「おう、がんばってこい。あれ、フィッツはまだ寝てるのか」

　兄がフィッツを起こしにいく。それを待たずにぼくは家を出た。

　駐ちゆう車しや場にとめてある兄の車、フィッツに乗り込み、わくわくしながらエンジンをかける。

　車を運転するのは、気分が昂こう揚ようする。車は見るのも運転するのも大好きだ。いまは持ってないけど、社会人になったら絶対買うんだ。

　会社への行き方はあらかじめ確かく認にんしてあるが、せっかくなのでカーナビを起動した。

　すると、聞き覚えのある声がスピーカーから流れた。

　深みのある、男性の声。

「あれ、この声……」

　フィッツの声に似てる。というか、そのものじゃないか。

　もしかして彼は、声優だとか、芸能関係の仕事もしているんだろうか。

　ぼくはテレビを見ないしファッションにも興味がないのでわからないけど、あんなに格好いいのだから、モデルやタレント業をしていたってなんらふしぎじゃない。

「これ、本人に訊きいても、答えてもらえないんだろうなあ」

　このカーナビの声が本当に彼のものなのか訊いてみたいが、これもきっと立ち入ったことになるのだろう。

　気になるけど、訊けそうにない。

　そして急がないと遅ち刻こくする。

　アクセルを踏ふみ、車を発進させた。

『三百メートル先を、右折です』

　カーナビが、フィッツの声で案内してくれる。うん、いい声。

「これ、すごい贅ぜい沢たくかも」

　車に乗っているあいだじゅう彼の声を聞けるだなんて、得した気分だ。

　カーナビの声は生の声よりも澄すましていて、ちょっとそっけない。でも嬉うれしい。案内の音声が流れるたびに、彼自身にささやかれているようでテンションがあがる。

　こんなに楽しく仕事に行けるだなんて、最高だなあ。

　どきどきしながら運転するうちに会社に着いた。

　会社は工場とショールームがおなじ敷しき地ちにあり、ショールームの事務所へ行くと、いっしょに参加する友人の篤あつ志しがいた。

「朱里、ほんとに悪かったな」

「ん？　なにが」

「なにって寮りように入るの、譲ゆずってもらっちゃっただろ。通勤、大変じゃなかったか」

「そのことならだいじょうぶ。兄貴の車を貸してもらったから」

「そうか。お兄さんにも悪かったなあ。よろしく伝えてくれ」

　篤志は恐きよう縮しゆくするが、ぼくとしてはラッキーなハプニングだったと思う。

　だって寮に入っていたら、フィッツと出会えなかったかもしれないのだ。車で通勤もできなかった。

　まもなく担当者がやってきて、渡わたされた作業着に着き替がえ、午前中は工場の見学をさせてもらった。

　午後はショールームへ行き、三週間の仕事内容を説明された。詳しよう細さいは主に電話対応や事務補助、ショールームの掃そう除じや展示車の洗車などだ。

「掃除はすんでるから、今日は内職をしてもらうかな」

　初仕事は、パンフレットやチラシを袋ふくろ詰づめすることだった。

　平日の午後で来店客もおらず、まったりとした雰ふん囲い気きの中、カウンターの奥で黙もく々もくと作業していると、出入り口の自動ドアが開いた。

「いらっしゃいませ！」

　元気よくあいさつしながら顔をあげると、やってきたのはフィッツだった。

　え。なんでここに？

「うわ、格好いい人だな」

　となりにいた篤志が、思わずといったふうに呟つぶやいた。

　フィッツは店内を見まわし、ぼくを見つけると、嬉しそうに微笑ほほえんでひらひらと手をふってきた。

　周囲の注目を集めてしまったぼくは、近くにいた女性社員にひと言断ってからそちらへむかった。

「どうしたんですか」

「朱里の顔を見に来ました」

　さらりと言われ、頰ほおが熱くなる。

「朝のあいさつをしたかったのに、不覚にも寝ね坊ぼうしてひと足まにあわなかった」

　言いながら、フィッツが店内を見み渡わたす。

「それから朱里が好きな車も気になったので」

　昨日、ここのメーカーの車が好きだと話したのだ。

　フィッツは一番近くにあった展示車に目をとめ、そちらへ歩み寄る。

「なるほど。こういう車が好きなのですね」

「ここの車はどれも個性的で、格好いいと思うんです。これは、レトロなデザインでかわいいですよね」

「個性的か。碧の車のような量産型の大衆車はだめですか」

「いえ。あれはあれでいいと思うんです。あの価格帯であの性能はすごいと思います。ここの車の多くはカスタムカーで、本体車両は大手メーカーのものを使っているんですけど、フィッツをベースに使っているものもあるんですよ。あそこにあるのがそうです」

　ぼくは車の話になるととまらない。訊かれていないことまでついつい喋しやべってしまう。

「ここの車が好きだと言いましたが、本当は、車ならどこのメーカーのものでも好きなんです。車に関する仕事に就つければ幸せなんです。ここの会社は、自分たちが作りたい車を作るんだっていう気き概がいが伝わってくるので、だからここで働けたらって」

　そこまで言ってフィッツを見あげると、なにか言いたげな笑えみを浮うかべていた。　>>>♥

「な、なんですか」

　尋たずねつつも、喋りすぎたかもしれないという自覚があったので、顔が赤くなる。

「いえ、本当に車が好きなんだなと思いまして。熱心に語る朱里がきらきらして、かわいくて」

　かわい……って……。

　面とむかってかわいいなどと言われて、ますます顔が熱くなる。

　ぼくは男だから、かわいいと言われても微び妙みようなんだけど、でもフィッツにかわいいと言ってもらえるのは嬉しかった。

「夢中になれることがあるのって素す敵てきなことですよね。なんだかこちらまで嬉しい気分になりました」

　にっこりと微笑む彼にぼうっと見み惚とれていると、担当者がそばまでやってきた。

「四反田くん、もしかしてご家族の方？」

　ぼくが兄の家に泊とまっていることは伝えてあるので、兄と思われたようだ。

　ぼくが答えるより先にフィッツが言った。

「いえ。朱里くんのお兄さんの知りあいです。近くまで来たので、ちょっと様子を見に来たんです。お仕事中、お邪じや魔ましてすみません」

　フィッツは丁てい寧ねいに会え釈しやくをし、ぼくにじゃあねと言って帰っていった。

　そのふるまいはとても自然で物もの腰ごし優ゆう雅がで、去っていく歩き方まで格好いい。

　見送ってからカウンターのほうをふり返ると、みんなも出入り口のほうへ視線をむけ、見惚れたような顔をしていた。

　格好つけているわけではなく、ごく自然体なのに、目を引く人だ。

　カウンター内へ戻もどると、篤志に尋ねられた。

「なに、いまの人。何者？」

「兄貴の知りあいだよ」

「それは聞こえた。なにしてる人？」

「え、と。なんで？」

「いやだって、存在感ハンパないだろ。ふつうの人じゃないだろ」

　それは同感だ。ぼくもモデルかタレントだろうかと思ったぐらいだし。

　篤志が知らないなら、テレビに出るような人じゃないのかな。

「ぼくも昨日会ったばかりで、詳くわしいことはなにも知らないんだ」

　そばにいる女性社員がぼくたちの会話に聞き耳を立てている気配を感じる。

　あれだけ格好いいのだから、気になって当然だろうなあと思う。

　こんなとき、名前や職業を知っていたら、なにげなく話してしまうものかもしれない。そうやって情報が漏もれていくのを恐おそれて、フィッツは素す性じようを教えてくれなかったんだろうな。

　それにしてもわざわざ様子を見に来てくれるだなんて、いい人だ。兄の弟だからなのだろうけど、気にかけてもらえたのがとても嬉しい。

　フィッツのおかげで、その後も浮き浮きしながら仕事をすることができて、あっというまに退社時刻になった。

　ショールームは十九時までだけど、ぼくたちは十七時であがり。

　ロッカーでポロシャツとデニムに着替え、篤志と別れて車に乗った。

　カーナビの必要はまったくないけど、案内の音声を聞きたいから目的地を設定して発進する。

『次の信号を、左折です。ＡＲ石油が目印です』

「了りよう解かいです～」

『この先三キロ、直進です』

「へへ。いい声だなあ」

　いっぱい喋ってほしいから、わざと道を間ま違ちがえてみたりして。

　遠まわりしてドライブを楽しみ、ご機き嫌げんで帰宅すると誰だれもいなかった。

　兄は仕事だろうけど、フィッツや隼はどうしているんだろう。彼らは夏休みだし、遊びに行っているのかな。

　小腹が減ったんだけど、勝手にキッチンを使ってもいいかな。

　そんなことを思っていたら、フィッツが帰ってきた。

「お帰りなさい」

　玄げん関かんまで迎むかえに出ると、フィッツは驚おどろいた顔をして、それから嬉うれしそうに笑顔を見せた。

「出迎えられたことって、初めてです。嬉しいものですね」

「そうなんですか？　兄貴や隼は、しませんか」

「隼は碧が相手ならばものすごいいきおいで出迎えますけど、私にはないですね。碧はタイミング的にそういう機会がなくて」

「兄貴は、仕事の帰りが遅おそそうですものね」

　話しながらふたりでダイニングキッチンへ入る。

「ぼく、いまからなにか食べようと思ってたところなんですが、フィッツもいっしょにどうですか」

「私は食べてきたところなので……でもよろしければ、すこしだけ」

　家にある食材は好きに使っていいとのことで、スパゲティを作ることにし、ふたりでキッチンに立つ。

「今日は仕事場にお邪魔して失礼しましたね」

「いえ、とんでもない」

　嬉しかった、と素す直なおに言うのは恥はずかしかった。うつむいて、サラダ用のレタスをちぎる。

「あの、みんなすごく、フィッツのことを気にしていました。……彼女はいるのかな、なんて訊きかれたりもして」

　本当は、そんなことは訊かれていない。

　ぼくが初対面の学生じゃなかったら、女性社員に訊かれていたかもしれないけど。

　恥ずかしいので人に訊かれたことにしちゃったけど、訊きたがっているのは、ぼくだ。

　きっといるだろうと思うのに、気になって口にしてしまった。

　うう、どきどきする。

　友だちに、彼女はいるかと訊くのなんてどうとも思わないのに、意識している人にこういう話題を持ちだすのって、ものすごく緊きん張ちようする。

　フィッツが鍋なべにスパゲティを入れながら、さらりと言った。

「恋こい人びとはいませんよ」

　そのひと言で心が華はなやぎ、ぱっと顔をあげる。

「いないんですか？　うそ、そんな格好いいのに」

　言ってしまってから、赤面する。

　フィッツの瞳ひとみが嬉しそうに和なごんだ。

「ありがとうございます。朱里はいるんですか」

「いません。つきあったこともないです」

「おや、意外です。モテそうなのに」

「ぇえ？　とんでもないです。どこがですか」

　ぼくは思わず笑ってしまった。

「こんなに貧弱でなよっとした見た目なのに。性格も内気だし、全然モテませんよ。兄貴みたいに男らしかったり、もっと自分に自信が持てたりしたら、ちょっとは違ちがったのかもしれません」

　フィッツが手をとめてぼくを見る。

「私の目には、朱里はとても魅み力りよく的に映りますが」

　真顔ではっきりと告げられた。

「朱里が碧みたいだったら、これほど惹ひかれません。自信がないと言いますが、その遠えん慮りよがちな仕草が、とてもいじらしく思えます。車のことを話しているときは、本当に生き生きしていて綺き麗れいで、目を離はなしたくないと思いました」

　そのまなざしから甘さが滲にじみだしてくる。

　捕とらえられてしまったように目をそらせなくなる。

　ぼくの手はレタスを握にぎりしめていた。その手に、彼の大きな手がそっとふれてくる。

「とても、素敵です」

　低く落ち着いた声なのに熱い情熱を感じるのは、ぼくの願望だろうか。

「見た目も貧弱と言いますが、私にはそうは思えません。とてもセクシーで、昨夜はちょっと困りました」

　困ったって……。

　重ねられた手が熱い。頰ほおも、胸も、熱い。

　どぎまぎし、ぼくはこくりとつばを吞のんだ。

「セクシーって……ぼく、男ですよ。フィッツは、その……男性が……？」

「性別は気にしませんね。朱里は？」

「……ぼくは……、たぶん、ぼくも……というか、男性のほうが……」

　雰ふん囲い気きに流されて、誰にも告げたことのない性指向を口にした。

　口にしたあとで、すこしだけ不安になった。

　これって口説かれているんだろうか。

　それとも大人の社交辞令なのか。

　自信がないなんて言ったから、慰なぐさめてくれているだけなのか、それとも本気なのか、判別がつかなかった。

　慣れた大人の言葉にその気になって、だいじょうぶかな……。

　フィッツには、出会った瞬しゆん間かんから惹かれてる。でも知りあってまだ二日目だ。

　こんなときどう対処したらいいのか、経験のないぼくにはわからない。

　彼の手に力が込められる。

　このまま口説かれたら、流される予感がした。拒こばむことなんてできない。

　のぼせそうなほど顔が熱くてうつむいたとき、鍋の湯が吹ふきこぼれた。

「あっ、いけない」

　フィッツがぼくの手を離し、慌あわててコンロの火を調節する。

「なにかしながら口説くのは、よくないですねえ」

　冗じよう談だんめかして軽かろやかに笑う、その態度からは、彼の本意をつかみかねた。

　その後は甘い余よ韻いんを引きずりながらも元の雰囲気に戻もどることはなく、食事を終える頃ころには兄や隼も帰宅して、賑にぎやかになる。

　彼はぼくを本気で口説くつもりだったのかとても気になったのだが、深く踏ふみ込む勇気がなくて話を蒸むし返すこともできず、悶もん々もんと夜を過ごした。
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　またたくまに一週間が過ぎ去った。

　この一週間、フィッツは毎日ショールームへ来て、ぼくに声をかけてくれたり、家に帰ってからも優やさしく接してくれて、甘い雰囲気になることもしばしばだった。

　日を重ねるほどにぼくは彼に惹かれ、もし彼になにかされても、抵てい抗こうしないだろうと思えた。

　でも、彼が一線を越こえてくることはけっしてなかった。

　寝ね間ま着きについても、薄うす手でのＴシャツに短パンスタイルを継けい続ぞくしているが、あれ以来とくになにも言われない。

　だからあいかわらず、本気で口説かれているのかからかわれているだけなのかわからなくて、一歩を踏みだす勇気をだせずにいる。

　仕事のほうは、たいしたことは任されていないのだが、慣れない環かん境きように緊張していたせいか、けっこう疲つかれた。

　明日あしたは火曜日。ショールームは定休日で、ぼくも休日である。

　明日はどうするのか篤志に訊きいたら、やっぱり彼も疲れがたまっていたようで、体調がいまいちだから一日ゆっくり寮りようで休むという。

　ぼくはそこまでではないので、近場まで出かけてみようかなあと思い、家に帰ってから地図を見ていたら、近所にサーキット場があることを発見してしまった。

「え、なにこれ。誰だれでも走れるんだ？」

　こんな場所にサーキット場があるなんて、知らなかった。

　調べてみたら、グリップやドリフトなどのスポーツ走行やレンタルカートでのレースができるらしい。

　うわあ。行ってみたいな。

　でも兄の車で激しい走行はできない。というかそもそもぼくには激しい走行をする技術なんてないけど。

　免めん許きよをとって二年ぐらい経たつけど、車を持ってないから、さほど運転経験がない。

　レンタルカートだったらできるだろうか。サーキット場のホームページによると、カートレースは子供も参戦する緩ゆるいもので、初心者でも気軽に参加できる雰囲気だ。

　どうだろう。行ってみようかなあ。

「サーキット場ですか」

　ダイニングキッチンのテーブルにタブレットを置いて情報を見ていたら、ふいに頭上からフィッツの声がした。椅い子すにすわるぼくの後ろに彼が立っていて、上から覗のぞき込まれている格好だ。

　心臓が跳はねあがる。

「は、い……」

　この時間、家にはぼくとフィッツのふたりきり。たいがいぼくが一番早く帰ってきて、しばらくしてフィッツが帰ってくる。それから二、三時間後に兄と隼が帰ってくるのが定番だった。

　テーブルに乗せているぼくの右手のすぐ横に、フィッツの右手が置かれる。背中から肩かたの辺りに、彼の身体からだが密着する。

　ち、近い……！

　意識しすぎて身体がこわばり、熱くなる。ふれている肩に意識をすべて持っていかれそうになるが、どうにか理性を保って言葉を紡つむぐ。

「えと、こんな近くにあるんですね。行ったことありますか？」

「いえ。私もあることは知っていて、気になっていたんですけど、行ったことはないんですよね」

　これまでの会話から、フィッツも車好きで、車に関することにはぼく以上に詳くわしいことを知っている。だからサーキット場が気になっていたというのはおそらく本音だろう。

　いっしょに行こうと誘さそったら、ＯＫしてくれるだろうか。

　どうしよう、誘ってみようか……。

　どきどきしながら息を吸い込んだとき、フィッツのほうから訊いてきた。

「行ってみたいですか？」

「ええ。それは、もちろん」

「よかったら、いっしょに行ってみましょうか」

　フィッツが身体を横にずらし、ぼくの顔を覗き込んでくる。

　うわああ、誘ってもらえた……！

　ていうか、顔が近いよ……っ！

　嬉うれしいやら興奮するやらでパニック寸前になりながら頷うなずいた。

「ぜ、ぜひ。あの、明日、ぼくは休みなんですけど、フィッツの予定は……」

「だいじょうぶですよ」

「じゃあ、お昼頃ごろ……あ、でも暑いかな。十時ぐらいに出発する感じで」

「あ」

　フィッツが思いだしたように声をあげ、困った顔をした。

「すみません。明日は早いうちに用事があるので、現地で待ちあわせってことにしてもいいですか」

「用事があるんでしたら、それが終わってから出発しても」

「いや。むこうで待ちあわせのほうが私は都合がいい。遅おそくなると暑いですしね」

　フィッツも隼もバカンス中という話だったけど、どうも、なにか仕事をしているっぽい。なにをしているのかなあと思うけど、立ち入るなと初日に釘くぎを刺さされているので訊かないことにしている。

「明日は朱里とデート。嬉しいですね」

　耳元で艶つやっぽくささやかれ、右手の甲こうを、指先でゆっくりと撫なでられた。

「……っ」

　彼の手は大きく、指は骨張っていて長い。指の腹は見た目よりも皮ひ膚ふが硬かたく、そうやって撫でられると、抱だきしめられるよりもずっと性的な行こう為いをされているような錯さつ覚かくを覚え、身体が熱くなった。

　明日は、デート……。

　そのあと兄や隼が帰ってきて普ふ段だん通りに過ごしたのだが、その夜、ぼくはなかなか寝ね付つけなかった。

　フィッツとデートだと思うと、興奮して目が冴さえちゃって。

　明日楽しむためにも早く寝ないとと思えば思うほど、ますます眠ねむれなくなる。

　困ったなあと思っていたとき、となりの部屋から叫さけび声が聞こえた。

「碧さん！　もう俺、我が慢まんできませんっ！」

　声の主はもちろん隼だろう。それに続いて兄の叱しつ責せきする声。

「ばかっ、声がでかい……」

　聞こえてきたのはそれだけで、静かになる。

　隼、なにを我慢してるんだろう。けんかじゃないよね。朝になったら訊いてみようかな。

　いや、それより寝ないと。

　身体の力を抜ぬいて深呼吸してみる。が、やっぱり眠れない。

　十分、二十分。どれくらい経っただろうか。

　寝ね返がえりを打ち、壁かべ側をむく。

　フィッツは眠っているかなと気になり、寝ね息いきを確かく認にんしようと耳を澄すましたとき、隣りん室しつからふたたび声が聞こえてきた。

「あ……あ……ぁ」

　先ほどの叫び声とは異なり、かすかに聞きとれるほどのかすれ声。

　なに？

「あっ、あっ……や……っ」

　今度はいくぶんはっきり聞こえた。

　これは……兄貴の声？

　え、でも、これって……。

　驚おどろいていると、

「はじまりましたね」

　と、背後から小声で話しかけられ、びくっと肩を震ふるわせてしまった。

　フィッツも起きてたんだ。

「隼もいつまで我慢できるかと思っていたんですが。彼にしてはがんばったんじゃないですかね」

　共通理解していることを前提として、世間話のように平然と話されるが、ちょっと確認させてほしい。

「あ、の……これってまさか、兄貴と隼が、せ、せ……」

「セックスしてるんでしょうね」

「…………」

「彼らは恋こい人びと同士ですから。朱里が来る前は、毎朝毎晩励はげんでましたよ」

「こ、こ、こっ」

　恋人同士だってぇ？

　兄貴と隼、つきあってるの!?

　衝しよう撃げきの事実を告げられ、ぼくはニワトリみたいな声をだしてしまった。

　だってふたりは男同士だ。まさか兄もゲイだっただなんて、知らなかった……。

　ショックを受けているあいだにも、隣室からいやらしい声が聞こえてくる。

「……碧さん、中にだします」

「だ、から……声……っ、あ……」

　兄の喘あえぎ声にあわせてギシギシと鳴っているのは、ベッドがきしむ音だろうか。

「ここの壁って意外と薄うすくて、まる聞こえなんですよね。碧は気づいていなくて、自分の声は聞こえていないと思っているようですけど」

　フィッツの声が近くなった。ぼくの布ふ団とんのほうへ彼が来たのだ。と思ったら、背後から腕うでが伸のびてきて、抱き寄せられた。

「あ」

　耳元でささやかれる。

「身体、熱いですね。碧の声を聞いて、欲よく情じようしちゃった？」

「ま、まさか」

　身内のエッチな声で欲情するはずがない。聞いてはいけないものを聞いてしまったというやましさとショックがあるだけだ。

　なのに身体が熱いのは、こんなシチュエーションでフィッツに抱かれて、心身ともに混乱しているせいだと思う。

「あ……」

　うなじに、柔やわらかいものがふれた。それが唇くちびるだと気づいたとたん、体温が急上昇する。

「汗あせばんでますね。肌はだ掛がけ、とりますよ」

　肌掛けをとり去られ、さらに身体からだを密着された。

　互たがいの身体のあいだにあるのは薄いＴシャツとパジャマだけとなり、彼の厚くて広い胸むな板いたを背中に強く感じた。

　肌掛けがなくなっても、抱かれていては身体の熱は引かない。

　いったいどうしてこんな状じよう況きようになっているのか……。

　隣室の声が途と絶だえた。だが数すう拍はく置いて、また聞こえだす。

「うそ……また……」

　兄の喘ぎ声は普段の声とは異なり、とても色っぽくて、なんだか妙みような気分になりそうだった。

　胸がどきどきしているのは、兄の声のせいか、それともフィッツに抱かれているせいか。

　なんでもいいから早く終わってほしい。

「まだはじまったばかりですよ。彼ら、はじめるとかなり長いですけど。眠れそうですか」

「む、無理」

「明日あしたはサーキット場で運転するのでしょう。寝ね不ぶ足そくは危険ですよ」

　そうは言われても、気にせずに眠れるような図太い神経はあいにく持ちあわせていない。

「うう……耳みみ栓せんなんて、ありますか……」

「気になる？」

「はい……」

「では、気にならないようにしてあげます」

　彼の手がＴシャツをまくり、ぼくの脇わき腹ばらにじかにふれた。その手は上へむかって素す肌はだを撫でていく。それにともないＴシャツがまくれ、胸むな元もとまで晒さらされる。

　うわ、うわ……っ。

「え、あの、ちょ……あ」

　指先が、乳ち首くびにふれた。

「ここ、気持ちいい？」

　突とつ起きをつままれ、こねられる。身もだえしたくなるような、なんともいえない感覚を覚えたが、それが快感なのかわからなかった。

「く、くすぐったい、です……っ」

　うろたえながらも律りち儀ぎに答えてしまう。

「さわられるのは初めて、ですよね」

　ならばしかたないかと優やさしく笑われ、不意打ちで引っ張られた。

「ぁんっ！」

　思わず、声があがる。

「感度はすごくよさそうですね。毎日いじっていたら、ここで気持ちよくなれますよ」

　フィッツの声は心なしか嬉うれしそうだ。

「こっちもいじってあげます」

　もう一方の手が下へ伸び、短パンの中へ潜もぐり込んでくる。

「え、あの、あの……っ」

　なんで？　どうしてこんなことに？

　これは抵てい抗こうするなり拒きよ絶ぜつするなりすべきなんだろうか。

　フィッツには惹ひかれているし、口説かれたら受け入れるだろうと思っていたけれど、こんな唐とう突とつな展開は予想もしていなかった。

　どどどうしよう。

　混乱して判断力をなくしているうちに、彼の手が下着の中へ入ってきて、中心をじかに握にぎられた。

　長い指が優しく巻きつく。

「すこし、硬かたくなってる」

「……っ」

　からかうように指し摘てきされ、顔から火が出そうになった。

「やっぱり、欲情してたんですね」

「ちが……っ、……っ」

　中心を握る手が動きはじめて、その刺し激げきに息を吞のむ。

　他人にそんなところをさわられるのは初めてだ。指のでこぼこした感かん触しよくや皮ひ膚ふの硬さが自分の手とは違ちがい、驚くほど気持ちがよかった。

　急速に快感を呼び覚まされ、身体の熱があがる。

「ん……ぅ……」

「ここは、気持ちよさそうですね」

　身体中の血が下腹部へ集中し、中心がどくどくと脈打つ。彼の手の中で成長したそれは快感に震え、先走りを滴したたらせはじめた。

「下着、濡ぬらしちゃいますね」

　短パンと下着を太ふと腿ももの中なか程ほどまでずりおろされる。先走りを茎くきに塗ぬり広げられ、ぬちゃぬちゃと卑ひ猥わいな音がする。

　自分の荒あらい呼吸も心臓の音も、うるさいほどだ。

「ぁ……ん……」

　気持ちよくて声が出そうになる。でも声をだしたら隣りん室しつに聞こえてしまうはずで、手で口元を押さえ、必死に声を殺した。

　兄の声どころじゃなくなったが、寝ねるどころでもない。

「声、だしてもだいじょうぶですよ。むこうは自分たちに夢中で、こちらの物音なんて聞いてないですよ」

　心を読んだようにそそのかされる。

　だいじょうぶと言われたって声はだせない。ぷるぷると首をふったら、あやすようにうなじへくちづけられ、耳じ朶だを舐なめられた。熱い舌の感触。甘い快感に腰こしが震ふるえ、身体から力が抜ぬける。　>>>♥

「ん……ん」

　素す性じようもよく知らない人とこんなことをしている自分が信じられない。でも、とめられない。されるがままで、抵抗できない。

　フィッツに惹かれているからというのはもちろんだが、彼の手技はうますぎた。

　リズミカルに茎をしごいたと思ったら、圧を変えて裏筋をなぞるようにゆっくりと刺激し、先せん端たんの蜜みつ口ぐちを指の腹で優しく撫なで、張りだした笠かさへ先走りを塗る。

　自分でするよりも数倍気持ちよくされて、夢中になる。

「は……あ……ぁ」

　中心だけでなく、乳首もずっといじられ続けている。

　いっしょにいじられているうちに、そこはくすぐったいだけでなく、むずむずするような淡あわい快感も生じていた。

　快感はすべて下腹部へ送られ、溜たまりきって破は裂れつしそうになってくる。恥はずかしいほど早い。でも我が慢まんできなくて、下か肢しをもじもじさせてしまう。

「う……だ、め……出ちゃ……、ぁ……」

　もう限界だと思ってどうにか告げたら、追いあげるようにしごかれた。

「あ、あ」

「いいですよ。だして」

「ん、あ……っ」

　彼の手に導かれ、快感の絶頂へ達した。

「は……」

　放出した熱は、彼の手が受けとめてくれた。

　彼は身を起こすと、ほのかに笑えみを含ふくんだ色っぽいまなざしをむけて、ぼくに見せつけるように、濡れた手を舐める。

「……っ」

　恥ずかしくて、顔を赤くして目をそらすことしかできない。

　フィッツはぼくの髪かみを優しく撫で、手を洗いに部屋を出ていった。

　ぼくは乱された服を自分で整え、混乱した頭を整理しようと努めた。

　でも、なにも考えることができない。

　衝しよう撃げきと混乱と、快感の余よ韻いんと、ほどよい疲ひ労ろうが渦うずを巻き、思考はまったく機能しない。いつしかぼくは眠ねむってしまった。
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　朝、目覚めるとすぐそばにフィッツの端たん整せいな顔があって、見つめられていた。

　なぜかいっしょの布ふ団とんに横になっている。

「おはよう」

　これまで以上に甘さの増した、蕩とろけるまなざしと声。

　寝ね起おきの頭は現状を把は握あくできず、なぜ？　と驚おどろきかけ、そして一いつ拍ぱく遅おくれて昨夜のできごとを思いだした。

　そうだ。

　ぼく、この人の手で達いかされちゃったんだ……。

　なんてことだ……。

　思いだしたら頭が沸ふつ騰とうし、湯気が出そうになった。

「お……はよう……ございます……」

　真っ赤になりながら、ちいさな声であいさつを返す。

　うう、こんなとき、どんな顔をしたらいいのかわからない。そんなに見つめないでほしい。

「昨夜はあれから、気持ちよく眠れたようですね」

　うう、思いださせるようなことを言わないでほしい。恥ずかしい。

「……はい……」

　ぼくはフィッツの思おも惑わく通り、兄の声を気にすることなくぐっすり眠ってしまったわけで、おかげさまでとか言ったほうがいいんだろうか。

　それにしてもフィッツはどうしてあんなことをぼくにしたんだろう。

　隣室の声が気にならないようにしてあげると言って、ああいうことをしかけてきたわけだけど、ただの親切心で、あんなことはふつうしないよね……？

　ということはぼくのことが好きだからなんだ、と短たん絡らく的に思うこともできない。

　ぼくへの好意からの行動だったのか、それともからかいや慰なぐさめだったのか。

　フィッツは常に大人の余よ裕ゆうある態度でいる。その懐ふところの深そうなところに惹ひかれるのだけれど、反面、そういう態度って、真意をつかみにくい。

　色っぽいともかわいいとも言われたけど、それらの言葉も本気で言われているのかお世辞なのか、いまだにわからない。

　経験不足なぼくには、フィッツは大人すぎる。

　どういうつもりであんなことをしたのか、とストレートに訊きくのは簡単だけど、訊けなかった。

　訊いても、大人の回答しかもらえない気がして。

　答えを求めると、面めん倒どうくさいガキだと思われそうな気がして。

「そろそろ起きましょうか」

　部屋を出ると、兄と隼が出かける支し度たくをしていた。

　瞬しゆん時じに、昨夜のふたりのエッチな声が脳のう裏りをよぎる。

　き、気まずい……。

「おはようございます」

　ぼくの顔を見ると、隼がいつもと変わらぬ調子であいさつしてくれた。

「おはよう、ございます……」

　笑顔が引きつらないようにどうにかあいさつを返したけど、気まずくてすぐに顔をそらし、冷蔵庫へむかった。

　兄の顔はちょっと見られなかった。

「朱里は今日は休みなんだよな」

「うん」

　兄も普ふ段だん通りにふるまっているけど、ぼくの様子を窺うかがっている感じがしなくもない。

　昨日の声に、ぼくが気づいたか気にしているのかも。

　まさかぼくのほうから聞こえたよ、なんて言えないし、なにごともなかったようにふるまうのが大人なんだろうな。

「碧さん、髪、乱れてます」

「ん、サンキュ」

　スーツの上着と鞄かばんを抱かかえて玄げん関かんへむかおうとする兄を隼が呼びとめ、手で兄の髪を直す。

　これまでは、ふたりがつきあっていると知らなかったから、彼らの態度に注意をむけていなかったけど、そういう目で見てみると、たしかに距きよ離り感かんが近いかも。ふつうの友人同士だったら、あんなふうに髪をさわったりしないよね。

　本人たちはその距離感を意識してなさそうなところがよけい、親密さを表している。

　自分自身の恋れん愛あい経験がないだけじゃなく、周囲にもカップルっていなかったから、変に意識しちゃって、勝手に赤面してしまいそうだ。

　ぼくにも恋こい人びとができたらこんなふうになるのかな、なんてちらりと思ったら、そばにいるフィッツの存在もすごく意識しちゃって、ああもう、どこに視線をむけたらいいのか。床ゆかしか見られない。

「んじゃ、行ってくる」

「行ってらっしゃい」

　兄と隼を送りだすと、ようやく気まずさから解放されて、ほっとひと息つけた。

　フィッツとふたりきりになると、それはそれで緊きん張ちようするんだけど。なにしろ昨夜のことがあるから。

　ふたりでいっしょに遅おそめの朝食をとると、フィッツが先に出かける支度をすませた。

「では、行ってきます」

「行ってらっしゃい」

　玄関まで見送りに出ると、彼が嬉うれしそうに笑った。

「いつもの逆ですね」

　そう。普段はぼくのほうが早く家を出るから、フィッツに見送られている。

「まるで新しん婚こんさんみたいな気分になります」

　彼の右手がぼくの頰ほおにそっとふれる。

　優やさしく甘いまなざしに見おろされ、キスでもされそうな雰ふん囲い気きを感じてどきっとしてしまったが、彼の手はふれただけで離はなれていった。

「では、サーキット場で」

　濃のう厚こうな色いろ香かを漂ただよわせて、彼は出かけていった。

　ああ、どきどきした……。

　ひとりで顔を赤らめながら、彼にふれられた頰へ自分の手をあてる。

　フィッツはこういうことを、ぼくにしかしない。兄や隼には甘いまなざしをむけない。

　それって、すこしは期待してもいいのかな……。

　それからぼくは、昨夜の名残なごりが気になったのでシャワーを浴び、Ｔシャツとハーフパンツに着き替がえ、洗せん濯たくをしたりしてのんびり過ごしてから出発した。

　サーキット場へは、マンションから車でだいたい三十分ほどで着いた。

　ちょうどイベント期間中だったようで、平日の午前中だというのに受付ロビーもコースもけっこう賑にぎわっている。大半が男性だが、女性の姿もないわけじゃない。夏休みだから子供も多い。

　フィッツはまだ来てないかなと見まわしていると、後ろから肩かたを叩たたかれた。

　ふり返ると、見知らぬ男がいた。

「きみ、ひとりで来たよね。受付のしかた、わからない？」

「あ……」

「教えてあげるよ。なににエントリーするの？」

　そうではなく、連れを捜さがしているだけだ。そう言おうとしたとき、後ろから伸のびてきた手に肩を引かれ、気づいたら、見覚えのある腕うでの中に収まっていた。

「失礼。この人に、なにか？」

　フィッツだ。腕に抱だかれているのでどんな表情をしているのかわからないが、男にむけられたその声はいつもの彼らしくなく、とげとげしく威い圧あつ的だ。

　男は気け圧おされたようになにやらもごもご言って、立ち去った。

　男がいなくなってから腕から解放され、見あげると、いつもの優しく甘い表情がぼくを見おろしてくれて、ほっとする。

「フィッツ、来ていたんですね。待たせちゃいましたか」

「いいえ。いま来たところです」

「ここまで、なにで来ました？」

「……タクシーで」

「そっか。ええと、じゃあ、どうしましょうか。ぼくは、兄の借り物の車なので、レンタルカートのレースに参加しようかと思っていたんですけど。フィッツもそれでいいですか」

　そう提案して受付へ行こうとしたが、フィッツは動かない。

「私は朱里が運転するのを見ています」

「え、そんな。フィッツもやりましょうよ」

「しかし、私は運うん転てん免めん許きよを持っていないんです」

「え。そうなんですか」

　これには驚おどろいた。

　車に興味がないなら持っていなくてもふしぎじゃないが、フィッツは車に詳くわしいのに。

「もしかして免めん停てい中とか？」

「いいえ。取得したことがないんです」

　事情があって使えないのかと思ったが、やはり持っていないということだった。

　そうなのかあ。

「車に詳しいから、当然持っていると思ってました」

「いっしょに楽しめなくて、申しわけありません」

「いえ。あ、でも、カートなら免許はいりませんよ。ここ、公道じゃないから。ほら、中学生っぽい子も受付してます」

「ほう」

　フィッツが、俄が然ぜん興味の湧わいた顔をした。

「どうですか」

「それならば」

　ということで、いっしょに受付で予約をする。料金はぼくのぶんも彼に払はらってもらってしまった。それから順番が来るまでほかの参加者のレースを観戦した。

　レースは見ているだけでも楽しい。

　プロのレースはもちろんすごいけど、こういった素人しろうとのレースも、うまい人と下手な人がごちゃ混ぜだから、思わぬハプニングがあったり、やきもきさせられたりでおもしろい。

　やがてぼくの番が来た。

「行ってきますっ」

　一回のレースへの参加者は八人。カートは二列に並び、スタート位置は早い者勝ちだ。

　中学生っぽい子もいるけど、いかにも常連の走り屋っぽい人もいるので、うまい人の邪じや魔まをしないように、ぼくは一番最後に残った、後列のカートに乗った。ヘルメットと手て袋ぶくろを装着し、シートの位置を調整し、準備万ばん端たん。スタートライトの点てん滅めつがはじまり、ゴー！

　アクセル全開で発進する。が、あっというまにほかの七台に置いていかれてしまった。コースを三周するのだけれど、ぼくはトップから一周遅おくれでようやくゴールイン。当然ビリ。

　人の運転を見ているぶんには、もっと早い地点から加速しないと、とか偉えらそうなことを思うけど、自分が実際に運転したら全然できないんだよね。

　でも、おもしろかった！

「ビリでした」

　ベンチで観戦してくれていたフィッツのもとへ照れ笑いしながら走っていくと、笑え顔がおで迎むかえられた。

「楽しそうですね。私もがんばろう」

　次はフィッツの番になり、カートのほうへむかっていった。

　彼も後列のカートに乗っている。

　そういえばカートの運転のしかたはわかるのかな。免許を持ってないってことは、車の運転をしたことがないってことだもんね。いきなりレースじゃなくて、練習したほうがよかったかも。

　心配に思いつつ観戦席から見守っているうちに、レースがスタートする。

　するといきなりフィッツは前列のカートを抜ぬき去り、トップに躍おどり出た。まばたきするほどの早はや業わざである。

　ええええっ？

　ぼくはぶったまげて立ちあがってしまった。

　初めてのコースなのに躊ちゆう躇ちよのない加速と無む駄だのないハンドルさばき、コーナーではプロ顔負けの華か麗れいなドリフトを披ひ露ろうし、ぶっちぎりのトップでゴールインした。電光掲けい示じ板ばんに表示されたタイムは、なんとこのサーキット場はじまって以来の最速記録だとか。　>>>♥

　プロ顔負けじゃなくて、プロでしょ。どう考えても。

　そう思うのが当然なくらい、神かみ業わざのドライビングテクニックだった。

　戻もどってきたフィッツに、ぼくは興奮して駆かけ寄った。

「フィッツ！　すごい！　すごいです！　めちゃくちゃ格好よかった！」

　車の運転がうまい人って、無条件に尊敬してしまう。興奮のあまり、しつこいぐらいなんども「格好よかった」と言い続けてしまった。

　フィッツが嬉しそうに微笑ほほえみ返してくれる。

「ありがとうございます」

「免許持ってないって、うそですよね？　日本の運転免許を持ってないって意味ですか？」

「ああ……ええと、まあ、そういうことです」

　フィッツは照れているのか困っているのか、微び妙みような笑顔を浮うかべた。

「どうやったらあんなふうに走れるんですか」

「車の声に耳を傾かたむけるだけです」

「車の声、ですか。ええと、それはどんな感じなんでしょう」

「そのままですよ。カートがここで踏ふみ込めなどと話しかけてきたので、それに従っただけです」

　うーん。感覚的なことだって話かな。さすが芸術家は言うことが違ちがうなあ。

「もっと難易度の高いコースで走ってもらいたいなあ。あ、動画撮とっておけばよかった。兄貴たちにも見せたい走りでした」

「碧はそんなに車に興味があるほうじゃないですけどね。そういえばここ、バイクも走れるんですね。隼に教えてやったら喜ぶかな」

　フィッツがパンフレットに目を落としたので、ぼくもつられて横から覗のぞき込む。それに書かれたタイムスケジュールによると、午前の部のレースはこれで終しゆう了りようのようだった。

　あとは午後の部まで個々で自由にコース練習できるようなので、ぼくたちはふたたびカートに乗って楽しんだ。

　昼過ぎまで遊び、トイレに行きたくなったのでカートからおりると、フィッツもおりて、そばに来た。

「朱里、おなかは減ってないですか？」

　うん。減ってきたかな。朝食が遅おそかったから、いまから食事に行くと、ちょうどいい感じだ。

「はい。そろそろ帰りましょうか」

　受付ロビーのほうへふたりで並んで歩いていくと、ひとりの男がこちらを見ているのに気づいた。

　あれ、たしか、ぼくがここに来たときに声をかけてきた人だ。

　彼もフィッツの走りを見ていたのかな。あんなの見たら、こいつ誰だれだろうって気になるよね。

「ぼく、ちょっとトイレに行ってきます」

　ロビーに着いたら男のことは頭の隅すみに追いやられた。

　フィッツに待っていてもらい、トイレへ行く。

　誰もいない広いトイレ。入ったとたん、後ろから腕うでを摑つかまれた。

　え、と声をあげるまもなく後ろ手に両腕を拘こう束そくされて、壁かべに押しつけられる。

「っ」

「あんた、やっぱり男だったんだな」

　身体からだの前面を壁に押しつけられているので顔がよく見えないが、声の主は、さっきの男だ。

「そ、そうですけど、な、なんですいきなり、痛……っ」

「いっしょにいた男と、ヤってんのか」

「……は？　あの、彼のことが知りたいのでしたら、彼に直接訊きいたほうが」

「誰があいつのことを訊いてる!?　俺はあんたに訊いてんだ！　あいつとヤってんなら、俺にもヤらせろ。ヤってなくても、ヤらせろ」

　なななんだこの人、おかしいよ？

　ぼくは貧弱な体格のせいで女の子と間ま違ちがわれることがたまにあるけど、胸はないし、声もしっかり男だ。ナンパしてくる人がいても、男とわかったとたんにがっかりして去っていく。

　だから危険な目にあったことってないんだけど、この人、そういうふつうのナンパ系男子じゃないよね？　性犯罪で捕まっちゃう系男子だよね？

　ぼくを男とわかっていて、しかも仲を疑うような連れがいるとわかっていて、それでもヤらせろって──うわあ！　ハーフパンツをおろされた！　マジだよこの人！　やばいよ！

「知ってるか。男をレイプしても、強ごう姦かんにはならないんだぜ。だから俺は男を狙ねらうんだ」

　うわあ、意外と知能犯！

　でも男相手だと強姦罪にはならなくても、強制わいせつ罪になるんじゃないの──なんて冷静に考えている場合じゃない！

「だから俺はゲイじゃない。ゲイじゃないんだ！」

　ええそうですあなたはゲイじゃない。ぼくはよき理解者です。だから離はなして！

　暴れて逃にげようとしたが、力ではかなわない。

　こんなとき、対処法があったはず。たしかガオーと叫さけべばいいんだったか？　ああ違う、それは熊くまに襲おそわれたときの話じゃないか。

　生理中だと叫べば男は引くんだっけ？　ああでも女の子用の対策じゃ意味がない！

「だ、誰か──フィッツ……っ」

　助けを呼ぼうとするも、恐きよう怖ふと混乱で声帯が引きつって声が出ない。

「フィッツ！」

　ありったけの力をふり絞しぼってもういちど声をあげるが、外まで聞こえるような音量にならない。

　男の手が下着にかかる。

　嫌いやだ！　助けて！

　ぎゅっと目をつむった瞬しゆん間かん。

「朱里！」

　トイレの扉とびらが開く音。フィッツの声。それに続いて肉を強打する鈍にぶい音。

「ぐあっ」

　男の叫び声が響ひびいて、ぼくの身体が解放された。

　ふり返ると、床ゆかに転がった男のみぞおちに、フィッツがこぶしを入れているところだった。その一発で男が気を失う。

「朱里、無事ですか」

　フィッツがぼくへ視線をよこす。そしてハーフパンツをおろされた格好を見て息を吞のみ、伸のびている男を踏みつけて、ぼくに駆け寄った。

　両りよう肩かたをつかまれ、必死の形相で覗き込まれた。

「なにをされたんです!?　まさか──」

「だ、だいじょうぶです。ハーフパンツをおろされただけで、フィッツが来てくれたから」

　ぼくは急いでハーフパンツを引きあげた。

「本当ですね」

「はい」

　いつもの余よ裕ゆうはどこへ行ったかと思うほど真しん剣けんなまなざしに、こくこくと頷うなずく。

　探さぐるように見つめられ、それから強く抱だきしめられた。

「よかった……」

　心底安あん堵どした声。それを聞いて、ぼくもようやく緊きん張ちようが緩ゆるんだ。

　ああ、怖こわかった……。

　大きな胸と腕に包まれて、その頼たのもしさに涙なみだが滲にじみそうになる。

　本当に、なんて格好よくて、頼もしい人だろう。

　この人といれば安心だと思えた。

　促うながされてトイレから出ると、ぼくはロビーのソファに腰こしをおろした。

　フィッツは受付の係の人に簡単に事情を話して男の始末を頼むと、ぼくのもとへ戻もどってきて、人目もはばからず肩を抱き寄せてくれた。落ち着かせるように、肩を緩くさすってくれる。

「助けてくれてありがとうございます。でも、どうしてぼくが危ない目にあっているのがわかったんですか？」

「なんとなく、あなたの声が聞こえた気がして」

　ロビーは人声やＢＧＭでざわめいていて、ぼくの声は聞こえなかったと思う。でも心の声が伝わったのかな。

　それってすごく感動的だ。互たがいの深いところで通じあったような一体感を感じる。

　嬉うれしい。

　ぼくはやっぱり、この人がいい。

　この人が、好き。

　精いっぱい甘えるつもりでそっと身体をもたせかけると、優やさしく頭を撫なでられた。

　フィッツはぼくが落ち着くまでそうしてくれた。

　そして落ち着いてくると、引っ込んでいた尿によう意いを思いだした。

　ロマンチックじゃないなあ。でも生理現象はしかたない。

「あの。すみませんが、さっきできなかったんで、もういちどトイレに行ってきます」

「付き添そいましょうか」

「だいじょうぶです」

　あの男が警備員に連行されたのは知っている。ぼくは明るく笑って席を立った。

　トイレの扉の前では足がすくんだけれど、中に入ったら誰もいなくて、ほっとしてふつうに歩くことができた。

　うん。だいじょうぶ。さっきの男はもういない。

　用をすませ、手を洗いながら正面の鏡に顔をむけ、にこりと笑ってみる。

　よし。

　せっかくのデートなんだ。気持ちを切り替かえよう。嫌なことは忘れて楽しまないと。

　このあとはレストランにでも寄って、それから海岸沿いをドライブするなんてどうだろう。運転を教えてもらえたらいいな。

　トイレを出てロビーへ戻ると、フィッツは見知らぬ女性と立ち話をしていた。

　けっこうな美人だ。

　呼びかけていいものか、ちょっととまどって歩みが遅くなったとき、彼がこちらに気づいて歩いてきた。

「朱里、先に帰ってくれますか。私は用事があるので」

「え」

「あれ？　帰るんですよね？」

　たしかに襲われる前、そろそろ帰ろうと言った。言ったけど、それは家に直帰するという意味ではなく、ここから出るというつもりで……。

「あの、お昼は……」

「朱里は怖い思いをしたでしょう。早く家に帰って、落ち着いて食べるといい」

　なにそれ……ぼくひとりで家で食べろってこと？

「でも、あの……どこか、食事ができるところへ行って、いっしょに食べようと思ってたんですけど……」

　フィッツが困った顔をした。

「いっしょに、移動ですか……」

　なに？　どうして困るんだろう。ぼくといっしょにいるのが嫌なの？　それともぼくの運転する車に乗りたくない？

「あの、ぼく、フィッツと比べたら運転下手ですけど、でも、ちゃんと運転できますよ。事故ったことないです」

「いえ、そういうことじゃないんです。申しわけありませんが、用事をすませたらできるだけ早く帰ります」

「じ、じゃあ、その用事のある場所まで送ります。またタクシーを呼ぶのも面めん倒どうでしょう」

「ありがとうございます。でも、お気き遣づかいなく」

　なんで……。

　用事って、ぼくに知られたくないこと？

　ぼくより大事なこと？

　このあとも用事があるだなんて、ひと言も言ってなかったのに、どうして急に。すごく、うそくさいよ。

　後ろにいる女性が、勝ち誇ほこったような笑えみを浮うかべてぼくを見ている。

　もしかして、用事っていうのは、彼女と遊ぶことだろうか……。

　もとから知りあいだったのか、ここで出会って気に入ったのか、知らないけど。

「……そうですか」

　女の子だったら、ひとりで帰るのは怖いからいっしょに帰ってと甘えることもできるのかもしれないけど、ぼくはそんなふうに言えない。

　食いさがる勇気も気力もなくて、力なく頷いた。

「じゃあ、先に帰ります」

「ええ。早く家に帰ってくださいね」

　フィッツは早々にぼくに別れを告げると、きびすを返し、彼女のほうへ戻っていく。

　ああ、やっぱりそうなんだ……。

　襲おそわれたばかりのぼくよりも、彼女をとるんだ……。

　昨日の夜、ぼくにふれてきたのは、やっぱりからかってただけなんだな……。

　すこしは期待できるのかな、なんて甘いことを考えて、バカみたいだ。

　ぼくは肩を落としてサーキット場をあとにした。







　　　　五







　帰宅し、なにか食べようかとも思ったが食しよく欲よくが湧わかない。

　頭を占しめるのは、男に襲われた気味悪さよりも、フィッツのこと。

「綺き麗れいな人だったな……」

　フィッツは性別は気にしないと言っていたけど、やっぱり女性のほうがいいのかな。

　彼女にも、ぼくにするみたいに優しく笑いかけるのかな。

　昨夜は身体からだをさわられたけど、やっぱりあれは、彼にとって意味のあることじゃなかったんだよね。

　デートということで出かけたのに、しかも襲われたりもしたのに、ひとりで帰されるとは思ってもみなかった。彼にとって、ぼくはその程度の相手ということだ。

　フィッツが好きだと強く思った直後だから、ショックが大きい。

　なにもする気が起きず、ダイニングキッチンの椅い子すにすわってぼうっとしていると、玄げん関かんの扉とびらが開く音がした。

「朱里」

　フィッツだった。にこやかに室内へ入ってきた彼の姿を見て、ぼくはぽかんとしてしまった。

　だって、ぼくが帰宅してから、まだ十分ぐらいしか経たっていない。

「早かったんですね……」

「ええ。急いで用をすませてきました」

「でも……さっきの女性は」

　彼が首をかしげる。

「女性？」

「サーキット場にいた人……ぼくがトイレに行っているあいだに話していた人がいたでしょう。彼女のことは、いいんですか」

　意味がわからないという顔をされた。

「彼女には、よくここへ来るのかと訊きかれただけですよ。返事をする前にあなたが戻もどってきたので、あなたと話してから、返事をしに彼女のほうへ戻りましたが。そのほかにもなにか話しかけられましたが、用があるのでと断って、私もすぐにサーキット場を出ました。べつに知りあいでもなんでもないです」

「じゃあ、用っていうのは……」

「それは、ちょっとした仕事のことで」

「……彼女とデートじゃなかったんですか……」

　なんだ。違ちがったのか。

　でもほかに用事があったとしても、十分ですむようなことだと思うと、もやもやしたものが胸に残った。

　ぼくといっしょに街を歩きたくないとか、いっしょにいるところを知りあいに見られたくないとか、そういうことなのかなあと疑うたぐりたくなる。

　フィッツのとなりに立つのは、素す敵てきな人じゃないと似合わない。ぼくなんかじゃ不ふ釣つりあいだと、自分でもわかっている。

　そんな後ろむきなことを考えていると、驚おどろいたように言われた。

「彼女とデート？　朱里がいるのに、どうして私がそんなまねをすると思うんです」

　それからすこし怒おこったようにずいっと歩み寄られ、肩かたをつかまれた。

「私を軽い男と思っていますか？　あなたがいるのに、ほかの相手の誘さそいに応じるような男だと？　私はあなたに、惹ひかれていると言いましたよね」

　口ごもっていると、彼の怒いかりが増した。

「まさか、誰だれにでもそういうことを言う男と思っているんですか？　これまで私は、誰かにそんなことを言ったことはありませんよ」

「でも……じゃあ、どうしていっしょに食事に行ってくれなかったんですか。ぼく、十分ぐらい待てます。用事って、ぼくといっしょにいたくない口実なんじゃ」

「そんなわけないでしょう！」

　苛いら立だったように、フィッツが声を荒あらげた。それから苦しげに眉まゆ根ねを寄せる。

「いっしょに食事に行けなかったのは、事情があります。その事情というのは話すことができませんが、私の気持ちは信じてください」

　ぼくの顔を覗のぞき込んでくる瞳ひとみが、真しん摯しに告げる。

「私は……、私はあなたが好きです」

　なにかを覚かく悟ごしたように硬こう質しつな声だった。それをきっかけとして、奥に抑おさえ込んでいた感情を解放するように彼の瞳が熱く燃えあがる。

「自分でも驚くほど、あなたに惹かれています」

　見るまに瞳から情熱が溢あふれだし、ぼくへと流れ込んでくる。

　いつもの大人な笑顔はない。真しん剣けんで、必死さすら感じる。

「これでもね、ずいぶん自制してるんです。本当は、すぐにも押し倒たおしたいくらいです。でも碧に、あなたに手をだすなと言われている。だから毎晩、襲いかかりたいのを必死に我が慢まんしているんです。寝ねているあなたにキスしたくて、毎晩寝不足なんです。昨夜さわったのは辛しん抱ぼうしきれなくなった結果です」

　大人の仮面をとり去った彼は、赤せき裸ら々らに欲よく望ぼうを語る。その欲望の対象であるぼくにむかって。

　思いがけない情熱に吞のみ込まれそうになり、ぼくは酸欠の魚のように口を開けた。

「昨日の夜の、は……からかいとか、慰なぐさめとか、じゃ、なくて……？」

　彼がむっとした。

「そんなふうに思われていたなんて、心外です」

　肩をつかむ手に、力が込められる。

「疑うなら、私の気持ちを嫌いやというほどわからせてやりたい。自制するの、やめますよ？」

　その言葉にも表情にも本気を感じる。

　うそではないと思えた。でも夢の中にいるような、信じられない気持ちでいっぱいだった。

　本当に……？

　本当に、ぼくのことを好きだと言ってくれるのか。

　だったら──。

「……自制なんて、しないでください……」

　思わず口にしたら、フィッツの瞳が見開かれた。

　その反応を見て、自分の発言の大だい胆たんさにハッと気づいた。

　うわ、なに言ってるんだぼく……！

　これって、襲おそいかかってくださいって言ったようなものじゃないか。

「いや、えと、あの」

　いっきに真っ赤になってうろたえた。

「朱里」

「あの、あ、ぼく、汗あせかいたんでシャワー浴びてきますっ」

　ぼくは椅子をひっくり返しそうないきおいで立ちあがると、逃にげるように脱だつ衣い所へ駆かけ込んだ。

　あああ、恥はずかしい。

　自分の気持ちを伝えるにしても、もっと言いようがあるじゃないか。

　ああでも、こんなふうに逃げるほうがみっともなかったかも。

　それほど汗をかいていたわけでもないのだがシャワーを浴びると言った手前、服を脱ぬいでシャワーを頭から浴びた。

　このあとどんな顔をして彼の前に立てばいいのかわからない。変な顔をしてしまいそうだ。

「毎晩、あんなこと思ってたの……？」

　胸がどきどきする。顔が熱い。

　ぬるいシャワーを浴びても熱くなった身体は冷めず、それどころか焼け石に浴びせた水のように湯のほうが蒸発しそうだ。

　彼に好きだと言ってもらえた。

　押し倒したいとか襲いかかりたいとか、とんでもないことも言われてしまった。

　夜、となりであんなことを思われていると知らされたら。

「今夜、眠ねむれなくなっちゃうじゃないか……」

　あれが大人の社交辞令じゃないことは、鈍にぶいぼくにもわかった。

　嬉うれしいやら恥ずかしいやらで心臓がうるさくて、胸に手をあてたとき、浴室の扉とびらが開き、一糸まとわぬ姿のフィッツが入ってきた。

「フィッツ!?」

　ぎょっとして身をすくませ、とっさに背をむけたところを、後ろから抱だきしめられた。

「な、な、なんで、あの……っ」

「自制しなくていいということなので」

　耳の辺りに頰ほおを寄せられる。それからしっとりと、こめかみにくちづけられた。

　互たがいに裸はだかである。彼の張りのある胸がぼくの背中に密着し、体温を伝えてくる。たくましい腕うではぼくの胸むな元もとにまわされている。

　シャワーの湯は流したままで、彼の身体からだもすでに濡ぬれている。

　身じろぎすると、濡れた身体同士がこすれる感かん触しよくが生々しくて身体が熱くなった。昨夜も抱きしめられて素す肌はだをさわられたけど、あれとは感触が違う。

　濡れた手のひらがぼくの胸をまさぐり、指先が、乳ち首くびにふれる。

　乳首も指も濡れているから、やっぱり昨夜とは違う感触がした。

　明確な快感はないけれど、むずむずする。

「ん……、あ、の」

「朱里。恥ずかしがらないでこっちをむいて」

　耳元で、低く甘い声にささやかれる。いつもよりもぐっと艶つやめいた色っぽい声に誘われ、その声に従うことしか考えられなくなる。

　ぼくを緩ゆるく囲う彼の腕の中で、身体をひねりながら顎あごをあげた。

　彼の唇くちびると鼻先が、ふれるほど近くにある。

「あ……」

　目をあわせるよりも先に、唇を重ねられた。　>>>♥

　ふわっとした感触で唇を押し潰つぶされたと思ったら、いったん離はなされて、すこし角度を変えてもういちど重ねられる。今度は唇の隙すき間まに彼の上唇が入り込んできて、ぼくの下唇を挟はさんだ。

「ん、ん……」

　唇でむにむにと揉もまれる。ぼくのちいさな唇が、食べられてしまいそうだ。

　甘く吸われながら彼の唇が離されると、ぼくの唇がぷるりと震ふるえた。

「朱里の唇、ふわふわしていて気持ちいい」

　甘い声がクスッと笑う。

　ぼくは心臓が壊こわれそうだし呼吸は苦しいし頭は爆ばく発はつしそうだしで、キスの感触を楽しむ余よ裕ゆうなんてない。酸素を求めて口を開くと、彼の唇に塞ふさがれた。

　熱くぬめった舌が、口の中に入り込んでくる。

　予想外の感触に、うわあっと心の中で悲鳴をあげているうちに、それはぼくの舌に絡からんできた。

　舌の先から根元まで舐なめられ、側面や裏側まで丹たん念ねんに愛あい撫ぶされる。その舌の動きのいやらしさ。上うわ顎あごをくすぐるように舐められると、痺しびれるような快感が脳天から腰こしに走り抜ぬけ、力が抜けた。

「あ……ふ……」

　ふらつきそうになると、腰にまわされた彼の腕に強く抱きしめられ、さらに深く唇を貪むさぼられる。

　ぼく、これがファーストキスだ。

　初めてなのに、いきなりすごいキスをされている。

　キスって、こんななのか。

　信じられないくらい、気持ちいい……。

「ふぁ……ん」

　彼の巧たくみな舌使いに誘さそわれて、ぼくもぎこちなく舌を絡める。そうやってしっかりと舌を絡めあうと、もっと気持ちよくなって、口の中が蕩とろけそうだった。

　互いの吐と息いきも身体も熱く、頭がくらくらする。飲み込みきれない唾だ液えきが唇から溢あふれて顎を伝う。それすら気にならないほどキスに夢中になった。

　気がつけば、いつのまにか正面からしっかりと抱きあっていて、ぼくも彼の背に腕をまわしてしがみついていた。

　キスに夢中になっている最中だというのにどうしてそのことに気づいたかというと、腹に硬かたい感触を覚えたからだ。

　ぐりぐりと腹を圧あつ迫ぱくしてくるそれは、フィッツのあれだ。

　うわ……。

　彼の興奮を知り、頭が沸ふつ騰とうする。すごく硬くて大きいのは、見なくてもわかる。

「……ちょっと手を離しますけど、立っていられる？」

「あ……？　は、い」

　唇を解放され、腰にまわされていた彼の片手が離れていく。流したままだったシャワーをとめ、ポンプ式のボディソープを器用に手のひらに収めると、その手はぼくたちの身体のあいだに割り込んだ。

　そして、ぼくの中心を握にぎる。

「あ」

　大きな手の中はぬるついていて、最初、先せん端たんを包むように握った指が、根元のほうへつるりとすべる。

　うそ。キスだけでなく、そんなことまでされちゃうの？

　動どう揺ようしているうちにぬるぬるとしごかれて、そこはどんどん硬くなってくる。

　彼に、見おろされている。

　昨日いじられたときは暗かったし、背後からだったから見られていなかったけど、いまは明るい浴室。彼の手の中で泡あわ立だちながら硬く成長していくさまをしっかり見られている。

　強い快感と羞しゆう恥ちでめまいがしそうだった。

「気持ちいいですか？」

「……っ」

「こっちも、勃たってますね」

　腰を支えていた彼の手が離れ、ぼくの先端から泡をすくって、乳首になすりつけた。

「あ……」

　そこは指し摘てきされたとおり硬く勃ちあがっていて、指先でぐにゅ、と芯しんを潰されると、腰が疼うずくような感覚があった。

　乳首も中心もぬるぬるいじられて、脚あしががくがく震えてくる。

　好きだと告げられたばかりで、ぼくのほうからはまだちゃんと好きだと言ってもいないのに、こんな昼間から、こんないやらしいことをされてる……。

　自制しなくていいと言ったのはぼくだけど、まさかこれほど超ちよう特急で襲おそわれちゃうだなんて。

　どうしよう。もっとエッチなことをされちゃうのかな。

　急すぎて、気持ちがついていかない。でもフィッツにさわられるのは全然嫌いやじゃない。

　サーキット場で見知らぬ男に襲われたときは、ハーフパンツをおろされただけでも鳥とり肌はだ立ったのに。

　だったらこのまま身をゆだねちゃっていいのかな。

　ああ、どうしよう。気持ちよくて、考えられない。

「フィッツ……っ、あ、ぁ……っ」

　立っていられなくて膝ひざから崩くずれるようにしゃがみかけると、フィッツが先に膝をつき、ぼくを支えながら床ゆかにあぐらをかいた。

「すわってください」

　彼の膝の上へ跨またぐようにすわらせられると、彼の猛たけりとぼくのものがぶつかった。

　彼の手が、二本をまとめて握り、こする。

「ん……あ……、っ……」

「朱里も、いっしょにさわって」

　手を引かれ、握らされた。上から彼の手が重ねられ、いっしょにこするように誘ゆう導どうされる。

「あ、あ……すご、い……」

　彼の猛りは大きくて硬いだけじゃなく、太くて、すごくごつごつしていた。それをすりあわされて、手で圧をかけて握られると、強きよう烈れつな快感に襲われて腰が蕩けそうになった。

　彼の手は、昨夜のうちにぼくの感じやすいところを学習したらしく、的確な強弱をつけて、またたくまに追い詰つめてくる。

「あ……ぁ、あ」

　身体からだが熱く、汗あせが流れ落ちる。

　下腹部で血がたぎり、中心に熱が溜たまってくる。

　フィッツとともに高めあっているのだと思うとさらに興奮し、先走りが手を濡ぬらす。

「あ、あ……、もう」

　身体の奥からうねるような快感が湧わき起こり、膨ぼう張ちようしてくる。それをこらえるように顎を引き、ぎゅっと目をつむったら、唇を吸われた。

「んぅ……ぁ」

　ねっとりと舌を絡められ、口からも快感を与あたえられてしまい、もう、こらえきれなくなる。

「ん、んん──ああっ」

　快感が限界まで膨ふくれあがり、爆発する。手の動きがとまる。背筋をしならせて吐と精せいすると、唇が離れ、派手な嬌きよう声せいがあがった。

　大きく息をつき、解放感に満たされながら汚よごれた手へ目を落とすと、彼の猛りは赤黒く怒ど張ちようしたままで、まだ達していないようだった。

「あ……」

　彼の手がそこから離はなれ、ぼくの背後へまわされる。ボディソープと体液をまとった指がぬるりと尻しりを撫なで、割れ目に沿ってさがっていき、すぼまりにふれる。

「あ……そこは……っ」

　反射的にきゅっと力を入れてしまう。

　やっぱり、もっとエッチなことをするんだ……。

「だめですか？　私はここで、朱里とひとつになりたい」

　中指ですぼまりを撫でられる。

「昨日もあなたの色っぽい姿を見せられたけれど、どうにか我が慢まんしました。今日はもう、我慢できそうにないです」

　中指が、中に入ってきた。

「あぅ……っ」

　いっきに付け根まで挿いれられ、衝しよう撃げきに息を吞のむ。

　指一本だけなのに、きつくて苦しい。中で動かされると、異物感が強くて涙なみだが出そうになった。

「フィ……痛……」

　彼の肩かたにすがりつき、痛みをこらえる。

「緊きん張ちようしないで、力を抜ぬいてください」

「無理……」

　指一本でも辛つらいのに、そこにフィッツの太いものを挿れるだなんて、絶対無理だと思えた。

　それでもいじられているうちに緩ゆるんできたのか、二本目の指が入ってくる。

「んうう……は、ぁ……」

　彼のもう一方の手が、あやすように背をさする。

　力を抜くように言われたけど、ちょっと力を入れたほうが案外楽かもしれないと気づいた。なので力の入れ方を変えてみたり、姿勢を変えてみたりして痛みと異物感を散らす。

「すごい。朱里の中、動いてます……」

　フィッツがごくりと生なま唾つばを飲み込む。

「もう一本、挿れますよ」

　待ちきれないように、三本目が入ってきた。

　三本の指で、そこを広げられる。

　求められていると思うから、彼の肩にひたいを押しあて、不快感に耐たえる。

　ぼくの頭に、彼が頰ほおを寄せてくる。

「朱里、こすられて、気持ちいい場所はない？」

「わ、かんな……」

　ぼくも同性愛者の自覚はあったから、男同士でのやり方について興味を覚え、相手もいないくせに調べたことはある。内側に、前ぜん立りつ腺せんに近い場所があって、そこを刺し激げきするとすごく気持ちよくなれるらしい。

　中に埋うめ込まれたフィッツの指は、入り口近くの浅い場所から深い場所まであちこちをさわってくるけど、気持ちよく感じる場所がない。

　ぼく、前立腺がないのかな。

　たったいま射精したばかりなのだからそんなはずはないとわかっているけど、疲つかれてきて、バカなことを思う。

　身体も疲れによって緊張が緩んだのか、それとも感覚が麻ま痺ひしてきたのか、三本の指を挿れられていても、痛みと違い和わ感かんをさほど覚えなくなってきていた。

　痛くなくなったのはよかった。ほっとして息を吐はきだしたとき、彼の指がとある一点にふれた。

「あ……？」

　身体がびくりと反応する。

　その反応を見て、指がもういちどそこをさすった。

「え、あ……そこ……」

　最初は、刺激が鋭するどくてわからなかった。しかしもういちどこすられると、腰こしに甘い痺しびれが走った。

「ここ？」

「な、なんか、変……あ、ぁ」

　なんどもこすられて、波のように快感が湧きあがってくる。前をいじられるのとは違ちがう、これまで感じたことのない種類の快感にうろたえた。

「あ、んっ、だめ……っ」

　身体が小刻みに震ふるえる。そこをいじられ続けると、自分の中のなにかがおかしくなりそうな不安を覚え、思わず腰を浮うかす。

　でもぼくが逃にげる前に、指が引き抜かれた。

「あ、ぅ」

「朱里」

　頰に熱っぽく口づけられ、腰をぐっと引き寄せられる。

　入り口に、彼の猛りを押しあてられる。

　熱くて、すごく硬かたい。

　これがいまからぼくの中に……？

　彼の太さを意識したとたん、緊張が戻もどってしまったのか、緩んだはずの入り口がすぼまった。そこにタイミング悪く、猛たけりが侵しん入にゆうを開始する。

「あ……い、痛い……っ」

　指とは比べものにならない太さのものが、強ごう引いんにそこを広げてくる。身体が壊こわれそうだ。

「無理……、フィッツ、痛い……っ」

　彼も辛いのか、クッと呻うめいて動きをとめた。

「すみません」

　彼はひと言謝り、入りかけたものを引き抜いて、ぼくを抱だきしめた。

「強引でしたね。痛い思いはさせたくなかったのですが」

　彼の手が優やさしく背を撫でてくれる。

　強引だったのだろうか。

　経験のないぼくにはよくわからないけど、ちゃんとそこが緩むまで待ってくれたし、かなり時間をかけてくれたんじゃないだろうか。

「いえ、あの……ぼくが慣れてないから」

　そもそも合意を得ていないという強引さについてはすっかり忘れて、こちらこそ申しわけないという気分になっていた。

　フィッツが言う。

「いえ。私も、じつはしたことがなくて。慣れていないんです」

　だから加減がわからないという。

　それはぼくにとって衝撃の告白だった。

「え……したこと、ないんですか」

「経験不足で申しわけありません」

　すまなそうに頭をさげられる。

　ぼくはそのひたいを、まじまじと見つめてしまった。

　本当に、本当にびっくりした。

　大人で格好よくて物慣れた人だから、てっきりよりどりみどりの百ひやく戦せん錬れん磨まなのだろうと思っていた。

　ぼくみたいな子供なんて、彼の手の上で転がされているだけなんだと思っていた。

　それがまさか、彼もチェリーなドーテーだったなんて。

「えっと……、エッチ自体をしたことがないってことですか？　女性とも？」

「ありません。まねごとらしきものをしようとしたことが、多少はないわけでもありませんが」

　フィッツは恥はじることなく堂々と語る。

「ここまでしたいと思った相手は、初めてなんです」

　それを聞いて、ぼくは頰を染めた。

　未経験だと聞いて驚おどろいたけど、でもそれってすごく嬉うれしい。

　絶対にフィッツはモテる。ほんの数時間しかいなかったサーキット場でも女性に声をかけられたぐらいなんだし、お誘さそいを受けたことはなんどもあるはずだ。

　それなのに誰だれにも応じたことはなかったんだ。

　でも、ぼくにはこんなに積極的になってくれたんだ。

　ぼくもフィッツも互たがいに、生まれて初めて惹ひかれる相手に巡めぐり会えたってことなのかな。

　それってまるで、ぼくと出会うのを待っていてくれたみたいじゃないか。

　なんだか運命みたいなものを感じて、胸が熱くなる。

　だったらいっしょにがんばろうって気分になれた。

　雰ふん囲い気きに流されてここまで来てしまったけど、いま、気持ちが固まった。

　すこしぐらい痛くたっていい。ぼくはこの人とひとつになりたい。

「あの……、ぼくも、こんなことをしてもいいと思えたのって、初めてなんです。ぼく、あなたが……好きです」

　言いきってから、恥ずかしさにうつむく。でもがんばって、もうひと言続けた。

「痛くてもだいじょうぶだから……その、もういちど……」

「朱里……」

　折れるほど強く抱きしめられた。

「ありがとう」

　甘くささやかれ、すぐに行こう為いがはじまるかと思いきや、身体からだを離はなされた。そしてシャワーで泡あわを落とされ、抱かかえあげられる。

「あ、あの？」

「もっと楽な体勢をとれるように、部屋へ行きましょう」

　お姫ひめ様抱っこで浴室を出ると、バスタオルを身体にかけられて、ぼくたちの部屋へ移動した。

　フィッツはぼくをおろすと、自分の布ふ団とんを敷しき、ぼくにそこに寝ねるように促うながした。

　濡ぬれた身体を拭ふいて素す直なおに横になると、その上に、フィッツが覆おおい被かぶさってくる。そのとき、彼の肩かたに数字が書かれていることに気づいた。

「あれ……それってタトゥ？」

　数字の配列は、どこかで見たような……あれ？　もしかして兄貴の車のナンバー？

「朱里、こっちに集中して」

　どうして車のナンバーなんて。それとも勘かん違ちがいかな。疑問を口にする前に顔を正面にむけられ、キスされる。

「ん……ふ……ぁ」

　深くキスされて、身体中をさわられるうちにそのことは忘れた。

「朱里……好きです」

　甘くささやかれ、確かく認にんするように後ろに指を挿いれられた。そこは緩ゆるんでいて、すぐに三本の指を吞のみ込めるようになっていた。

「痛くないですか」

「はい……たぶん、だいじょうぶだと思う、から……」

　唇くちびるにキスを落とされ、指を抜ぬかれる。

「仰あおむけのままでいいですか」

　どんな姿勢が楽かなんて、してみないことにはわからないので頷うなずくと、腰の下に枕まくらをあてがわれ、脚あしを左右に広げられた。

「あれ。朱里、身体がすごく柔やわらかいのですね」

　ぼくは毎日ストレッチをする習慣があるから、柔らかいほうかもしれない。フィッツはぼくの身体の柔らかさが意外だったようで、どこまで広がるのか試ためすように両脚を広げようとする。

「や、やだ、そんなに……」

　明るい室内でものすごい格好をさせられてしまった。ふたたび勃たちあがった中心も入り口も、すべて見られてしまい、顔から火が出る。

　フィッツは興奮した面おも持もちでぼくの局部を眺ながめると、入り口に猛りを押しつけた。

「痛かったら、我が慢まんしないでください」

　グッと入り口を広げられ、中に入ってくる。

「う……、……っ」

　横になったおかげか、浴室でのような痛みはなかったけど、圧あつ迫ぱく感かんがすごくて苦しい。

　慎しん重ちように、しかし休むことなく侵入してくるもののペースにあわせて、ぼくは呼吸を調節した。

「痛い？」

「平気……けど……太い、よ……」

　苦しいだけでなく、ぼくのあそこが、フィッツの太さほども広がっているのかと想像すると恐おそろしくもある。人体ってすごい。

「すみません。私はすごく気持ちがよくて……」

　フィッツは全部をいちどに挿れようとせず、なかばまでくると、腰こしを引いた。そしてまたおなじ深さまで突つき戻もどす。

「あっ」

　突かれたとき、指で探さぐられたときに感じた場所にあたり、淡あわい快感を覚えた。

「ここ、いいですか？」

　ずぷずぷとおなじ場所をなんども突かれ、遠かった快感が徐じよ々じよに明確になってくる。

「あ……あ、ァ、んっ……」

　はじめは圧迫される苦しさのほうが勝っていたが、次し第だいに快感が凌りよう駕がして、身体が甘く蕩とろけてくる。

　猛たけりはすこしずつ奥へ穿うがたれるようになり、やがて根元までみっちりと収まるようになった。

　信じられないほど深くまで打ち込まれ、亀き頭とう部のぎりぎりを残して引かれ、そしてまた押し込められる。

　抜き差しされるたびにいいところをこすられて、快感が奥から溢あふれでてとまらない。

「ん、あ……あん、あ、や……フィッツ……っ」

　経験のない快感におののいて、無意識に腕うでを伸のばすと、彼が身を倒たおし、抱だきしめてくれた。

　ぼくもその背に腕をまわす。

　しっかり抱きあったら、中に収まる猛りの角度が変わった。

「え、あ……あっあっ！」

　それで腰を揺ゆさぶられると、抉えぐる角度が鋭するどくなり、快感が強くなった。

　ぼくはもういっぱいいっぱいで、彼に必死にしがみつくことしかできない。

　ぼくの中心も彼の腹にこすられていて、前も後ろも快感を与あたえられている。

　そこから生まれた快感は下腹部にどんどん溜たまっていき、出口を求めて暴れはじめる。さっきいちど放ったのに、また、欲よく望ぼうを放出したくてたまらない。

「フィッツ……フィッツ、あ、あん、っ……、もう、だめ……っ」

「私も」

　彼の腰使いが激しくなり、がつがつと奥を突かれる。それによって快感の大波が押し寄せて、波が砕くだけるように欲望が弾はじけた。

「ああっ」

　ぼくが熱を放ったのとほぼ同時に、フィッツが身体を震ふるわせながら動きをとめた。

　どくんと、体内にある彼のものが震えたのが粘ねん膜まくに伝わり、続けて、奥がじわりと熱くなった。

　楔くさびを引き抜かれ、とろりとしたものが中から溢れでてきて、尻しりを濡らす。

　いっしょに達いけたことが嬉しくて、ぎゅっと抱きつくと、たくましい腕が抱きしめ返してくれた。

「だいじょうぶですか」

　フィッツがぼくのひたいの汗あせを拭ぬぐって、蕩けそうに微笑ほほえんでくれる。甘いまなざしは情事の余よ韻いんを色いろ濃こく残した色っぽいもので、ぼくはうっとりと見み惚とれた。

「はい……」

　優やさしく唇を重ねられて、ぼくも応こたえる。それから身体の熱が落ち着くまで、じゃれあうようなキスをかわした。

　初めてのエッチはとても疲つかれたけれど、幸せなものだった。







　　　　六







　フィッツと想おもいを通わせることができて、その日のぼくの頭はずっとふわふわしっぱなしだった。初体験のあとでお尻がじんじん痛んだけど、それすら幸福で頰ほおが緩んでしまい、夜に帰宅した兄たちの前でふつうにふるまうのにすごく苦労した。

　夜、ふたりきりになるとまたいっぱいキスをして、いっしょの布団で手を繫つないで眠ねむった。

　翌日は、そんな浮うかれ気分を切り替かえてショールームへ行くと、ＭＭ自動車のデザイナーがいた。

　初日に工場見学をさせてもらったときには会えなかったのだが、今日はいろいろな話を聞かせてもらえたり、デザイン画や設計図などの資料も見せてもらった。

「四反田くん、こんな時間から寮りように戻るんじゃ、夜まで退たい屈くつだろう。飲みにつきあわないか」

　帰り際ぎわ、デザイナーとばったり会い、誘さそわれた。友人の篤志とは別れた直後だったので、ぼくひとりだけだ。

「ぼく、寮じゃなくて兄の家から車で通っているんです。だからせっかくですけど、飲酒運転になっちゃうから」

「ああ、そうなんだ。じゃあ飲まずに食べよう。安くてうまい店を教えてあげるよ」

　早く帰ってフィッツに会いたかったけど、デザイナーと話せる機会はめったにないので、ついていくことにした。

　兄の車は会社へ置いていき、デザイナーの車で連れていってもらったのは地元の居酒屋で、日本海の魚が新しん鮮せんでおいしかった。ふたりきりだったのではじめはすこし緊きん張ちようしたけれど、車について楽しく語りあった。

　その後は会社まで送ってもらって別れ、家に帰ったのは二十時過ぎになった。

　マンションの駐ちゆう車しや場に着き、シートベルトをはずして車のエンジンを切ると、唐とう突とつに助手席の扉とびらが開いた。

　びっくりして身体からだをこわばらせたのと同時に、フィッツがこちらを覗のぞき込んできた。

「え、あ、フィッツ。びっくりした」

「お疲れさま」

　彼はにこりと微笑むと、助手席に乗り込んで扉を閉めた。

「遅おそかったんですね。どこへ行っていたんですか」

「え、えと、会社の人と、食事に」

「食事だけ？」

「え、ええ」

「ふたりきりで？」

「は、い……」

　彼は笑え顔がおなんだけど、いつもと違ちがう印象を受けた。どこがどうとはうまく言えないけど。

「食事をしただけにしては、ずいぶん遅くないですか？」

　そ、そうだろうか。

　話が弾はずんで多少長居したかもしれないけど、こんなもんじゃないかなあ……。

「昼間、ショールームに見慣れない男がいましたね。あれは誰だれですか」

　今日もフィッツはショールームに寄ってくれたんだけど、そのとき、ちょうどデザイナーがいたんだ。

　彼の話を聞いていたところだったから、フィッツとは会え釈しやくをしただけで、話ができなかった。

「あれはデザイナーさんです。今日の食事は彼に誘われたんです」

「食事中、変なことをされませんでしたか」

「変なことって……」

「身体をさわられたりとか。無理やりキスされたりとか」

「まさか」

　なんだかやけにデザイナーのことを気にしているみたいだけど、もしかして浮うわ気きを疑われているとか？　それとも嫉しつ妬と？

「デザイナーさんとはほんとに食事をしただけです。さわられてないです」

「どこも？　指一本さわられてない？」

「え、あ、腰こしとか肩かたぐらいはさわられたけど」

　正確さを求める工学部気質とでも言うべきか、黙だまっていればいいのに、つい正直に答えてしまった。

「やっぱりさわられたんですね」

「で、でも、エッチな感じじゃなくて」

「そう……だったらいいですけど」

　フィッツの微笑が苦く笑しように変わった。

　でも、それだけだった。

　もう会うなと言われるわけでもないし、さわられたと聞いて怒おこるわけでもない。大人の余よ裕ゆうの態度は崩くずれない。

　詳くわしく訊きいてくるから嫉妬してくれてるのかなと思ったけど、そうでもないみたいだ。

　ぼくがほかの男にさわられてもいいんだ、とちょっとがっかりしたけど、でもまあ、変に疑われても困る。

　居酒屋では本当にそんな感じではなく、車の話しかしなかったのだ。近いうちにまたいっしょに食事に行こうと誘われたけど、それはたぶんあいさつみたいなもので、実現しないと思っている。

「あの、ところでフィッツはどうして外に……ぼくを待っていてくれたんですか」

　フィッツが「ええまあ」とあいまいに頷うなずいた。

「帰りが遅いから心配だったし、家だと碧や隼がいて、寝ねるときまでふたりきりになれませんからね」

「寝る……そ、そうですよね。あ、えっと、心配かけてすみませんでした」

　寝る、とか、ふたりきり、という単語にぼくは異常に反応し、どぎまぎしてしまった。

　そこから連想されることは、どうしたってエッチなことになってしまう。昨日抱だきあったときのあれやこれやを思いだし、身体が熱くなってしまった。

　ぼくたちはできたてほやほやのカップルで、今夜もおなじ部屋に寝るんだ。当然そういうことになるよね？

　フィッツは今日もぼくとエッチなことをしたいかな。

　ぼくは……。

　ぼくは、できることなら今日もフィッツと抱きあいたい。昨日のエッチはすごく気持ちよかったし、幸せだったから。

　でも、部屋の壁かべは薄うすいし……兄たちにばれるのは恥はずかしい。

「朱里」

　ひとりでいやらしいことを考えて悶もん々もんとしていると、フィッツが身を寄せてきた。

「家に帰る前に、ちょっとだけ」

　顔が近づき、すばやく唇くちびるを重ねられた。

「ん、ぅ……」

　強ごう引いんに舌を差し込まれる。

「ふ……あ、ん……」

　はじまりは性急だったけど、深く貪むさぼるようなキスは濃のう厚こうで甘く、熱い舌で口内を愛あい撫ぶされたあとには唇も舌も溶とけてしまいそうだった。

　あっというまに気持ちよくされて、身体が熱くなる。もっとほしくて抱きつこうとしたとき、ふいにキスが終わり、身体を離はなされた。

「行きましょうか。あまり遅いと、碧が心配するかもしれない」

　え、そんな。

　欲よく望ぼうに火をつけられたところであっさり引かれ、ぼくは焦あせって彼にすがりついた。

「なにか」

「あ……いえ。なんでも……」

　もっとしたいなんて、恥ずかしくて言いだせず、手を離はなした。

　マンションへ戻もどると兄と隼は在宅していて、ぼくは会社の人と食事をしていて遅くなったことを話した。

　二十一歳になる男の帰宅時刻として特別心配するような時刻でもないから、兄はそのことには無関心だったけど、怪け訝げんそうな目つきでぼくをじろじろと眺ながめた。

「おまえ、飲酒運転してないだろうな」

「え、してないよ」

「じゃあ、熱でもあるのか。顔が赤いけど」

　指し摘てきされて、どきりとした。

　顔が赤いのはきっとキスの余よ韻いんだ。ぼくは赤い顔をさらに赤くさせて、ごまかすように笑った。

「そうかな。言われてみればそうかも？　えっと、シャワー使うね」

　逃にげるように自室へ入り、着き替がえを手にする。

　フィッツとの仲を身内の兄に知られるのは、照れくさくてちょっと恥ずかしい。

　着替えを持って浴室へむかう途と中ちゆうで、ふと思いついて、ダイニングの椅い子すにすわる兄をふり返った。

「ところで兄貴、一年半したら本社に戻るんでしょう？」

「そうだが」

「そうしたら、兄貴の車、ぼくに譲ゆずってくれないかな」

　もし必要なくなって売り払はらうなら、ほしいと思って気軽に口にしてみた。あれは運転しやすいし、なんといってもカーナビの音声がフィッツの声なのがいい。

　しかし兄の眉み間けんにしわが寄った。

「あ？　なに言ってる。だめに決まってるだろ」

「でも、雪国に来たから車買ったって言ってたよね」

「そうだが、あれは誰にも譲らない。関東に連れていく」

　きっぱりと断られてしまった。それもかなり強い口調で。

　連れていく、だなんて、兄貴もあの車を気に入ってたんだな。だったらしかたないや。

「碧。いいじゃないですか、譲っても」

　洗面所で手を洗い終えたフィッツがやってきて、兄に軽かろやかに言った。

「おい、なに言ってる」

　兄が眼光鋭するどくフィッツを睨にらんだ。

「おまえ、わかって言ってるのか」

「そのつもりですけど」

　兄がなぜそんなに怒るのかふしぎだけど、フィッツは何の気なしにぼくに助勢してくれただけだろう。

　ぼくのせいでけんかされたら困る。

「あの、兄貴、怒らないで。ちょっと言ってみただけなんだ」

「べつに怒ってるわけじゃない。なに言ってやがると思っただけだ」

　それを世間では怒っていると言うのでは。

　ともかくけんかに発展する気配はなくなったので、ぼくは浴室へ入った。

　シャワーを浴びて身体からだを洗っていると、キスで昂たかぶってしまった身体がいつもより敏びん感かんになっていることに気づいた。

「ん……」

　ボディソープの泡あわが肌はだを伝って流れ落ちる感かん触しよくにぞくりとし、甘い声を漏もらしそうになって慌あわてて唇をかみしめる。

　キスだけでは満足できなかったため、欲よつ求きゆうが身体のあちこちで燻くすぶっている。すこしの刺し激げきでも、また身体が昂ぶりそうだ。

　やっぱり、抱いてほしいかも……。

　昨日味わってしまった快楽を、身体が求めている。

　でも、「抱いて」なんてねだるのは恥ずかしいし、兄たちがいるのに部屋じゃできない。

　昨日したのに、続けて今日も抱いてほしいなんて言ったら、淫いん乱らんだと思われそうだし。

　時間が経たてば落ち着くかなと思い、我が慢まんして風ふ呂ろからあがった。

　脱だつ衣い所から出ると、ダイニングキッチンでは三人が話していた。

　今度はバイクの話らしい。扉とびらが開いているので中の様子は廊ろう下かから見える。

「そうそう、同どう僚りようの高たか橋はしさんが、中型の新車買ったんだよ。それで今日試乗させてもらったんだけどさ、やっぱ中型は」

「は？　試乗？」

　隼が驚おどろいたように兄の話を遮さえぎり、立ちあがった。

「碧さん、いつのまにそんなまねを……」

「ん？　昼休みに。あれ？　ああ、そういえば裏庭だったから、おまえは見てなかったか」

「……俺以外のやつに乗っただなんて……俺というものがありながら……あなたという人は」

　隼は蒼そう白はくな顔をして、ぷるぷるとこぶしを震ふるわせている。

「車は我慢します。ですが、同族は……っ。あなたのそのかわいいお尻しりを、ほかのやつに味わわせただなんてっ！　しかも俺より劣おとる中型のヤロウに、自ら跨またがったんですねっ？　それであなたはそいつに乗って、発車したんですねっ」

「おい……変な言い方するなよ」

「股こ間かんの弾だん力りよくも、太ふと腿ももの柔やわらかさも、俺だけのものだったのに……っ、ひどいですっ！　あなたがそんな浮うわ気き性しようだっただなんて、知らなかった！　不潔っ！」

　ぼくもダイニングへ入ると、兄がそれに気づいて慌てた。

「あ、おい。隼、口を閉じろ」

　しかし隼のほうは耳を貸さず、怖こわい顔をして兄の腕うでをつかんだ。

「許せません。あなたにはお仕置きが必要です」

「え、おいっ」

　隼は兄を肩かたに担かつぎあげ、自分たちの部屋へむかってしまった。

　そこには啞あ然ぜんとしたぼくと、生暖かいまなざしをしたフィッツが残される。

「いったいなんです？」

「いつもの漫まん才ざいですよ」

　その後はフィッツがシャワーを浴びたり、ぼくは携けい帯たいをいじったり明日あしたのゴミだしの準備をしたり、まったりと過ごした。兄たちは部屋にこもったきり出てこない。

「そういえば、洗せん濯たく物ものを干したままかもしれません」

　髪かみを拭ふきながら浴室から出てきたフィッツに言われ、ぼくも気づいた。

「あ、そうだ」

　ベランダに干した洗濯物をとり込むのは、帰宅が一番早いぼくの仕事になっているのだが、すっかり忘れていた。

　兄や隼が気づいてとり込んでくれただろうか。ぼくたちの部屋へ入って南側のベランダを見ると、干したままだった。

　かごを持ってベランダへ出て、ふたりでとり込む。たいした量ではないのですぐに終わり、床ゆかに置いていたかごを持ちあげて、きびすを返しながらひょいと顔をあげた。

　そのとき、兄の部屋が視界に入った。

　ベランダにはふたつの部屋のどちらからも出られるようになっていて、洗濯物はぼくらの部屋のほうに干してあったからいままで気づかなかったが、兄の部屋はカーテンが開いたままで、掃はきだし窓から室内が見えた。見えてしまった。

　照明のついた明るい室内の中央で、兄が全ぜん裸らで四つん這ばいになっていた。そしてその後ろでズボンをおろし、膝ひざ立ちになっている隼が、兄の腰こしを持ち、激しく腰を突ついている。

　う……わ……。

　思わず手にしていたかごを落としてしまったが、床に落ちる前にフィッツがキャッチし、静かに床へ置いた。

「大きな音を立てると、気づかれますよ」

　耳元で小声でささやかれながら、背後から抱だきしめられた。

　服越ごしに彼の肉体を感じ、昨日与あたえられた淫みだらな快楽を思いだしてしまう。

「すごいですね」

　フィッツもぼくの頭越しに隣りん室しつの様子を覗のぞき見ている。

　身内の濡ぬれ場など見ていられない。そう思うのに、経験のすくないぼくには刺激的すぎる光景で、目を離はなせない。

　目に映る光景と、ぼくの胸むな元もとをさわる彼の手に欲よく望ぼうを刺激され、腰の辺りがぞくぞくと疼うずく。

「朱里、どきどきしてる……」

　ぼくの興奮に気づいたフィッツが、胸元を大だい胆たんにまさぐりはじめる。欲求不満だった身体はそれに歓かん喜きし、敏感に反応した。

「乳ち首くび、勃たってますね」

　薄うすいＴシャツの上から両方の乳首をつつかれる。そこはいじられる前から硬かたく勃ちあがり、愛あい撫ぶを期待して待っていた。

「ん……っ」

　押し潰つぶすようにこねられると、身をよじりたくなるような甘い疼きが生まれ、下腹部が熱くなる。

　中心が兆きざし、短パンの前を押しあげる。そこに、彼の片手がふれてきた。

「ここも、勃ってる」

　からかうように言われ、耳が熱くなる。

「朱里も、したいですか？」

　すごくしたくてたまらなかった。昨日のように、フィッツを感じたい。

　羞しゆう恥ちよりも欲望が勝まさり、ぼくはちいさく頷うなずいた。

　すると短パンと下着を太腿までおろされた。

「あ」

　声をあげかけ、慌てて口をつぐむ。兄たちに気づかれたら、気まずすぎる。覗き見をしてしまったのは故意じゃないが、覗き見をしながらこんな格好をしているのは、言いわけできない。

「あの、フィッツ……」

　焦あせって声をひそめ、首をひねって見あげようとすると、くちづけられてしまった。舌を絡からめられて声を奪うばわれ、勃ぼつ起きした中心を握にぎり込まれる。

　快楽の火種をおこすようにしごかれ、口の中を甘く溶とかされる。

「ん、ん……ふ……」

　気持ちよさに息が弾はずむ。腰が蕩とろけて、揺ゆれてしまう。

　唇くちびるを解放され、先せん端たんを指の腹でこすられた。

「……もう、こんなに濡れてる」

　そこは早くも蜜みつを溢あふれさせ、彼の指を濡らした。中心は硬く屹きつ立りつし、いじられる喜びにビクビクと震えている。

　恥はずかしくて、なにも言えない。

「このまま達いけそう？」

　身体からだの奥が疼くような艶つやっぽい声にささやかれ、耳じ朶だをねっとりと舐なめられる。それだけで中が痺しびれるように熱くなり、じわりと濡れたような気がした。

「っ……は……ぁ……」

　指先に先端をぬるぬるともてあそばれ、裏筋をなぞられる。そして前側から脚あしのあいだに手を差し込まれ、奥にふれられた。

「ぁう……」

「ここ、昨日の痛みはないですか」

「だいじょうぶ、です……」

　入り口は、昨日フィッツを受け入れた名残なごりで赤く潤うるみ、柔らかい。撫なでられると敏びん感かんに感じてしまう。

「指、挿いれる？」

　指先に、入り口の縁ふちをくりくりと撫でられる。その刺し激げきにじっとしていられず脚が震えだした。はあはあと、呼吸を乱してしまう。

　いますぐほしいと思った。

「……部屋へ……」

　羞恥を耐たえてちいさく頷き、部屋へ誘さそった。しかしフィッツはぼくの身体を離さず、その場から動かない。

「部屋だととなりの声が聞こえるし、私たちの声も聞こえるかもしれませんよ。ここのほうが聞こえにくいと思いますけど」

　たしかに、部屋の中の兄は喘あえいでいるように見えるけど、ベランダに声が漏もれてこない。こちらの声も届きにくいかもしれない。

「でも、こんな場所じゃ……」

「恥ずかしい？」

　指先がすこしだけ、中に入ってきた。襞ひだをぐにぐにと広げられる。

「……っ」

　もう一方の手に濡れた中心を握られ、しごかれる。快感で腰に力が入らない。彼の腕をつかむが、それは行こう為いをとめようとしているのか、すがりついているだけなのか、自分でもわからない。

　そのうち後ろの指が奥まで入ってきて、いいところをこすりだす。

「ぁ、ああ……っ」

　中を広げられる不快感と、いい場所をこすられる快感に同時に襲おそわれ、身もだえする。

　入り口だけでなく内部も柔やわらかいようで、まもなく指を増やされた。中から押しあげられるように中心の硬さが増す。

　やがて後ろを広げられる不快感は鳴りをひそめ、痺れるような快感だけに全身を支配された。

　前と後ろ、両方から快感を引きだされ、熱が限界まで高まる。昨日もしたというのに、みっともないほど早く達ってしまった。

　彼の手の中に欲望を吐はきだし、大きく息をつきながら彼の胸へ身体を預けると、後ろを穿うがつ指が引き抜ぬかれた。

「この辺でやめておきますか」

「でも……フィッツは」

　腰の辺りに、フィッツの猛たけりがあたっていることには気づいていた。彼も興奮しているのだ。

「私のことは気になさらず」

　彼はさらりと言って、ぼくの下着をあげようとする。その手を、ぼくはとめた。

「……もっと先まで、したい、です。昨日みたいに」

　大胆なことを言っている自覚はあった。

　いちど達かせてもらって、ある程度満足したが、やっぱり最後までしたかった。身体の奥に彼を受け入れたい。

　フィッツにその気がないのならこんなことは言えないが、そうではないのだ。

　フィッツが声をひそめて尋たずねる。

「いいのですか。連日だと、身体が辛つらいのでは」

「だいじょうぶですから……お願い」

　彼はぼくの身体を気き遣づかって、先へ進むのをためらっているようだった。でも、ぼくが必死に見あげて懇こん願がんすると、彼はためらいを捨てた。

「……では、碧とおなじように、四つん這ばいになって」

　色っぽい声でささやかれると、頭も身体も蕩け、ためらいが消えてしまう。恥ずかしいと思うのに、ぼくはのろのろと膝ひざをつき、四つん這いになった。

「もっと脚を開いて、お尻しりを突つきだしてください」

　言われるままに、太ふと腿ももに引っかかっている短パンと下着が限界まで伸のびるほど脚を開き、腰こしを突きだす格好をとる。

「……こう……？」

　よりによって好きな人に、こんな格好を後ろから見られているだなんて、悶もん絶ぜつするほど恥ずかしい。でもそれ以上に欲望が強かった。

　昨日、彼の太いものを挿いれられて、これまで知らなかった快感を覚えてしまった。またあの快感を味わえると思うと、はしたないほどに身体が熱くなった。

「ええ。いいですね」

　フィッツがぼくの脚のあいだに膝をつき、ズボンをおろす音がした。

　尻を撫でられ、入り口の左右の皮ひ膚ふを親指で引っ張られる。

「ふふ……ひくついてる」

「や……そんなとこ、見ないで……っ」

　これから獣けもののように、戸外で、後ろから犯おかされるのだ。恥ずかしく、なんて淫みだらなことかと思うのに、身体は燃えるように興奮し、期待で震ふるえる。

　広げられた入り口に、猛りの先端がふれた。襞を先端でぐりぐりとこすられる。

「柔らかい。このまま挿れてよさそうですね」

　腰を持たれてグッと腰を進められ、突き挿れられた。

「あ、あ、あ」

　それは昨日よりもスムーズに入ってきて、ゆっくりではあるがよどみなく奥へと進んでくる。

「ああ……朱里、すごく具合がいいです」

　気持ちよさそうに、かすれた声で告げられる。

　太くて長いもので粘ねん膜まくをめいっぱい広げられる、この瞬しゆん間かんはまだ慣れず、ぼくは受け入れることにいっぱいいっぱいだ。

　やがて尻に彼の腹が密着し、すべてを埋うめ込まれたことを知る。

　フィッツが荒あらい息をつき、嬉うれしそうに言う。

「私のペニスの太さを覚えてくれたんですね。昨日より馴な染じんでる」

　自分ではよくわからない。でも昨日よりは楽に受け入れられたから、身体は覚えているのかもしれない。

　突きあげはすぐにはじまった。

「ん……っ、ぁ、ふ……っ」

　ごつごつした彼の猛りで粘膜をこすられると、めまいがするほど気持ちよくて、中が蠢うごめいているのがわかった。

　腰をしっかりとつかまれてなんども抜き差しされると、出入りしている場所が泡あわ立だち、ぬちゅぬちゅと音を立てる。自分の身体が喜んでいる証しよう拠このようで、そんな卑ひ猥わいな音すら興奮の燃料となる。

「朱里、すごく気持ちよさそう」

　本当に、気持ちがよかった。

　グッと奥を突かれるたびに、びゅく、びゅくと前から精を放ってしまう。

「あ、あ……っ、あんっ」

「そんなに大きな声をだしたら、碧たちに聞こえますよ」

　フィッツはたしなめるようにささやきながらも、攻せめ手を緩ゆるめようとしない。どころか、派手な音が鳴るほどに、ぼくの尻に強く腰を打ちつけてくる。

　そんなに激しくされたら喘ぎ声を我が慢まんできなくて、ぼくはＴシャツの裾すそを捲まくりあげ、口に咥くわえた。

「ん……んっ、ぅ」

　すこしはましになったがそれでもくぐもった声を漏らしてしまう。強きよう烈れつな快感に涙なみだが滲にじむ。

「いやらしい眺ながめですね」

　背後から興奮したかすれ声が届いた。フィッツの目には、腰から肩けん甲こう骨こつまでが晒さらされているだろう。乳ち首くびはいじられていないが、外気に晒されて震えている。

「朱里の腰は細くくびれているのに、お尻はふっくらしていて、本当にそそられる。ここに男を受け入れるために作られたような身体からだですね」

　ここ、と言いながら、繫つなぎ目を意識させるように腰を大きくまわされ、突きあげられる。

「んんっ！」

「昨日が初めてなのに、お尻でこんなに感じて、腰をくねらして……ああ、急に締しめつけないで」

　自分の恥はずかしい痴ち態たいをささやかれたせいか、中が締まったらしい。彼が気持ちよさそうに荒い息をこぼした。

　お返しとばかりに激しく抜き差しされ、肌はだと肌がぶつかりあう音が静かな野外にリズミカルに響ひびく。

　誰だれかに見られたら。ばれたらどうしようと恐きよう怖ふを覚えるのに、次々と送り込まれる快感に溺おぼれ、もっとほしいと思ってしまう。

　兄たちにはばれていないだろうかと室内へ視線をむけると、彼らは体勢を変えていた。今度は隼がベッドに仰あおむけに寝ね、その上に兄が乗っていた。兄はこちらに背をむけていて気づいていないようで、先ほどよりも、セックスの様子がばっちり見えた。

　兄の尻のあいだから、太くて長いものが見える。隼の肉棒が兄の中に入っているのだ。

　兄が上下に身体を動かすたびに、隼のそれが見え隠かくれする。

　恐おそろしく卑猥な光景だった。

　自分では見えないが、ぼくの尻もあんなふうにフィッツの太いものに貫つらぬかれているのだと想像すると、火が灯ともったように全身が熱くなった。　>>>♥

「ん、ん、っ……ぅ、あ……っ」

　快感が血流に乗って全身をめぐり、下腹部に集中していく。愉ゆ悦えつの大きな波が押し寄せてくるのを感じ、我慢できずに淫らに腰を揺ゆらすと、身を倒たおしたフィッツに中心を握にぎられた。

　断続的に精を漏もらしていたからそこはぬるぬるしていて、しごかれると声をあげそうなほど気持ちがよかった。前をしごかれながら後ろを激しく突かれ、我を忘れそうな快感にもみくちゃになり、身体を支える腕うでが崩くずれそうになる。内うち腿ももががくがくと震え、電気を帯びたように腰が甘く痺しびれる。最後にいきおいよく奥を突きあげられ、ぼくはたまらず絶頂を迎むかえた。

「──っ！」

　貫かれたところから快感が爆ばく発はつし、背をのけぞらせながら白はく濁だくした欲よく望ぼうを床ゆかに撒まき散らす。

　ビクビクと震えながら解放の快感を味わっているさなかだが、フィッツの腰の動きはとまらなかった。おなじ激しさで奥を突かれる。

「んんっ！」

　達いっているときに動かれるのはたまらなかった。強い刺し激げきに悲鳴をあげそうになったとき、熱いもので奥を濡ぬらされ、彼の動きがとまる。とまったあとも、まだ、どくどくと注がれている。

　溢あふれるほどたくさん中だしされ、彼の欲望で身体の中がいっぱいに満たされた。

　Ｔシャツを口から離はなし、首をひねって後ろへ呼びかける。

「すごい……出てる……？」

「ええ。嫌いやですか？」

「嫌じゃない、です……」

　中にだされると、彼との結びつきが強まるような気がした。

　赤くなりながら首をふると、身体を繫げたまま身を起こされ、あぐらをかいた彼の上にすわらされた。そうして首や肩かた、耳にくちづけられる。

「満足してくれました？　それとももう一回する？」

「も……いい、です……」

　身体はじゅうぶんに満足していた。

　フィッツが微笑ほほえむ気配がした。

「……車内での、デザイナーの話ですけど」

　ぼくの髪かみを撫なでながらぽつりと呟つぶやく。

「じつは嫉しつ妬としました」

　ちょっと照れたような気配が、声に甘く滲んでいた。

「束そく縛ばくするようなことは言いたくないのですが、あまり、ほかの男と食事に行ってほしくないと思います」

　大人だからたいして気にしてないのかと思ったけど、やっぱり嫉妬してくれてたんだ。

　あとになってからそんなことを言うだなんて、ちょっとずるい。きゅんとしちゃったじゃないか。

「はい……」

　頷うなずくと、ぼくを強く抱だきしめる。

「明日あしたは早く帰ってきてくださいね。そうしたら碧たちに遠えん慮りよせず抱きあえますから」

　また明日も……。

　そう考えたら、満足したはずの身体がふたたび熱を帯びそうだった。
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　インターンシップがはじまって、二週間以上が経過していた。

「なんか、アルバイトと変わらないよな」

　真夏の陽ひ射ざしが照りつける中、ショールームの試乗車を手洗い洗車していると、篤志がぼやいた。

「もっと専門的なことをさせてもらえるんだと思ってた」

　篤志は日々の仕事が雑用ばかりなのが不満らしい。

　でもぼくは車にさわっていられたら幸せなので、毎日洗車でもいい。

「学生なんだし、こんなもんなんじゃないかなあ」

　明るく笑って返したとき、歩道からフィッツがこちらへ歩いてくるのが見えた。彼はぼくを目ざとく見つけると店内には入らず、まっすぐこちらへやってくる。

「やあ、お疲つかれさま」

「いらっしゃいませ」

　はにかむようにあいさつすると、見おろしてくるまなざしが優やさしく和なごんだ。

　こんなふうに見つめあっていたら、深い仲だってことが篤志にばれちゃうかも。

「えと、店内へどうぞ。ここは暑いですから」

「いや、朱里の顔を見に来ただけだから、いいです」

　そう告げられてから、耳元でこそっとささやかれる。

「今日も、早く帰れそうですか」

「……はい。たぶん」

「そう。それはよかった。私も早く帰ります」

　なにげない会話のようだが、彼の艶つやめいた声こわ音ねに含ふくまれる意味を感じとり、ぼくは顔を赤らめてしまった。

　彼と初めて抱きあってから一週間以上が経過しているが、あれから毎日抱きあっていた。

　兄たちが帰ってくるまではふたりきりになれるので、その時間に部屋でエッチをしている。だからぼくが早く帰れたら、そのぶんたくさん抱きあえることになる。

「邪じや魔まをしましたね。では、のちほど」

　ひらりと手をふって去っていく彼の後ろ姿を、ぼくは見み惚とれながら見送った。

　格好いいなあ……。

「あれ、今日はもう帰っちゃったのか。女性社員さんたち、がっかりだろうな」

　車のむこう側から篤志が言った。

　フィッツが来ると、女性社員たちが争うようにして飲み物を持ってこようとするのは、日常と化していた。

　そんなにモテるような人とつきあってるだなんて、いまだに信じられない。

「あの人、毎日ここに来るけど、このあとどこに行ってるわけ」

「たぶん仕事だと思う。遊びに行ってるのかもしれないけど」

「ふうん。なにしてる人だっけ」

「……ぼくもよく知らないんだ」

「ああ、そうか。そういえば前にも訊きいたな」

　篤志が思いだしたように言い、でも、と首をかしげた。

「ずいぶん親しそうな感じに見えるけど、仕事も知らないのか？」

「うん……」

　毎日抱きあう仲なのに、ぼくはいまだに彼の正体を知らない。

　ちょっと暗い気分になってしまい、気を紛まぎらわせるように車体を磨みがきながら冗じよう談だんを返す。

「なに？　篤志も彼のことが気になるんだ？」

「いや、なんつーかあの人、生活感がなさそうな感じがしないか？　なにして食ってんだろうなってちょっと思っただけ」

「家ではちゃんと生活してるよ」

　そう答えてみたけれど、じつのところ、生活感のなさはぼくも感じている。浮うき世よ離ばなれした芸術家だからという理由で片付けてしまっているが、仕事や本名を知らないというだけでなく、謎なぞな点は多い。

　たとえばフィッツが家で食事をしているのを、ほとんど見たことがない。まったく食べないわけじゃなく、たまにぼくのつきあいで食べることもあるけど、本当に少量だ。

　いつもどこでなにを食べているんだろう。

　行きつけのレストランがあるなら、ぼくも行ってみたい。

　なにが好物で、なにが苦手か、それぐらいなら訊いてもいいかと思って訊いてみたことがあるけれど、油っこいものがいいとか、漠ばく然ぜんとした答えが返ってきただけだった。

　立ち入るなと言われているから、遠慮して連れん絡らく先も訊けない。

　もっと彼のことを知りたいと思う。好きな人のことなら、なんでも知りたい。それなのに喋しやべるのはいつもぼくのことばかり。

　興味を持ってもらえているのは嬉うれしいけど、ぼくもフィッツのことを知りたいんだけどな。

　毎日好きだと言ってもらえているし、その気持ちを疑うつもりはないけれど、不安になる。

　もう、ここに来て二週間以上が経過しているのだ。つまり、残る日は一週間にも満たない。

　帰るまでに、連絡先ぐらいは教えてもらわないと。

　連絡先も教えてもらえないなんて、遊ばれてるだけみたいじゃないか。

　そうじゃないのだと、信じさせてほしい。










　その日、帰宅したぼくがマンションの駐ちゆう車しや場に車をとめ、エンジンを切ると、直後にフィッツが助手席に乗り込んできた。

「え、フィッツ？」

　周囲に人がいたとは気づかなかったからびっくりした。たしか以前にもこんなことがあったな。

「帰ってきたら、ちょうどこの車が駐車したのが見えて。すこし話しませんか」

　すごい偶ぐう然ぜん。まるでぼくが帰ってくるのを見計らっていたかのようなタイミングだ。

「ここで？」

「ええ、たまには。仕事はどうでしたか。洗車、楽しそうでしたね」

「あは。夏だから、自分も水浴びできて気持ちよくて。この車も洗ってあげたいな」

「車も、洗ってもらえると喜びますよ」

「あはは、ペットみたいですね」

「ふむ。車もある意味ペットに近い部分があるかもしれませんね。この車を洗うときは、私も手伝わせてください。あ、洗車機じゃなく、手洗いで？」

「もちろん手洗いでしょう」

　ぼくのほうから立ち入ったことは訊けない。だから彼との会話は基本的に彼のリードで進んでいくんだけど、彼は絶対にぼくが不快になるような話題をふらないし、ぼくが返事に詰つまったりすると、さりげなくフォローを入れてくれたりするから、会話が途と切ぎれることはない。そしてなんでもない会話でも、フィッツが相手だと楽しくて笑え顔がおになる。

　フィッツも楽しそうに聞いてくれるし、上手に引きだしてくれるから、引っ込み思案でうまく話せないぼくなのに、彼が相手ならば自然と言葉が溢あふれてくる。

　遊ばれているのでは、なんて不安はつかのま忘れた。

「そのうち自分で自動で洗車してしまう車なんていうのも出てくるのでしょうか」

「わあ。それ便利ですね。上からシャワーとモップが出てきたり？」

「漫まん画がでありそうですね」

「塗と料りようがもっと進化したら、洗車する必要はなくなるのかも。でもぼくは、車に手をかけたい派かなあ」

　そんな感じではじめは健全に会話をしていたんだけど、外が暗くなってくるとムードが盛りあがってきてしまって、ぼくたちは車内でエッチなことをはじめてしまった。

「はあ……、ぁあ……ん……」

　ぼくは運転席のシートを倒たおし、仰あおむけの状態で、デニムと下着を脚あしの付け根までおろし、両脚をあげている。尻しりだけをむきだしにして、身体からだをふたつ折りにされた格好だ。

　その上にのしかかるフィッツに、後ろを貫つらぬかれて喘あえいでいた。

「ん……っ、あ、あ……っ」

　はあはあと大きく息をすると、それはなまめかしい喘ぎ声に変化して狭せまい車内に響ひびき、耳からも興奮を高める。

　ここは車内で、いつ誰だれが通りがかってもふしぎではない駐車場。外は暗いとはいえ、中を覗のぞき込まれたら丸見えだ。

　こんな場所では恥はずかしいと思う。でも与あたえられる快楽にはあらがえなかった。

「あ……ぁ、あ、あ……っ、ん、ぁ」

　シートは水平ではなく、すこしだけ傾けい斜しやしている。そのため大きく動けないのか、小刻みに奥を突つかれる。激しくはないその抜ぬき差しは体内を甘く満たした。

　緩ゆるやかに身体の熱をあげられ、快感が蓄たくわえられていく。突かれるたびに先せん端たんから先走りが溢れ、熱に浮かされるように喘ぎ声をあげる。

「朱里。すこし激しくしてもいい？」

「んっ、いい……、気持ち、い……」

　フィッツが身を倒してぼくの肩かたの横に手をつき、腰こしを大きく揺ゆり動かした。その衝しよう撃げきに、強い快感が全身を駆かけ巡めぐった。

「あっ、あん、っ……んん！」

　フィッツの太い猛たけりがぼくの中を激しく出たり入ったりする、そのたびに身体が揺れ、車も揺れる。

　ぼくの先端も揺れ、突かれるたびに白はく濁だくした液が溢れてしまう。

　粘ねん膜まくをぬるぬるとこすられると、気持ちよくてたまらない。もっと激しくしてほしい。気持ちいい場所を、抉えぐるように突いてほしい。

　そんな淫みだらな欲よく望ぼうで頭がいっぱいになり、自分からも腰をふろうとしたが、狭い車内で無理な姿勢をとっているせいで、動けない。

「朱里、だしますよ。いっぱい飲んでください」

　フィッツの腰の動きがいっそう激しくなった。

「あ……あ、やっ……あんっ！」

　奥深くを抉るように突かれ、中に熱を放たれた。その刺し激げきに引きずられるようにぼくも達いった。

　どくどくと音がするほど中にだされ、粘膜がじわりと熱くなる。

「たくさん注ぎましたから、こぼさないでくださいね」

「あ……」

　ずるりと楔くさびを引き抜かれ、それに続いて中にだされた液体がこぼれそうになったが、慌あわてて入り口に力を込めた。シートを汚よごしたら大変だ。

　下着とズボンを直して脚をおろすと、満足そうに吐と息いきをこぼしたフィッツに抱だきしめられた。

「朱里……とてもよかった。いちどあなたを、この中で抱いてみたかったんです」

　フィッツは本当に嬉しそうだった。

　抱きあいながらキスをかわし、余よ韻いんに浸ひたる。

「あの、フィッツ」

　いまなら言ってもいいだろうか。甘い空気と幸福感に後押しされ、ぼくはおそるおそる、ずっと言いたかったことを口にしてみた。

「フィッツは、しばらくは兄のところにいるんですか」

「その予定です」

「あの、ぼくがここにいるのは夏だけですけど……ここを離はなれても、また会ってもらえますか」

　好きだと伝えあって抱きあう仲になったけど、ぼくはこの人のことをほとんど知らない。夏が終わったとたんに繫つながりが途と絶だえる可能性は捨てきれない。言葉だけでいいから約束がほしかった。

「もちろん」

　フィッツはすぐに返事をして、ぼくの不安を払ふつ拭しよくしてくれた。

　よかった。関東に戻もどっても会ってもらえる。

　彼も夏休み中で、兄の住まいに居い候そうろうしているだけだという話だが、普ふ段だんはどこに住んでいるのだろう。ぼくの下宿に近いところだったら嬉うれしいけど。

　立ち入ったことは訊きくなと言われているので、いまだにそんなこともぼくは知らない。

「フィッツも、夏休み中……なんですよね」

　プライベートなことだけど、訊いてもいいだろうかとためらいながら口を開いたとき、フィッツが歯切れの悪い返事をした。

「ええ……でも、私から朱里の住んでいる場所へ行くことはできないんです」

　なんだそれ？

「どうしてですか」

「……すみません。事情があって」

　フィッツは辛つらそうに目を伏ふせた。

　こんなふうに身体を重ねる仲になったのに、まだ教えてくれないなんて。

　事情って、仕事に関すること？　それともほかの理由？

　払拭されたはずの不安が舞まい戻る。

「仕事は無理でも……せめて本名は、教えてもらえませんか。それで調べたりしませんから」

　それぐらいは、と思ったのだけれど、ますます困った顔をされた。

「本当に、名前はフィッツで、名字はないんです」

　やっぱり教えてくれないのか……。

　まだ信用されてないのだろうか。

　口の軽そうな男と思われているんだろうか。

　遊ばれているわけではない、とは思うんだけど。遊びならば、こちらが納なつ得とくしそうなことを適当に言うだろうから。

　好きだという感情と、信用は別物だ。一いつ瞬しゆんで恋こいに落ちることはできても、信用は時間を要する。だからしかたがないのかもしれないとは思うけれども、ぼくがここにいるのは、あと一週間にも満たないことを思うと、焦しよう燥そうが募つのる。

　不安を押し流そうとするように、ぼくはフィッツにキスをした。そのとき。

　フロントガラスをこんこんと叩たたく音がし、ハッとしてそちらへ目をむけると──そこにいたのは兄だった。

　引きつった顔をしている。

　フィッツも顔をこわばらせ、身体を起こして扉とびらを開けた。

　兄の背後には隼もいた。

「おまえら、こんなところでなにしてやがる」

「…………」

　エッチしていたところを見られたかはわからないが、シートを倒たおし、衣服は乱れた状態である。状じよう況きよう的てきに、していましたと言っているのとおなじだった。すくなくとも抱きあってキスしていたのは見られている。

「話は家で聞く」

　兄がどんよりとした面おも持もちでマンションの玄げん関かんホールへ歩いていくのを、ぼくは頭を真っ白にさせて眺ながめてしまった。

　う……う……うわああ、どうしよう！

　数すう拍はく置いてから、衝撃が押し寄せてきた。

　フィッツとの仲がばれちゃったよ！　しかも車の中でしてたのも、きっとばれてる！　この車、兄貴の車なのに！

　エッチに夢中で、人が近づいているのなんて全然気づかなかった。よりによって兄に目もく撃げきされるだなんて。

　うわああ、うわああ！　どうしようっ!!

　なんで今日にかぎって兄貴も隼も帰宅が早いんだ！　いつもはもっと遅おそいのに！

「フィッツ、フィッツ、どうしようっ」

「ともかく行きましょう。あまり待たせないほうがいい」

　フィッツに促うながされ、パニックになりながら車から出た。

「歩けますか。きついようなら、抱かかえますが」

「いえ。だいじょうぶです……」

　フィッツに抱えられながら家に戻ったりしたら、兄にどんな目で見られるか。

　エッチのあとで脚に力が入りにくいけどそうも言っていられず、どうにか自力で歩いてフィッツとともに家へ入ると、兄たちはダイニングキッチンで待っていた。

　うう、気まずい。

　兄は椅い子すにすわり、テーブルに肘ひじをつき、目元を両手で覆おおっていた。隼はそのとなりにすわり、いたわるように兄の背を撫なでている。

　そんな兄へ、フィッツが深々と頭をさげた。

「碧、ごめんなさい」

　兄がどんよりとした声をだす。

「……フィッツ。俺、朱里に手ぇだすなって言ったよな……約束したよな」

「約束しました。破って申しわけない。朱里のことを好きになってしまって、我が慢まんできなかったんです」

　沈ちん黙もくが落ちる。

「兄貴……今日は早かったんだね」

「……仕事が早く終わったんだ」

　兄はぼくのほうを見ず、どんよりと答える。

「朱里、おまえ、こいつに言いくるめられて、わけわからんうちにいいようにされたわけじゃないよな」

「そ、そんなんじゃないよ。ぼくもフィッツのことが、好きで……」

「……だったらいいが。でも車の中では、やめてくれ」

「ご、ごめんなさい……」

「まさかこれまでも、車の中で……？」

「いや！　そ、それはないよっ。本当に、車でしたのは今日が初めて──っと、いや、その……」

「…………」

「碧。車内でと誘さそったのは私です。責めるなら私を」

　フィッツがぼくをかばう。本当は、どちらからともなくって感じでなだれ込んだのだけれど。

「……もういい。とにかく車内では、もうするな」

「はい……」

　いたたまれない空気が続くが、嬉しい気持ちも芽生えていた。

　フィッツが兄に、誠実な態度でぼくを好きだと言ってくれた。そしてぼくも、彼が好きだと言えた。

　代だい償しように恥はずかしい思いはしたけれど、兄にも知られる仲になったんだ。

　フィッツの態度から、すくなくとも、遊ばれていると不安になる必要はないのだと思えた。

「朱里、シャワーでも浴びてきたらどうだ」

「あ、うん。じゃあ、お先に……」

　兄もぼくがここにいると気まずいのだろう。促されて、素す直なおに浴室へむかうことにした。

　浴室の扉を閉める間ま際ぎわ、隼の声が届いた。

「フィッツは、碧さんにひと目め惚ぼれしたんじゃなかったのか」

「いまは朱里だよ」

「軽いやつだな」

　え……。

　聞こえてきた会話に耳を疑った。

　フィッツは、兄のことが好きだった……？

　それって、どういうことだ。

　好きになったのは、ぼくが初めてじゃなかったの？

　混乱し、棒立ちになる。

　たしか未経験だと打ち明けてくれたとき、こういうことをしたいと思ったのはぼくが初めてだって言っていた。ということは、性的な意味で人を好きになったのは、ぼくが初めてってことだと解かい釈しやくしたんだけど、違ちがったのだろうか。

　べつの解釈のしかたがあるのだろうか。

　兄が好きだったけど、エッチなことをしようと思うほどでもなかった、とか。

　それとも、兄にはすでに隼がいたから、好きだったけどはじめから諦あきらめていたとか。

　好きすぎて手をだせない、なんてこともあるだろうか。

「……そういうこと、なのかな……」

　彼らの会話はすぐにべつの話題に移ってしまったので、詳しよう細さいはよくわからないけれど、会話の様子からすると、過去に兄にひと目惚れしたのは事実のようだ。

　自分とおなじように、フィッツも初はつ恋こいなのだと勝手に思ってしまったけれど、冷静に考えればそんな都合のいい話があるわけがなかった。あんなに素す敵てきな人が、これまでの人生で恋のひとつもしてこなかったなんて、おかしいじゃないか。

　フィッツは兄のことを、いまはどう思っているんだろう。

　ちゃんと諦めて、ぼくに気持ちをむけてくれているんだろうか。

　未練があったりしないだろうか。

　思えば、フィッツはたびたび兄のことを話すし、ぼくを褒ほめるときなど、なにかにつけて兄を引きあいにだす気がする。

　それに深い意味はないと思っていたけれど、兄と比ひ較かくされていたんだろうか。ぼくと話しながら、兄のことを考えていたんだろうか。

　もしかして、ぼくは兄の身代わり、なんてことは……。

　想おもいが届かないから、弟で妥だ協きようしておこう、なんて……。

「そんなことは、ない、よね……？」

　フィッツが兄を好きだったという過去は衝しよう撃げき的すぎて、動どう揺ようが収まらない。不安になってひとりで勝手に妄もう想そうして、もやもやしてしまう。

　ほとんど機械的にシャワーを浴び、静かに脱だつ衣い所を出ると、兄の部屋のほうからフィッツの声がした。

「私は話したい」

「いや、だけどなあ。口止めした俺が悪いんだけどさ、でもそんなことになるなんて思わなかったし。いまさらばらしたら、どうかな」

「気味悪がられるでしょうか」

「わからんけど……」

　いまいち詳くわしくわからないが深刻そうな雰ふん囲い気きで、ぼくとフィッツの仲に関することのような気がした。

　そっと兄の部屋のほうへ近づいてみると、部屋の扉とびらが開いていて、真向かいにすわっていた兄がぼくに気づいて口を閉とざした。いっしょに部屋にいた隼もフィッツも口を閉ざし、不自然にぼくから目をそらす。

「あー、夕飯なににするかな。朱里、いっしょに作るか」

　兄がどっこいしょと立ちあがり、ぼくを促うながす。

　なんだろう。ものすごく、疎そ外がい感かんを覚える。

　この三人にとって、ぼくはまだ部外者でしかないんだ。そう思うと、なんの話をしていたのか訊きくこともできず、ぼくは黙だまって兄に従うしかなかった。







　　　　八







　翌日、ぼくは体調を理由に帰宅後のエッチを拒こばんだ。フィッツはぼくの態度の微び妙みような変化に気づいたようだけど、踏ふみ込むことはせず、様子を見るような、気き遣づかうような言葉がけにとどまった。

　彼へのわだかまりをなくすことができなくて、もやもやした気分で一日を過ごした、翌、土曜日。

　その日は夜から地元の花火大会があり、兄が四人ぶんの浴衣ゆかたをだしてきた。

「え、なに。みんなで着て行くの？」

「おう。問答無用で着てもらう」

　なんでもその浴衣の柄がらには、兄の勤める印刷会社で新たに開発されたプリント技術が使われているらしい。宣伝のために、社員はこれを着て街を歩けという命令が出て、支給されたのだとか。

「浴衣なんて、子供の頃ころ以来だよ。帯、どう結ぶの」

「任せろ。会社で習ってきた」

　兄が全員の着付けをしてくれて、ほどよい時刻に家を出た。

　花火があがるのは街の中央を流れる川の河か川せん敷しきで、さほど遠くないので散歩がてら歩いていく。

「お、はじまったな」

　下げ駄たをカラコロと鳴り響ひびかせながら近づいていくうちに花火のあがる音が聞こえてきた。

　かき氷や焼きそばなどの屋台も出はじめ、夜祭りらしい独特な雰囲気の中、高校生カップルや親子連れ、親族一同らしき団体などなど、行き交かう人も増えてきて、浴衣の人もちらほらと見かける。たいていは若い女性ばかりだ。男性で浴衣を着ている人はあまりいない。

　そんな中、ぼくたち四人は、もとい、ぼくを除いた三人は、人ひと混ごみの中でも異様に目立っていた。

　ふつうの格好をしていても格好よくて目立つのに、浴衣なんて着てるからなおさら注目を集めている。

「……隼、やっぱ目立つよなあ……」

　兄がうちわを扇あおぎながらぼそりと呟つぶやくのが聞こえた。どうやら兄の目には、注目を集めているのが隼だけに見えるらしい。でもぼくから見たら兄も目立っている。そしてフィッツも。

　フィッツは紺こん色いろの伝統柄の浴衣を着ていて、それが彼の大人の雰囲気にとてもよく似合っていた。

　ぼくのは白地に茶色の縦たて縞じまで、似合う人が着ればさまになるんだろうけど、ぼくが着ると子供っぽさが強調されているように思えた。

　隼は黒っぽい生き地じ。兄のは紺色に細かな柄が入っている。

　ぼくよりも、兄とフィッツが並んだほうが見み栄ばえがよくて、お似合いだった。　>>>♥

　二日前までだったら、単純にフィッツに見み惚とれることができたのだが、いまは兄の存在を意識してしまい、必要以上に卑ひ屈くつな思考になってしまう。

　フィッツが好きだったのは兄。

　それがどうしても頭にこびりついて離はなれない。

　フィッツの好きだった人が、隼だとか、見知らぬ他人だったならばここまで動揺しないだろう。過去のことだと割りきることができただろう。

　だが生まれたときからよく知っている兄弟となると、特別な感情が入り込んでしまう。

　兄はぼくと違って、見た目も性格も男らしくて格好いい。フィッツが好きになってもふしぎじゃない。

　兄と比較すると、なんでぼくなんかを好きになったんだろうって思ってしまう。

　兄はぼくが知らないフィッツの事情も知っている。ぼくよりも強い絆きずながあり、信しん頼らい関係にあるのは明白だ。

　ぼくは彼の恋こい人びとのつもりだ。けれどフィッツとの絆の強さは、兄に完全に負けていると思う。

　ぼくより兄のほうがつきあいが長いのだからしかたがないのかもしれないけど、嫉しつ妬とを覚えてしまう。

　本当にフィッツは兄よりもぼくのことが好きなのか。

　好きだと言ってくれたフィッツを信じたいと思う。でもいまだに名字すら教えてもらえないということが引っかかっていて、信じきることができない。

　三日後にはぼくは帰るのに。

　フィッツは今後もぼくとつきあってくれるつもりがあるのだろうか。

　浮うかない思いを抱いだいて歩くうちに河川敷に着いた。

「この辺ですわって見るか」

　土手の空いたスペースに兄と隼がすわる。

「私はかき氷を買ってきます」

　フィッツは兄にそう言うと、笑え顔がおでぼくを誘さそった。

「朱里、つきあってくれますか」

　彼とふたりきりになるのはためらいがあったけれど、その甘く優やさしい微笑ほほえみには拒むことのできない引力があり、ぼくは頷うなずいて、彼に従った。

　河川敷一帯は、いったいどこからこれほどの人が来たのかというほど混みあっていて、はぐれないようにとフィッツがぼくの手を握にぎってくれた。

　好きな人と手を繫つないで夜祭りデート。それはとても嬉うれしいことだと思うのに、素す直なおに喜べなかった。

「元気がないですね」

　フィッツが人混みをすり抜ぬけながら、さりげない口調で言う。

「私たちの仲を碧に知られてから、かな」

　ちらりと、こちらに視線が流れる。

「碧に知られたくなかった？　それとも私との関係が、嫌いやになった？」

　ぼくは唇くちびるに力を込めた。

　言いたくて、でも言えずにいた胸のもやもやを、すこし迷った末に、ためらいながら口にする。

「フィッツは、兄貴にひと目め惚ぼれしたって……隼が話しているのが聞こえたんです」

「ああ、それか……」

　納なつ得とく、というように、彼が吐と息いきを漏もらした。

「その、恋人の……行こう為いをしたいと思ったのはぼくが初めてだって言ってたけど、ほんとはそうじゃなかったのかな、とか……兄貴のこと、いまはどう思っているのかな、とか……」

　土手をおりたところにかき氷の屋台があり、そちらへむかう。だがフィッツはそこを通りすぎた。

「すこし歩きながら話しましょうか」

　カラコロと下駄を鳴らしながら、ゆったりと人の流れに乗る。

　後方で、花火があがった。

「碧との出会いの経けい緯いは事情があって詳くわしく話せないのですが、彼への気持ちについて、お話しします」

　フィッツがそう前置きして、静かに話しだした。

「私は以前、信じていた人に捨てられたことがありまして。絶望していたときに拾ってくれたのが、碧なんです。私にとって恩人で、希望を与あたえてくれた大事な人です」

　フィッツの足は人の流れからはずれ、屋台のない路地のほうへむかう。手を引かれているぼくも、素直についていく。

「本当にあのときは、彼が女め神がみのように思えた。これからは彼のために生きようと思った。大事な人だと伝えたくて、ひと目惚れしたと口にしたことがあります。碧を喜ばせたくていろいろ考え、彼が望むなら、抱くこともやぶさかではないと思ったこともあります」

　薄うす暗ぐらい路地に入ると、フィッツが歩みを緩ゆるめ、ぼくを見おろした。

「でも私はあなたに出会って、知りました。親愛の情と恋れん慕ぼの情の違ちがいを」

　花火があがり、彼の顔に光が当たる。

「碧を自主的に抱きたいとは思わない。以前信じていた人にも、思ったことはなかった。でもあなたに対しては、我が慢まんできないぐらい抱きたいと思ってしまった。碧から、あなたに手をだすなと言われていたのに。恩人の碧の言葉は私にとって絶対です。それなのに、あなたを求める気持ちを抑よく制せいできなかった」

　周囲には誰だれもいない。ぼくは歩みをとめ、彼を見あげた。彼も足をとめる。

「朱里には、碧に対する気持ちとはまったく異なる感情を抱いています」

　彼の瞳ひとみが静かに、真しん摯しな光をたたえてぼくを見つめる。

「碧が隼と抱きあっていても、私はなんとも思いません。むしろ彼らが仲良くしているのをほほえましく思います。でもあなただと、ほかの男と話しているのを見ただけでも嫉妬します。あなたがほかの男と抱きあうなんて、想像しただけでも胸が苦しくなる。あなたを自分だけのものにしたくて、ほかの誰にもふれさせたくない」

　ぼくの手を握る彼の手に、力が込められる。

「碧は、出会ったときからいまに至るまで、変わらず、大事な人です。でもあなたに対する想おもいは、日ひ毎ごとに強くなる。自分でもとまどうほど」

　真しん剣けんに切々と語られる彼の想いに、ぼくは息をするのも忘れて聞き入った。花火の音も、耳に入らない。

「一昨日おとといから距きよ離りを置かれるようになって、正直、不安でした」

「……あ……」

「私には話せないことが多くて、それによってあなたが不安に思っていることは、感じています」

　彼の瞳が、せつなげに細められる。

「すべて打ち明けてしまいたいと思ったりもします。でも私は、あなたに愛される自信がありません。本当のことを伝えたとき、あなたが変わらず私を愛してくれるか……自信がなくて」

「そんなこと……」

「本当に、私は自信がないんです」

　格好よくて運転もうまくて、なんでもそつなくこなしそうな大人の彼が、自信がないと言う。

「それは……ぼくに言えない事情のせいですか。それとも過去に、信じていた人に裏切られたせい……？」

「どうでしょう……事情のせい、かな」

　フィッツはぼくの正面に立ち、ぼくのもう一方の手をとった。

「本当にあなたが好きだから、伝えなければいけないと思っています。でも、本当に好きだから、あなたを失いたくなくて、言うことができない」

　両手を重ねられ、その上から彼の両手に包み込むように握られる。

「あなたを失うのが、怖こわいんです」

「……ぼくは、兄貴の身代わりじゃないんですね」

　フィッツの瞳が驚おどろいたようにぼくを見る。

「身代わりだなんて。兄弟でも、ふたりはまったく違うじゃないですか。身代わりになんてなりえないでしょう」

「ぼくのことが好きだと、信じていいんですね」

「私が好きなのはあなたです。私がこの手で守りたいと思う、唯ゆい一いつの人です」

　きっぱりと告げられて、不安定に揺ゆれていた心が落ち着いてくる。

「私は、あなたが関東へ戻もどっても、おつきあいを続けたいと思っています。事情があって私からそちらへ伺うかがうことは難しいのですが、もし迷めい惑わくじゃなければ、毎日電話するつもりですし」

　彼の真摯な態度と言葉に、不安がみるみる解けていく。それにともない、じわじわと頰ほおが熱くなってくる。

　これだけ言ってもらえたら、もう、じゅうぶんだと思えた。

　不安になったり疑ったりするのはやめて、この人を信じよう。

　名字や仕事のことは、彼自身が話してくれるまで待とう。いつか必ず、打ち明けてくれる日が来ると信じて。

「電話、毎日してくださいね。ぼくも毎日します」

　ぼくは微笑んで彼との距離を縮め、ひたいを彼の肩かたへあてた。

「ぼく、あなたのことを信じます。あなたになにを打ち明けられても、受け入れられるように覚かく悟ごしておきます。でもきっとなにを言われても、ぼくはあなたが好きです」

　彼の手が緩んだので、ぼくは彼の背中に腕うでをまわし、抱だきついた。

「あなたが好き」

「朱里……」

「ぼくのことを、信じてください」

　どん、とひときわ大きな音が夜空に響ひびいた。

「朱里、顔をあげて」

　彼の手がぼくの頰にふれる。

「キスがしたい。いますぐ」

　甘く優やさしい声に頰が染まる。

　ぼくもキスしたい気分だった。でもここでは恥はずかしい。

「あの、ここじゃ……大通りから見られちゃいます」

「抱きあうのはよくても、キスはだめ？」

　フィッツはからかうようにクスクスと笑うと、ぼくの手をとって歩きだした。

「あそこへ行きましょう」

　すこし行ったところに杉すぎの大木に囲われた鳥居があった。

　ちいさな神しん殿でんがあるだけのひっそりとした神社で、明かりもなく、誰もいない。

「ここなら見られないでしょう」

　神殿の裏へまわると、顔を仰あおむけられ、貪むさぼるようにくちづけられた。

「はぁ……ん……」

　口内の粘ねん膜まくをあますところなく舐なめられ、深く舌を絡からめられる。いったん引いた彼の舌を追いかけるようにして、ぼくも彼の口へ舌を忍しのばせた。唇くちびるの内側を舐め、彼の舌先を舐めると、彼の舌が伸のびてきて、重ねられた。

　感じやすい側面をぬるりと舐めあげられ、腰こしにツキンと甘い痺しびれが走る。

「ふ、あ……ん、ん……っ」

　なんども角度を変えてキスをして、息があがってくる。濡ぬれた唇同士がこすれる感かん触しよくさえ気持ちよくて、快感で頭がぼうっとしてきた。

　愛あい撫ぶを受けているのは口だけなのに、全身が快感に満たされて力が入らなくなってくる。

　濃のう厚こうなキスは長いこと続き、ずっとこうしていたいと思えるほど身体からだを蕩とろかされ、熱くされた。

　唇を離はなされても快感の余よ韻いんで陶とう然ぜんとしていると、強く抱きしめられた。

「すみません。唇が赤く腫はれるほどしてしまいました」

　顔をあげると、濡れた唇を指先で撫なでられた。そこはぽってりと熱を帯びていて、さわられるとじんじんした。

「痛みますか？」

「ううん。気持ちよかった……」

　彼の瞳が嬉うれしそうに、でもなかば困ったように見おろしてくる。

　どうしてだろう。

　その疑問はまもなくあきらかになった。

「どうしよう朱里。キスだけじゃ収まらなくなってしまいました」

　腰を押しつけられ、彼の中心が硬かたくなっていることを知らされた。

「あ」

　腰にまわされた彼の手がぼくの尻しりを撫で、割れ目を探さぐる。

「だめ？」

「だ、だめです」

「でも、朱里に収めてもらわないと、どうにもなりません」

　そんなこと言われても。

　ぼくの身体も熱くなっている。でもさすがに、ここじゃ……。

　困っていると、見おろしてくるフィッツの瞳ひとみに淫いん靡びな色が滲にじみだした。

「では、こうしましょう。あなたのちいさなお口で咥くわえて、慰なぐさめてください」

　あらがい難がたい魅み惑わく的な声でささやかれ、唇を撫でられる。

「それだけですぐに達いけそうです」

　口でなんて、それだって恥ずかしい。

　どうしよう……。

　ぼくは身体を離し、彼の股こ間かんへ視線を落とした。硬いものが、浴衣ゆかたを押しあげている。

　このままじゃ、たしかに戻れないだろう……。

　いつもぼくの体調や気持ちを最優先してくれる彼が、これほど自分の欲よつ求きゆうを訴うつたえてくるのもめずらしいことで、応こたえてあげたいとも思う。

「…………」

　恥ずかしいけど……それで満足してくれるなら……。

　悪あく魔まの甘言にそそのかされるような気分で、ぼくはのろのろと地面に膝ひざをついた。

　彼の浴衣の前まえ身み頃ごろを捲まくり、下着をおろすと、硬く滾たぎったものがいきおいよく飛びだし、ぼくの目の前に突つきだしてきた。

　こうして間近で見ると、彼のものはぼくのとは比べものにならないほど大きくて、怖おじ気づきそうになった。

　長くて太くて、幹に張り巡めぐらされた血管は恐おそろしいほどにごつごつしていて卑ひ猥わいだ。いつもこれに後ろを貫つらぬかれて快感に喘あえいでいるのだと想像すると、なにもしていないのに下腹部が熱くなり、腰が疼うずくような気がした。

　ぼくはつばを飲み込み、大きく反り返ったそれへ両手を添そえると、口を開けて顔を近づけ、まず舌先で先せん端たんにふれた。

　そのままぬむっと口の中へ含ふくむ。

　大きすぎて、口をめいっぱい開けないと入らない。全部は入らないが、どうにか奥まで咥え込むと、口の中が彼でいっぱいになった。それから舌で裏筋を舐めるようにしながら口からだしていく。

　自分とキスしただけで、これほど興奮してくれている。彼に求められているのだと感じることができて嬉しかった。その求めに応じようと精いっぱい頰ほお張ばった。唇で圧をかけるように、ぬるぬるとだし入れする。

　唇はキスで充じゆう血けつし、敏びん感かんになっている。大きくて苦しいのだけれど、猛たけりに浮うき出た血管のでこぼこに唇を刺し激げきされ、快感を覚えた。

　口に入れていくとき、先端を上うわ顎あごにこすりつけるようにすると、それもすごく気持ちがよかった。そういえばキスをされたときにそこを舐められても気持ちがよかったと思いだす。

　どうしよう、気持ちいい。

「ん……ふ……」

　男のものを咥えて感じてしまうだなんて、我ながらいやらしすぎる。そんなの恥ずかしいと思うのに身体は正直に反応し、中心が硬くなってきてしまった。

　口の中にあるそれも、硬さを増している。

　口に咥えるのも気持ちいいけど、これを後ろに挿いれてほしくてたまらなくなった。

　毎日するのがあたりまえになっていたから、昨日一日していないだけでも欲求不満で身体が疼いてしまう。

「朱里、いやらしい顔してる」

　指し摘てきされて、頰ほおが熱くなる。

　ぼくが我が慢まんできなくなる前に早く達ってもらおうと、強く吸ったら、彼の先端から先走りが溢あふれてきた。

　それを舐めると、甘いような苦いような、ふしぎな味がした。

　精液って、こんな味……？

　舐めた経験なんて初めてだけど、なんだか想像していたのと違ちがって、おいしい。

「もしかして、朱里も感じてる？」

　フィッツが小首をかしげて見おろしてくる。

　ハッと気づくと、ぼくの股間は浴衣の上からでもわかるほどしっかりと膨ふくらんでいた。

　うわ、と焦あせったとき、肩かたを押されて口を離された。

「んぁ」

　彼の猛りが口の中からだされ、ぶるんとしなった。それは赤黒く、限界まで反り、ぼくの唾だ液えきをまとっていやらしく濡れ光っている。

「ごめんなさい。やっぱり朱里と繫つながりたい」

　腕うでを引かれて立ちあがると、身体を反転させられて、すぐそばにあった杉の大木につかまるよう促うながされ、腰を後ろへ突きだす格好をさせられた。

「あの、あの」

「そんな姿を見せられたら、我慢できません。朱里も挿れてほしいでしょう」

　こんなにはっきりと股間を膨らませておきながら、嫌いやとも言いにくい。本音は挿れてほしい。しかしここは公共の場だ。

「で、でも、もし誰だれか来たら」

　浴衣の裾すそを腰までたくしあげられた。

「浴衣だから、すぐに隠かくせますよ」

　下着をおろされる。

「でも、その……神様のいる場所ですよ」

　彼がぼくの後ろでひざまずいた。

「祭りの夜です。羽目をはずしたカップルがいても、大目に見てくれますよ」

　両方の尻をつかまれ、そのあいだにある入り口に、ぬめった舌を這はわせられた。

「んあ……っ」

　熱くぬめった舌が、中に潜もぐり込んでくる。

　驚おどろいて腰こしを引きかけるが、がっしりと尻をつかむ手に引き戻もどされ、舌に奥まで犯おかされた。

「や、やあ……っ、そんなとこ……っ」

　柔やわらかいのに弾だん力りよくのある舌を挿れられ、初めて覚えさせられる快感に腰が震ふるえた。

　ぬるぬるとだし挿れされ、届きそうで届かない焦じれったい快感に腰をふりたくなる。太い木の幹にすがりついて、もだえるような快感に耐たえた。

　やがて舌を抜ぬかれ、代わりに指を二本突き挿れられた。

「あ……あん、あ」

　指は左右の人差し指だった。その二本で入り口を左右に開かれ、できた隙すき間まにふたたび舌を差し込まれる。

　指も舌も入り口を広げることに徹てつしていて、いいところにはふれてくれない。もどかしさに泣きそうになる。

　たっぷりと中を濡ぬらされて、溢れた唾液が内うち腿ももを伝う。

　さわられてもいない前からも、先走りが溢れて地面に滴したたった。

「お願い……もう、してくださ……っ」

　前も後ろもトロトロで、耐えきれなくて、場所も忘れてすすり泣くように訴えると、指と舌を引き抜かれた。

「こんな場所ですけど、いいんですか？」

　意地悪く尋たずねられる。エッチのときの彼は、ちょっぴり意地悪なことを言う。

「……いい、です……」

　羞しゆう恥ちで首まで赤くしながら、続きを求めた。

「朱里は本当にかわいい」

　ふふ、と微笑ほほえまれながら、腰にくちづけられた。

　そのまま後ろから貫かれるのだろうと思っていたら、身体からだのむきを戻され、正面からむかいあう。

「恥はずかしがっているあなたの顔を見ながらしたい」

　濡れた目め尻じりを拭ぬぐわれる。

　興奮で色気の増したまなざしに微笑まれ、片かた脚あしを抱かかえあげられた。

　下着を抜きとられ、下げ駄たが落ちる。

「あ……こんな……」

　肩につくほど高く片脚を持ちあげられ、バランスを崩くずして彼にすがりついたとき、入り口に猛りをあてがわれた。

「後ろの木に背中を預けて」

　言われて、背中を丸めるようにして木にもたれた瞬しゆん間かん、熱い肉棒を押し込まれた。

「あ……あ、ぅ……」

　無理な体勢だというのに、ぼくの身体は嬉き々きとしてそれを吞のみ込んだ。

「朱里は身体が柔らかいから、どんな格好でも私を受け入れられますね」

　ずぶずぶと入ってくるそれを、粘ねん膜まくが蠕ぜん動どうして奥へと誘さそい、柔らかく締しめあげる。

「すごい。吸いついてきます」

　フィッツが興奮して荒あらい息を吐はいた。

「あ……あ…ぁ、ん……」

　初めて受け入れたときは圧あつ迫ぱくされて苦しかったのに、いまでは彼の太いものでそこをめいっぱい広げられることがたまらなく快感だった。そして抜き差しされると、身も世もなく泣いてよがってしまう。

「ア、あん……っ、は、ぁ……」

　律動がはじまり、突つきあげられると、身長差で身体が浮いた。下におろしていたほうの脚が地面につかない。それに気づいた彼の腕に膝ひざ裏から掬すくうように抱えあげられ、とっさに彼の首に腕を伸のばしてしがみついた。

　いちど、両脚を抱え直すように反動をつけて揺ゆさぶられると、身体が浮ういて楔くさびがわずかに抜けた。そして次の瞬間、重力で落ちた身体にいきおいよく楔が突き刺ささる。

「ああっ！」

　中のいいところを鋭するどく抉えぐられ、強い快感が脳天まで突き抜ける。もういちど揺さぶられ、顎あごを反らして嬌きよう声せいをあげた。足の指に引っかかっていた下駄が飛んでいく。

　いま、ぼくの体重の大部分を支えているのは彼の猛たけりだけだ。揺すられて、身体が落ちるたびに彼の下腹部に受けとめられ、根元まで深々と嵌はめ込まれる。

「ん、あっ、ァあんっ、や、激し……っ」

　あまりにも激しい快感におかしくなりそうで、泣きながら首をうちふると、抜き差しがすこしだけ緩ゆるやかになった。

　しかし緩やかになると、そのぶんゆっくりと粘膜をこすられるわけで、彼の猛りの張り出た部分や、ごつごつした幹の感かん触しよくをつぶさに感じ、それはそれでたまらなかった。

「はぁ……ぁ……は……あ」

　フィッツに、感じているいやらしい顔を見られている。恥ずかしいけれども繕つくろう余よ裕ゆうもなく、口を開いて快感に喘あえぐ。

「お尻しりの中、気持ちいい？」

「ん、っ……ごりごりして、気持ちい……」

　繫がっているところは、蕩とろけそうなほど気持ちよかった。実際そこは熱を帯び、ぐちょぐちょに濡れている。フィッツはすこし精を放ったのかもしれない。抜き差しするたびに、そこからぐぷ、ぐぷ、と濡れた音がし、滲にじみだしたものがトロトロと地面に滴り落ちていくのを感じた。

　ぼくのものも、突かれるたびに震えながら、すこしずつ溢あふれさせている。

「しっかりつかまって」

　ふいに、杉すぎの木に背を押しつけられ、抜き差しを大きくされた。猛りの先せん端たんから根元まで全体を使って、激しくこすりあげられる。

「あっ、あっ……！」

「こう、大きくこするのと」

　彼はそこで言葉を区切ると、今度はいったん猛りを根元まで収め、小刻みな抜き差しをして奥を重点的に突いた。

「こうやって奥をたくさん突くの、どっちが気持ちいいですか？」

「っ、あん、あ……っ、……どっちも、好き……っ、ん……ァ、気持ちい……っ」

　なにをされても気がくるうかというほど気持ちがよかった。熱と快感を送り込まれて我を忘れて溺おぼれ、身体が最高に昂こう揚ようする。

　花火が連打する音に追いたてられるように快楽の塊かたまりがせりあがってきて、弾はじける限界まで押しあげられる。

「お尻、熱い……っ、あ、ん……達いく……、あ、あ、達っちゃう……っ」

　奥をたて続けに突かれ、火花が散るような強きよう烈れつな快感を覚え、ぼくは大きく開かされた脚をビクビクと痙けい攣れんさせながら欲よく望ぼうを爆ばく発はつさせた。

　達った反動で中が蠢うごめき、収まっている猛りを絞しぼりあげたようで、その刺し激げきで彼もちいさく呻うめいて熱を放った。

「あ、あ……」

　花火の火花がちらちらと舞まい散りながら落ちていくように、身体の中に解放の快感が広がっていく。

　すがりついていた腕うでから力が抜けかけ、落ちそうになる。

「おっと」

　フィッツが楔を抜き、ぼくを抱えておろしてくれた。

「だいじょうぶ──」

　優やさしく問いかけてくれた彼がそのとき突とつ然ぜん、衝しよう撃げきを受けたように目を見開いた。

「フィッツ？　どうし……」

　そして次の刹せつ那な──消えた。

「……え」

　忽こつ然ぜんと、彼の姿が消えてしまった。

　はじめから存在などしなかったように、跡あと形かたもなく。

「……フィッツ……？」

　なにが起きたのか理解できなかった。辺りを見まわしたが、暗い境けい内だいにはぼく以外の人の姿はない。杉の木がサワサワと風にざわめき、ときたま、花火の音が地面を震ふるわせる。

　落ち着いて、冷静に考えようとしてみたけれど、うまくいかなかった。得体の知れない世界に突然放ほうり込まれたような混乱。しばらく茫ぼう然ぜん自じ失しつしていたが、ふと兄の存在を思いだし、下着と下駄を履はいてふらふらと河か川せん敷しきへむかった。

　もし兄までいなくなっていたらどうしようかと不安を覚えたが、土手に戻もどってみると、兄と隼は変わらぬ様子で花火を眺ながめていた。

「兄貴」

　呼びかけると兄はなにげなく顔をあげ、それからぼくの様子を見てまばたきした。

「朱里？　どうした。フィッツは？」

「それが……急に消えちゃって……」

　ぼくは途と方ほうに暮れたように言った。

「消えた？　おまえを置いて、ひとりでどっかへ行ったのか？」

「違ちがうんだ。そうじゃなくて……目の前で、突然姿が消えちゃったんだ……」

　こんなことを言って、信じてもらえるとは思えなかった。でもほかにどう言ったらいいのかわからない。

　なに言ってるんだよおまえ、などと呆あきれた顔をされるだろうと思ったのだが、予想に反し、兄と隼は険しい顔をした。

「碧さん。本体になにかあったんじゃ」

「かもな。家に戻ろう」

　ふたりは頷うなずきあうと、すばやく立ちあがる。

「朱里、行くぞ」

　足早に土手をおりる彼らのあとを、ぼくはわけがわからぬままについていった。

　マンションの駐ちゆう車しや場へ着くと、兄の車の前にフィッツが立っていた。

「え……なんで」

　神社で消えたのに、どうして。いつのまにここへ？

　驚おどろきながら兄たちと駆かけ寄る。

「フィッツ！」

「車上荒あらしにやられました」

　フィッツが兄に言う。

　車へ目をむけると、サイドガラスが割られていた。

「だいじょうぶか。おまえの身体からだは」

「胸に傷を負いました」

　辺りは暗く、紺こん色いろの浴衣ゆかたの上からでは見えにくいが、胸むな元もとが濡ぬれていて、出血している様子だった。

「手当てはどうすりゃいいんだ。傷は深いのか」

「たいしたことは。本体を修理していただければ問題ないかと」

「すぐ手配する。しっかしなんで。高価なものなんか入ってないのに」

「酔よっ払ぱらいでしょうか。運が悪かったです」

　フィッツはけがをしているようなのに冷静に答えている。そして、ぼくのほうは見ようとしない。

　兄が警察に届け、保険会社に連れん絡らくをするのを横目で見ながら、ぼくは彼に一歩近づいた。

「けがをしたんですか？　車上荒らしとけんかしたんですか？」

　突然神社から消えた彼がなぜここにいるのかという疑問はあるが、フィッツと兄の会話から、ここで車上荒らしと揉もめたらしいとぼくは解かい釈しやくした。

　でも、彼は首をふった。

「そうではないんです」

　フィッツが苦しげなまなざしでぼくを見おろした。ひと呼吸置いて、ささやくようなちいさな声で告げる。

「私は、車なんです」

　ちいさく静かな声だったが、はっきりと聞こえた。でも、意味がわからなかった。

「……え？」

「私の本体は、この車です」

　もういちど言われたが、やっぱりよくわからなかった。なにかの比ひ喩ゆ的な言いまわしなのだろうかと考えてみるが、見当がつかない。

「……いったいどういうこと……」

　困こん惑わくして呟つぶやくぼくの横で、通話を終えた兄がため息をついた。

「言っちまったか……」

　ふり仰あおぐと、兄は苦く渋じゆうに満ちた顔をして、頭に手をやっていた。ぼくの視線を避さけるように横へ視線を流している。

「兄貴……？」

「あー。あのな」

　観念したように、兄の視線がこちらをむいた。

「覚えてないか。ちいさい頃ころ、俺の三輪車──のときはおまえはまだ生まれてないか。自転車のとき──も一歳ぐらいだったか……」

　覚えてるわきゃないな、と独りごちてから、兄は説明を続ける。

「えーとな。なんか知らんけど、俺、変な能力があるみたいでな。俺の所有する乗り物は、人の姿になって現れるんだよ」

　なに、それ。

　黙だまって見つめていると、詳くわしい説明をされた。

　兄のその特とく殊しゆ能力のはじまりは幼少の頃の三輪車で、三輪車の妖よう精せいみたいなのが現れたそうだ。その次は自転車。そのときはどちらも本体が勝手に動いたらしく、それを目もく撃げきした両親に気味悪がられ、神社にお祓はらいにだされたらしい。その三輪車や自転車は従兄弟いとこが譲ゆずり受けたそうだが、それから妖精が現れることはなかったという。

　兄が小学生になる頃には特殊能力は消え、自転車を所有してもなにも現れなくなったが、この春、転てん倒とうして頭を打ったのをきっかけにして能力が再発したという。

「それで、いま現在、俺のもとにはバイクと車の化け身しんがいるってことだ」

「……バイクと車の化身……」

　頭に靄もやがかかったように混乱し、ぼくはぼんやりとオウム返しにすることしかできなかった。

「……フィッツは……車、なの？」

「そういうことだな」

「じゃあ、隼も……」

「こいつはバイクだ」

　信じろと言われて信じられる話ではなかった。だが冗じよう談だんを言われている雰ふん囲い気きではないし、兄はこんなうそをつく人でもない。

「本当に……」

「べつに信じられなきゃ信じる必要もないけどな。フィッツは本体に危険が及およんだから、化身の姿が消えたんだろ」

　昨日までだったら信じなかっただろうし、いまでも信じ難がたいが、ぼくは、フィッツが忽然と姿を消したのを目撃してしまったのだ。

「急に姿が消えたのは……人間じゃないからってことですか」

　フィッツに視線を戻すと、彼は静かに「はい」と答えた。

　フィッツは人間じゃなかった。車だった。

　笑おうとしたが、頰ほおが引きつり、うまくいかなかった。

　たしかにフィッツの名前は車といっしょだし、カーナビの声もいっしょだし、免めん許きよを持っていないと言いながら運転はプロ級だしと、車と特とく徴ちようが重なる点はいっぱいあった。そういえばすっかり忘れていたけど、肩かたには車のナンバーのタトゥがあったのだった。

　だがまさか、人の姿をして立っている目の前の相手がじつは車かもしれないなんて、ふつうの神経をしていたら疑うわけがない。

　そんなバカな、と思う。

「なんで……」

　なんだかよくわからない怒いかりのような感情が込みあげてくる。その感情を落ち着かせることができなくて、ぼくはフィッツを責めた。

「なんで……うそをついたんですか。芸術家なんて」

「それは……」

「芸術家だと説明されました。謎なぞが多いのは特殊な仕事をしているためだと思っていて、だから受け入れたのに。どうして」

　いや、違ちがう。そんなことを責めたいんじゃない。そんな理由を聞きたいわけじゃない。けれどもなにか言わずにはいられない。混乱が最高潮で、なにかを言いたいのに、言いたいことがまとまっていないから、とりあえず思いついたことを口にしただけだ。

　訊きいたからといって、答えを知りたいわけじゃない。むしろなにも聞きたくない。感情がすべてを拒きよ否ひし、攻こう撃げき的になる。

「うそをついたのは俺だ」

　フィッツをかばう兄にもぼくは怒りをぶつけた。

「否定しなかったんだから同罪だよ」

「碧に罪はありません」

　フィッツが静かに言う。

「神社で話したとおりです。あなたのことが好きだから、きらわれたくなかった。好かれているとわかったら、よけい言えなくなって」

　彼はせつなげに瞳ひとみをまたたかせ、頭をさげた。

「ずっと黙って、うそをついていて、ごめんなさい」

　彼の柔やわらかい髪かみを、ぼくは黙って見つめた。

　頭をあげて、と言ってやることはできなかった。

　うそをつかれていたのがショックなのか、それとも人間じゃなかったのがショックなのか。衝しよう撃げきが強すぎて、自分でもよくわからない。

　──車とエッチしてただなんて。

　精液の味が変だったのも、人じゃなかったからだろうか。

　車の化身がだした、精液みたいなもの。あれを毎日体内にだされていたのだ。

　得体の知れなさに恐きよう怖ふに近い感情を覚え、己おのれの身を抱だきすくめた。

「朱里、あのさ」

　兄がなにか言おうと口を開いたとき、現場検証に警察がやってきた。兄とフィッツが対応し、話が中断する。

　そのあいだにぼくは家に戻もどってタクシーを呼び、荷物をまとめて家を出た。
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　ぼくは寮りようにいる篤志のところへ転がり込んだ。

「どうしたんだ。兄貴とけんかでもしたのか？」

「そんなところ。悪いけど、月曜までいいかな」

「そりゃ、もちろん。んじゃあ、寮を譲ってもらったお礼をあとでしようと思ってたんだけど、これでチャラでもいいか」

「うん、助かる」

「布ふ団とんないから雑魚ざこ寝ねだぞ」

　ちょっとした兄弟げんかと思った篤志は軽く受け入れてくれた。

　兄からは、その夜遅おそくにメールが入り、ぼくの行方ゆくえを心配していたので、寮に移ったと返信した。

　翌日、いつものようにショールームで働いていると、フィッツがやってきた。心臓が大きく収縮する。

　これまでの彼はほがらかな微び笑しようを浮うかべ、ぼくを見つけると手をふったりしていたのだが、今日は違った。

「朱里」

　緊きん張ちようした面おも持もちで、カウンター内にいるぼくの前に立つ。

「話す時間を、いただけますか」

　いつもと違うぼくらの様子に、周囲から窺うかがうような視線をむけられ、居い心地ごこちが悪い。ぼくは彼を店外へ連れだした。

「仕事場で、こういうのはやめていただけますか」

「すみません。仕事を終えたあと、お時間をください」

「ぼくには、話すことは……」

　目をあわせず、小声で拒否を伝えると、

「すみませんが、仕事中なので」

　と言って、彼をその場に置いて店内へ戻った。

　フィッツはすこしだけそこにいたようだが、やがて帰っていった。

　その日の夕方にはデザイナーに再会し、食事に誘さそわれたが、とてもそんな気分になれず断った。

　夜になると兄から電話があった。

『おまえな。出ていくのは勝手だけど、世話になったあいさつぐらいはするもんじゃないのか。子供じゃないんだから』

　不ふ機き嫌げんそうに言われた。たしかにそのとおりで、ぼくは素す直なおに謝った。

「そうだよね。ごめんなさい」

『フィッツのことはどうするつもりなんだ』

「……わかんない」

『まだ、ショックなのか』

「……うん」

　携けい帯たい越ごしに、兄のため息が聞こえてきた。それから怒りを収めた、静かな声で告げられる。

『隠かくしていて、悪かったな』

「うん……」

『俺、あいつらにも謝らなきゃな。あいつら、本当は食事もしないんだけど、おまえの前では人間らしくふるまうように言ったんだ。俺にとって大事なふたりだから、おまえに気味悪がられたくなくて。三週間、無難に仲よくやっていくには、隠したほうがいいと思った』

　たしかにはじめから人間じゃないと紹しよう介かいされていたら、ぼくはそれを信じず、変人だと思っただろうし、兄の頭も心配したかもしれない。

『フィッツは俺に頼たのまれたから黙だまっていただけで、あいつは悪くないからな』

「……うん」

　昨日は混乱して責めてしまったけれど、兄もフィッツも、ぼくを騙だますつもりだったわけじゃないと、わかっていた。

『話したくなったら来いよ。あいつも待ってる』

　兄はさっぱりと言って電話を切った。

　ショックは昨日よりは落ち着いたが、もやもやしたものが胸に残っていて、彼と話したいとは思えなかった。

　フィッツから連れん絡らくはない。彼の連絡先を知りたいとずっと思っていたけれど、車の彼は携帯を持っていないのだろう。

　翌、月曜、インターンシップ最終日。

「あれ。彼、来てるけど、入らないのかな」

　篤志の声に顔をあげると、店の外に、フィッツの姿があった。彼はこちらを見ていたが、ぼくが顔をこわばらせたのに気づいたのか、やがて肩かたを落として去っていった。

「行っちゃったな。いいのか」

「うん……」

　まだ気持ちの整理がつかなかった。

　彼のことをきらいになったわけではない、と思う。だがどんな顔をしてなにを話せばいいのか。

　去っていく彼の後ろ姿から、目を離はなせない。

　いますぐ追いかけたいと思った。彼を諦あきらめたくないと思う。でも彼は人ではないと思うと、脚あしが硬こう直ちよくしてしまう。

　彼に秘密があることは知っていたし、ぼくはそれを受けとめるつもりでいた。

　でもそれは人としての秘密だと思っていた。たとえば難病をかかえているとか、とんでもない職業なのだとか、他国の王子様なのだとか。そういう人間らしい秘密だったならば、ぼくも落ち着いて受けとめることができただろう。

　だけどじつは人じゃなく車だと言われては……。

　どうやって受けとめたらいいのかわからない。

　車と恋れん愛あいって、できるのかな。

　車とつきあうって、どういうことだろう。

　親や友だちには言えないから、紹介するとしたら人としてふるまってもらうことになるけど、そんな関係で続くのだろうか。

　好きだという気持ちがあっても、それだけで恋愛を続けていけるものなのだろうか。

　兄は、バイクの化け身しんである隼とつきあっているけど、どう考えているんだろう。正体をわかっていてつきあっているってことは、受け入れているんだろうけれど。

　ぼくは、どうしたいんだろう。

　迷っているうちに仕事が終わり、関係者にあいさつを済ませ、寮の荷物をまとめ、電車の時刻が来た。

　そうしてぼくは、フィッツと話しあう機会を持つことなく関東にある自分の下宿へ帰った。










　どこで鳴いているのか、外から聞こえる蟬せみの声がうるさい。

「はあ……」

　帰宅してからのぼくは、下宿でだらだらと無気力な日々を過ごしていた。

　フィッツの正体を知るまでは、彼との関係を続けることを望んでいた。ひと夏かぎりの遊びにされたくないと思っていた。

　だが結果的には、ぼくのほうからひと夏で終わらせてしまったのだ。

「車……だもんな……」

　サーキット場からいっしょに帰ってくれなかったのは、本体である車に乗ることができなかったせいなのかもしれないと、いまになって思う。

　彼もぼくに言えないことが多くて、苦しかっただろう。

　裏切られたとか騙されたとは、もう思わなかった。

　兄の弟と期間限定で会うには、人としてふるまったほうが無難という判断はもっともだし、それが恋こいに発展してしまったのは予想外だったのだ。

　ひとりになって落ち着いて自分の心を覗のぞいてみると、やっぱりぼくは、彼のことが好きだと思った。

　彼の甘く優やさしいまなざしや、艶つやめいた声や、愛を告げる真しん剣けんな面持ちを思いだすと、心が彼を求めて胸が苦しくなった。

　彼はいまでも、ぼくのことを好きでいてくれているだろうか。

　彼に会いたかった。

　でも、人ではないものと恋愛を続ける不安も依い然ぜんとしてあって、兄の家へ電話をする勇気がなかった。

　そんなふうに立ちどまったまま一週間ほど経たったある日、ベッドでごろごろしていると、兄から電話がきた。

『フィッツの行方ゆくえを知らないか？』

　開口一番にそう尋たずねられた。

「えっと、どうしたの？」

『車はあるんだが、本人がいないんだ。もしかしておまえのところに行ったんじゃないかと思ったんだが』

「ぼくのところには来てないけど。住所だって知らないはずだし」

『そうだよな……所有者のもとを、こんなに離れられるはずはないもんな……』

「そうなんだ？」

　そういえばフィッツは、自分からこちらに来ることは難しいと言っていた。化身にはいろいろと制約があるようだ。

「車は無事なの」

『ああ』

「それなのに消えることって、あるんだ」

『ないこともない。隼も、俺の所有じゃなくなったら姿を消したことがある。だが、特別な理由もなく姿を消したことってこれまでにないんだ』

「……化身って、基本的にどういう生態なの」

『俺もよくわからんけど』

　兄は化身についてわかっていることを説明してくれた。

　食事はとらず、エネルギー補給には食用油を飲むこと。運転中は集中するために姿を消すこと。体力が尋じん常じようでないこと。所有者である兄の居場所は、匂においでわかること。

『それ以外は、人と変わらないんじゃないか』

「歳としはとるの？」

『さあ。とるんじゃないか？』

　兄の回答は大ざっぱだ。自分の恋こい人びとのことでもあるのだから、興味がないはずもないだろうに。

「わからないこと、多そうだね」

『そうだな。本人にもわからないんじゃ、しかたがない』

「あの……兄貴は、隼とつきあってるんだよね」

　隼との関係について、兄と直接話したことはなかった。

　兄は照れたようにちょっと口ごもってから、肯こう定ていした。

『そうだな』

「隼がバイクだってことは、はじめから知ってたんだよね」

『ああ』

「わからないことばかりなのに、どうして、つきあう気になれたの」

『だって俺、あいつが好きだし』

　兄はじつに彼らしく、シンプルに答えた。

『はじめはためらいがあったけどな。でも俺にはあいつが必要で、そばにいてほしいと思った。バイクだとわかっていても、好きだと思う気持ちは変わらないし』

　兄は本人が相手だったら口にしそうにないことをぼくに語ってくれた。

『おまえはフィッツに対して、そういうふうには思わないか』

　ふいに訊きかれて、どきりとする。

『あいつが車だと聞いて、冷めたか』

　車だと聞いて、驚おどろいた。

　人だと思っていたから、どう接したらいいのかわからなくなった。混乱して、自分の気持ちもわからなくなった。

　でも落ち着いて改めて彼のことを思ってみたら、気持ちは──冷めていない。いまも恋しく思っている。

　そう口にすることができないのは、不安なせいだ。覚かく悟ごができていない。

　ぼくには、一歩を踏ふみだす勇気が必要なだけかもしれない。

『あいつがおまえのことを一いち途ずに想おもっていることは真実なんだ。そこは酌くんでやってほしいと思うんだが、でもおまえがためらう気持ちもよくわかる』

「…………」

『人外だからな。フィッツはいいやつだが、兄として、弟に薦すすめる相手としては、どうかなと思ったりもする』

「うん……」

『おまえとフィッツが幸せになるためには、どの道を選んだらいいのか、なにが正解か、俺には示してやれない。俺も考えるけど、おまえもよく考えるといい』

　兄は淡たん々たんと話していたが、ぼくとフィッツのことを真剣に考えてくれているのが伝わった。

　兄とはそれから二、三言葉を交かわして通話を切った。

「どこに行ったんだろう……」

　フィッツの行方が心配だった。

　なにも言わずにどこかへ行くなんて、なにがあったのだろうと考え、ふと、不ふ吉きつなことに気づいてしまった。

　兄ははっきりとは口にしなかったが、化け身しんが消しよう滅めつする可能性も、ないわけじゃないはずだ。

　幼い頃ころの三輪車や自転車は、お祓はらいにだしたらその後妖よう精せいは現れなくなったと言っていたじゃないか。

　化身というあいまいな存在である。車本体が兄の所有のままだからといって、化身の姿で居続けられる保証なんてどこにもない。兄の特とく殊しゆ能力が弱まっていたりしたら、このままずっと現れない可能性もあるのだ。

　そう気づいたら、焦しよう燥そうで身体からだが震ふるえた。

　彼とつきあっていくことには不安がある。だが、もしこのまま永久に再会できなかったら。

「……そんなの、嫌いやだ」

　彼を失うのは、嫌だ。

　自分の中で、答えは出ていた。

　だが肝かん心じんのフィッツが消えてしまったのでは、気持ちの持って行き場がない。

　一刻も早く彼の行方を捜さがしだし、会って気持ちを伝えたかった。

「どうしよう。どこにいるんだろう」

　兄から電話を受けたときは、ちょっと姿をくらました程度に思ってしまったが、ことはもっと深刻なのかもしれない。遠方のぼくのところにいる可能性は低いと知っていながら、兄は確かく認にんの電話をしてきたのだ。

　手がかりがないことには見当のつけようがない。詳くわしい情報を得ようと、兄へ電話をかけようとしたとき、インターホンが鳴った。

　こんなときに誰だれだよと思いつつ、インターホンのモニターを見る。すると。

「……え？」

　そこにはフィッツの姿が映っていた。

　急いで玄げん関かんへ走り、扉とびらを開ける。

　彼は全身水をかぶったように、白いシャツを汗あせで張りつかせ、ひたいからも汗を滴したたらせて立っていた。そしてぼくを見るなり、すまなそうに眉まゆ尻じりをさげる。

「押しかけてしまって、申しわけありません。どうしてもあなたに会いたくて」

　ぼくは呆ぼう然ぜんと見あげた。

「どうして……関東にくるのは難しいって話じゃ……」

「ええ。主人である碧のもとから、それほど離はなれられないはずなのに、あなたが恋しくて、あなたのことばかり想っていたら、ここまで来ることができました」

「……下宿の住所、教えてなかったですよね……どうしてわかったんですか」

「なんとなく、匂いというか、気配で」

「匂い、ですか……」

　化身は、所有者の居場所が匂いでわかると兄が言っていたが……。

「ぼくは、フィッツの所有者じゃないのに……」

「ええ。所有者ぐらい大事な相手でないと、居場所はわからないですね」

　つまり、それぐらいぼくのことを想ってくれていたってことなのか……。

「ここまで、どうやって来たんですか」

　大量の汗の理由になかば気づきながらも、まさかと思い尋たずねたら、予想通りの答えが返ってきた。

「走ってきました」

「人の姿で？」

　ここまで何百キロあっただろうか。驚いて見あげていると、ぼくが引いていると思ったようで、彼の眉尻がますますさがる。

「居場所を教えていないのにやってくるだなんて、気味が悪いですよね。すみません」

　真しん摯しなまなざしが、火傷やけどしそうなほどの情熱をたたえてぼくを見つめた。

「もういちどきちんと謝罪させてください。そして、話しあうことはできませんか。私はあなたと、終わらせたくない」

　彼の真しん剣けんな気持ちがぼくへと流れ込み、胸を打つ。じわりと、せつないような申しわけないような気持ちが込みあげた。

　謝罪だなんて。

　謝るのはぼくのほうだ。

　ぼくは不実だ。

　花火の日、なにを打ち明けられても受け入れられるように覚悟しておくと言ったのに。なにを言われても好きだと言ったのに、ぼくはその舌の根の乾かわかぬうちに、彼とむきあおうともせず逃にげだしてしまった。

　打ち明けられたことがいくら予想外のことだったとはいえ、ひどい裏切りだ。

　フィッツはきっと、そんなぼくの態度に傷ついたはずだ。

　それなのに、愛あい想そを尽つかしもせずここまで追いかけて、求めてくれた。

　ぼくはちょっとしたことですぐに不安になったり疑ったりしていたのに、彼のぼくへの態度は一いつ貫かんして変わらない。

　人であろうとなかろうと、彼の本質はおなじなのに。

「フィッツ……ごめんなさい」

　申しわけなさと感激で、涙なみだが溢あふれた。

「謝罪なんていりません。驚いて、逃げだしたりしてごめんなさい」

　ふたたび会うことができてよかった。消えていなくてよかった。

　頰ほおに伝う涙を拭ぬぐっても拭っても、溢れてとまらない。涙を流しながら、ぼくは彼を見つめ返した。

　再会できたら一番に伝えたかったことを口にする。

「ぼく、やっぱりあなたが好きです。車だと知って驚きましたけど、でもやっぱり好きなんです」

　驚いたようにフィッツの眉があがる。

「私を、許してくれるのですか」

「許すもなにも……」

　声が詰つまって言葉が続かず、首をふって抱だきついた。

　彼の腕うでがおずおずとぼくの背にまわされる。

「人じゃなくても、いいのですか」

「いいです。あなたが何者でも」

　彼の背へまわした腕に力を込めると、彼の腕はそれ以上に強く抱きしめ返してくれた。　>>>♥

　車の彼と人間のぼくというふたりだ。好きという気持ちだけではだめかもしれない。辛つらいことにも思いがけない出来事にも、これからたくさん見み舞まわれることだろう。けれどそんなことに怯おびえず、逃げず、勇気をだして踏ふみだそう。

　なにがあってもフィッツの気持ちは変わらないのだと信じられるようになったいま、この人といっしょならば、きっと乗り越こえていけるだろうと思えた。










　フィッツにはシャワーで汗を流してもらい、着き替がえを用意した。

　だが彼は服を着ず全ぜん裸らで浴室から出てきて、ぼくをベッドに押し倒たおした。

「あ、あの……飲み物とか……疲つかれてるんじゃ」

　彼を求める気持ちはぼくにもあったが、長旅をしてきた彼を気き遣づかうと、

「飲み物より、朱里がほしい」

　と、性急にキスで口を塞ふさがれた。

「んぁ……」

　彼の熱い気持ちを唇くちびるから注がれ、身体からだの奥に火を灯ともされる。

　約十日、つつましくしていた身体は急速に目覚め、彼を求めた。

　自ら舌を絡からめ、積極的に求めながら服を脱ぬぎはじめる。彼にも手伝ってもらいながらすべてを脱ぐと、しっかりと抱きあった。

　彼の広い胸とたくましい腕につつまれて、この胸に戻もどってこられたことに安あん堵どする。

「朱里……朱里……朱里」

　熱に浮うかされたように一心に名を呼ばれ、強く抱きしめられる。

　下腹部には彼の猛たけりを押しつけられていて、それはすでに限界まで反り返り、これ以上なく硬かたく張りつめていた。全身で求められていることを感じ、喜びで身体が熱くなる。

　ぼくも彼に応こたえたい。もっと深い場所で繫つながって、早く互たがいを確かめあいたいと思う。

「ん……あ、あ……」

　彼の唇はぼくの口から離れると、乳ち首くびへ移り、手は中心をいじりはじめる。その丁てい寧ねいで慎しん重ちような愛あい撫ぶはぼくへの気遣いだとわかっているが、もどかしくも思え、ぼくは自ら指を口に含ふくんで濡ぬらすと、その指を背中側から後ろへ挿いれた。

「ん……う」

　自分の指で入り口をほぐし、彼のものを受け入れられるように広げていく。その姿を見たフィッツが欲よく情じように濡れた目をむけてきた。

「朱里はいやらしいですね」

「だって……」

「私がほしい？」

　自らしたもののあまり見られたいものでもなく、脚あしを閉じようとしたのだが、逆に足首をつかまれて大きく開かい脚きやくさせられてしまった。

「あ……や、だ」

　局部に自分の指を咥くわえている浅ましい姿を上からまじまじと眺ながめられ、羞しゆう恥ちに頰が染まる。けれども見られることで興奮が増し、中心は萎なえるどころかピクンピクンと震ふるえながら、硬く反り返っていく。

「嫌いやじゃないでしょう。朱里はここを私に見られるのが大好きですよね」

「べつに、大好きなわけじゃ……」

「見られているだけで濡れてきてるのに？」

　からかうようにささやかれ、中心へ視線を注がれる。つられて目をむけると、そこは幹を流れ落ちるほど先走りが溢れていた。

「朱里は恥はずかしくされたほうが興奮するでしょう。見ていてあげますから、もっと広げてください。それでは私が入ることはできませんよ」

「う……」

「さあ、早く。私も早く朱里と繫がりたい」

　急せかされて、羞恥をこらえながら指を動かした。

　二本の指で抜ぬき差しし、指を左右に広げて入り口の襞ひだを広げる。その行こう為いを、彼に見つめられている。

　ものすごく恥ずかしいのに、大好きな甘い瞳ひとみに見つめられていると思うと、それだけで欲情し、先走りが溢れてしまう。

「フィッツ……もう……」

　まだきつい気がしたが、早くほしくて目を潤うるませながらねだってみたら、彼が自分の指を口に含んだ。そして濡らした人差し指を入り口に挿れられる。ぼくの指は入ったままなのに。

「あ……あ……」

　彼の指が、ぼくの指に交じって抜き差しされる。いいところをこすられて強い快感を覚え、下か肢しがビクンと痙けい攣れんするように震えた。

「あ、あっ」

　しかし彼の指はすぐに引き抜かれた。

「まだ狭せまいです。こっちの手も使ってください」

　シーツを握にぎっていた左手をとられ、二本の指を彼の口に含まれた。

　舌を絡められてたっぷりと唾だ液えきで濡らされると、その手をぼくの身体の前側から、入り口へ持っていかれる。

「挿れて」

　甘い声と瞳にあらがえず、ぼくは震えながら左手の指もそこへ挿れた。

「は……う……」

　前と後ろから、合計四本の指がそこに収まった。

「きつ……」

「さっき私がいじったところをこするようにすれば、楽になります」

　自分でここをいじったことはなかったが、感じる場所のありかはフィッツに教えられてわかっている。指を動かし、いい場所をこすると、自分の指でもじわりと快感が溢あふれ、とたんに中が柔やわらかくなった。

「あ……ふ……」

「よく広がってますよ。もっと奥まで挿れて」

　脚を広げられた淫みだらな格好で、自分の指で気持ちよくなっているところを視し姦かんされ、恥ずかしさと興奮で中がひくつきだした。

　粘ねん膜まくは自分の指を柔らかく包み、しっとりと吸いついてくる。そこは口の中とおなじようにぬるぬるしていて、熱くて、ここに猛りを挿れるのはたしかに気持ちがいいのかもしれないと思える。

　もうすぐここに、フィッツのものを挿れてもらう。そうしたら、粘膜はいまとおなじように彼のものに絡みつくのだろう……。

　そんなことを想像したらひとりで達いってしまいそうになり、指を引き抜いた。

「フィッツ……来て」

　恥ずかしさに横をむいたまま、ぼくは両手で尻しりの皮ひ膚ふを引っ張り、ひくつく入り口を開いて見せた。

「……っ」

　次の瞬しゆん間かん、フィッツが唸うなるような吐と息いきを吐はきながら、ぼくの中に押し入ってきた。

　いっきに奥まで貫つらぬかれ、彼のもので中がいっぱいになると、欲よく望ぼうより先に、せつないような感情で胸が満たされた。

「フィッツ……好き。……どうしよ……すごく、好き」

　思わず呟つぶやくと、彼がふいに目を潤ませ、優やさしくくちづけてくれた。そしておもむろに腰こしを動かす。

　はじめのひと突つきは様子を窺うかがうようにゆっくりとしたものだった。しかし二度目は強く奥を抉えぐられ、三度目になるとスピードが増し、いいところを激しくこすられた。

「あっ、ああっ！」

　その刺し激げきでぼくはいきなり限界を超こえ、達してしまった。頭を真っ白にさせながら白はく濁だくした熱を腹に飛ばす。

「え？　もう？」

　フィッツがびっくりしたように腰の動きをとめ、目をまたたかせた。

「……ご、めんなさい……」

　縮こまって謝ると、脚を離はなされて抱だきしめられ、ひたいにくちづけられる。

「感じてもらえて嬉うれしいです。すこし休みますか。それとも、続けてもいいですか」

「……続けてください」

　彼のものはぼくの中で滾たぎり、どくどく脈打っている。ぼくも達ったけれども、もっとほしかった。

　抽ちゆう挿そうが再開され、猛りが力強く出入りする。達ったばかりの身体にその刺激は強すぎて、ぼくは涙なみだを流してよがってしまう。

「あっ、あん、ァ、あ……っ」

　情熱を叩たたきつけるように激しくされ、ベッドのスプリングが壊こわれるかと思うほどきしみ、それにあわせるように嬌きよう声せいがあがる。

　またたくまに快感に溺おぼれ、夢中で彼の首に腕うでをまわし、脚も彼の腰に巻きつけると、より結合が深くなり、快楽も増した。

　ほのかに桃もも色いろに染まった身体はしっとりと汗あせばみ、彼の身体に吸いつくようにしてこすれあう。猛りが埋うまっている内部も、想像したとおりにひくつき、肉棒に吸いつき、貪どん欲よくに快感を貪むさぼっている。

　脳が溶とけるかと思うほど甘い快感に満たされ、どうしようもなく気持ちがよくて、下腹部がずっしりと重くなる。快感が溜たまりすぎて内うち股またが甘く痺しびれ、つま先に力が入る。二度目の絶頂の予感に身体からだを丸めた。

「フィッツ、もう……、あ、あっ」

「達きそう？」

「ん……っ、あ、ああっ！」

　頷うなずいたとたん、緩かん急きゆうつけて奥を突かれ、下腹部に溜まった熱が弾はじけた。身体が天てん井じようまで浮うきあがるような快感に満ち、なにも考えられなくなる。

　ほぼ同時にフィッツがぼくの中へ熱を放ったのを感じた。

　猛たけりを震わせながらどくどくと奥にだすと、いちど抜き差しし、二度にわけて浅いところも濡ぬらされた。

「はあ……」

　互たがいに満足の吐息をこぼすと、ぼくは脚をおろし、彼は楔くさびを抜いた。

　彼の腕の中で息を整えていると、彼のだしたものが中からとろりと溢れてきた。

「……フィッツの、その……ぼくの中に、だしたでしょう」

「嫌でしたか」

「いえ、いいんですけど、成分ってなんなんですか」

　車の化け身しんでも、この人のことを好きだと思う。けれども未知のものを体内に受け入れるのはちょっぴり不安だ。

「化身の生命エネルギーの一部でしょうか。詳くわしい成分と言われると、説明し難がたいのですが、身体に悪いということはないと思います」

「はあ……ガソリンじゃないんですね」

「違ちがいます」

　よくわからないが、身体に悪いものではないなら、まあいいか。

　髪かみを撫なでられ、なんどかキスをし、呼吸が落ち着いてきた頃ころ、もうひとつ、不安に思っていたことを思いだし、尋たずねてみた。

「あの、化身は消えてしまう可能性があることを兄貴から聞いたんですけど、どうしたら消えちゃうんですか」

「私の所有者が、碧ではなくなった場合ですね」

　その答えに、ふと思いだした。

「ぼくが兄貴に車を譲ゆずってほしいと言ったときのことを覚えてますか」

「ええ」

「あのときあなたは、譲ってもいいじゃないかと言いましたよね。でも、ぼくに名義が移ったら、あなたは消えてしまうってことじゃないですか」

　あのときはなにも知らなかったから、助勢してくれただけだと思ったが、フィッツの本体が車だと知ったいまでは、真意が不明だ。

「どうして、あんなことを言ったんですか」

　フィッツは思いだすような間を置いてから、口を開いた。

「あれは、まあ……。私も深く考えての発言ではなかったのですが。距きよ離りが離れたら、私のことなど忘れてしまうかもしれないと思って。どんな形でも、あなたのそばにいたいと思っただけです」

　化身の姿が消えてもぼくのそばにいたかったという。そこまで想おもわれていたなんて知らなかった。

　彼の気持ちが痛いほど伝わって、胸に染しみた。

　でも、その気持ちはとても嬉しいけれども、単純に感激してはいられなかった。

「ぼくもそばにいたいです。けど、人の姿のあなたが消えてしまうのは、嫌いやです。本体のあなたも好きですけど、会話もできない、手も繫つなげない。こうして抱だきあうこともできないのは寂さびしいです」

　いっしょに生きている実感がほしい。簡単に消えようとしないでほしい。そんな思いを込めて、ぼくの髪を撫でる彼の手に自分の手を重ねると、彼の瞳ひとみが柔らかく和なごんだ。

「そうですね……では、碧に捨てられないように、愛あい想そよくします」

「……それもちょっと嫌かも」

　複雑な気持ちになって眉まゆ根ねを寄せると、眉み間けんに甘く優しいキスが落ちてきた。

　それからぼくたちはふたたび抱きあい、一日中愛しあっていた。










　ぼくたちは散々抱きあったあと、フィッツが来たことを兄に連れん絡らくし、その翌日にはふたりで兄の住まいへ戻もどった。

「ほんとにごめんなさい」

「ったく、人ひと騒さわがせだな」

　兄と隼に心配をかけたことを謝罪し、仲直りしたと報告すると、呆あきれたようにため息をつかれたが、笑って迎むかえ入れてもらえた。

　また、残りの夏休みはこちらで過ごしたいと話し、下宿延長ということで了りよう承しようを得た。

　諸もろ々もろの報告を終えて、四人そろってダイニングキッチンでまったりしていると、フィッツが提案した。

「あと一年半後には碧も関東へ戻るのでしょう。そうしたら四人でいっしょに暮らすというのはどうですか」

　隼の淹いれたアイスコーヒーを飲んでいた兄が頷く。

「あー、いいかもな。あ、でも待て。朱里もちょうど卒業だよな。となると、どこに就職するかわからないよな」

「そうだね。車関係がいいんだけど。どこの会社に就職できても、勤務地がどこになるかは決まってみないとわからないよね」

「まあ、遠い場所になったら、フィッツを貸してやる。俺は関東に戻ったら電車通勤だし」

「わ、ありがとう！」

「もし近場に決まって四人で住めそうだったら、俺と朱里で家賃折半な。いまより広いところを探すぞ」

　兄の言葉に隼が敏びん感かんに反応し、

「く……お金……」

　と、悔くやしそうに唇くちびるをかみしめていた。兄はそれに気づかず、ズボンのポケットから財さい布ふをとりだした。

「そうそう。フィッツ、配当金」

　財布から三万円を抜ぬきとり、フィッツに渡わたす。

　それを見た隼があっと驚おどろいた顔をし、椅い子すから立ちあがった。

「碧さん、どうしてそんな大金をこいつに」

「これはフィッツが株で稼かせいだ金なんだ。俺の名義で株やってる」

　フィッツは三万円を受けとると、ぼくにむけてにっこりと笑った。

「朱里、私はどこかのヒモバイクと違って、稼げる男です。安心してくださいね」

　ぼくへむけられた笑え顔がおと言葉だけど、思いきり隼を挑ちよう発はつしている。

　案の定、隼がこぶしをわなわなと震ふるわせ、つばを飛ばさんばかりのいきおいで兄に訴うつたえた。

「碧さんっ！　カブってなんですか？　俺、俺も！　カブでもアルバイトでも、なにか、働きたいですっ。俺も碧さんのために稼ぎたい！」

「ったく、いちいち張りあうなよ。おまえはいいんだよ。おとなしく俺に貢みつがれてろ」

「でもっ」

　フィッツが隼に、からかうように言う。

「諦あきらめなさい。きみはバカだから、株なんてできないと碧も思っているんだよ」

「そんなっ」

「いや、そうじゃなくて、おまえはバイクなんだから──」

　涙なみだ目めの隼を、兄がなだめはじめた。

　ぼくは彼らを眺ながめながら、楽しい人たちだなあとつくづく思った。彼らの秘密を共有できたことで、ぼくはぐっと、三人と親密になれた気がする。

「ねえねえ、ぼくもバイトしてお金貯ためるから、今度みんなでサーキット場に行かない？　四人の写真を撮とってさ──」

　フィッツとは当分のあいだ遠えん距きよ離りになってしまうけど、がんばって愛を育てていきたいと思う。まだはじまったばかりで、ぼくは揺ゆらぎやすいけど、でも、もう迷わない。たとえなにがあったとしても、フィッツを信しん頼らいして、ふたりで乗り越こえていくんだ。

　そうして一年半後、みんなでいっしょに暮らせたらいい。

　そんな未来を思い浮うかべ、ぼくは幸せに笑った。　>>>♥







　あとがき







　こんにちは、松雪奈々です。

　このたびは「ぞっこん～彼は車に迫られて～」をお手にとっていただき、ありがとうございます。

　前作主人公の弟、朱里と、前作の脇わき役やくフィッツのお話になります。前作を未読でも問題ないかと思いますが、先にバイクの話を読んだほうが楽しいかもしれません。明るくライトな内容ですので、気軽に楽しんでいただければと思います。




　今回もイラストは兼守美行先生です。

　フィッツがイメージ通りで素す敵てきだし朱里もかわいくて嬉うれしいです。先生、ありがとうございました。




　また編集者様をはじめ、この本の制作に関わったすべての皆みな様さまに御お礼れい申しあげます。

　そして読者の皆様に最大級の感謝を。




　二〇一四年四月


松雪奈々　　
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